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　プロローグ







　車は雑ぞう木き林ばやしの間をゆるゆると進んでいく。

　水み無な瀬せ王おう寺じは後部座席に座ったまま窓の外を眺ながめていた。立ち並ぶクヌギやナラはまだ若葉も芽吹かせておらず、華きや奢しやな幹と枝を晒さらしている。灰はい褐かつ色しよくの樹皮と下生えの枯れ草が視界をセピア色に染めていた。

　澄んだ青空に白い雲が薄くたなびいている。降り注ぐ陽光に水無瀬は片目をすがめた。

　東北道那な須すＩＣインターチエンジを出て約二十分。リゾート地で有名な那須高原と反対方向に向かっているためか行き交う車は少ない。来る途中にはいくつか別荘地もあったが時期が時期だ。三月の避暑地に訪れる物好きはそう多くない。

　前席の頭が揺ゆれた。運転手の目がバックミラー越しに彼を窺うかがう。本当に目的地はこちらでいいのかと伺うかがうふうだった。

　水無瀬は沈ちん黙もくを貫くことで運転手の問いに答えた。

　窓の外に視線をやりながら彼はずっと同じことを考え続けている。これから会う人物にどう話を切り出せばいいか、何を言えば自分の思いを伝えられるのか。

　最後に会ってから何年経たつだろう。自分が防大にいた頃だから、もう十年以上昔になるか。以来メールや電話では連絡を取っているものの、直接会うのは今日きようが久々だった。

　周囲の寒々とした景色を見ながら、あの人の住すみ処からしいと思う。昔から──防大の講師だった時分から仙人のような人だった。講義の時間になるといつの間にか教壇に現れ、淡たん々たんと授業を行い帰っていく。授業以外の話を聞いた記憶もほとんどない。とにかく生活臭が極端に希薄な人だった。

　───。

　物思いにふけっているうち車は目的地に近づいていた。

　幹線道路を外れ細い道に入っていく。木々が密度を増しアスファルトの凹おう凸とつが大きくなった。

　緩ゆるい下り坂を進み丁てい字じ路ろを曲がる。程なく並木の壁が途切れ、一軒の平屋が姿を見せた。

「ここでいい、止めてくれ」

　急なＧとともに車が止まった。ロックを外しドアノブに手をかけると、運転手が固い表情で振りかえった。

「作戦開始は一ヒト三サン〇マル〇マルです」

　水み無な瀬せは腕時計に視線を落とした。時刻は午前十時、移動の時間を考えるとあと三十分ほどしか余裕がない。

「分かってる」

　短く言って彼は扉を開けた。途端、冷たい風が顔に吹きつける。足下から駆かけ上る冷気を感じながら彼は平屋に向かって歩き出した。

　白塗りの壁、ダークブラウンの切妻屋根。玄関脇わきに薪まきが腰の高さまで積まれている。敷き詰められた砂じや利りを踏ふみしめ水無瀬は玄関にたどりついた。チャイムを鳴らそうとして、ふっと人の気配に気づく。視線を向けると庭の奥に小さな家庭菜園があった。黒ずんだ畑、白いビニールハウス。その向こうに木製のテーブルと椅い子すが置かれている。

　椅子に一人ひとりの男が腰掛けていた。タータンチェックのシャツにベージュのパンツ。短い足を組み、本を広げながらマグカップの飲み物をすすっている。

　水無瀬は溜ため息いきをついて庭に向かった。額ひたいにかかる髪を払いのけ歩いていくと、男が顔を上げた。片かた眉まゆが動き口の端はしが綻ほころぶ。男は本を机に置きマグカップを持ち上げた。

「やぁ、来たな」

　水無瀬は会え釈しやくした。

「お久しぶりです、先生」

　水無瀬の挨あい拶さつに、男はおかしそうに肩をすくめた。

「びっくりしただろう、こんな田い舎なかで」

「先生らしいと思いました」

「俺らしい」

「〈世捨て人〉の面めん目もく躍やく如じよでしょう」

　水み無な瀬せは防大時代のあだ名で男を呼んだ。男は低い声で笑った。

「懐なつかしいな、その名前も。横よこ須す賀か、馬ま堀ぼり、走はしり水みずの訓練場。もう何十年も昔のことに思える」

「十年前ですよ」

「たった十年か」

「もう十年です」

　水無瀬は顔を上げ真正面から男を見み据すえた。

　蛙かえるのような風ふう貌ぼうだった。太く寸すん詰づまりな首、手足が短く猫背なため胴と顎あごが繫つながっているようにも見える。ある意味、少年から青年、壮そう年ねんから中年期に至るまで体を衰えるに任せた印象だった。だが血色はいい。白い頰ほおは張りがあり、うっすらと赤みを帯びている。丸い瞳ひとみは赤子のように無む垢くで邪じや気きを感じさせない。

　水無瀬は目を細めた。

　変わっていない、十年前のあの時から、まったく。

「準備が整いました」

　厳げん粛しゆくな声で囁ささやく。こみ上げる感情を抑えながら絞り出すように言葉を紡つむいだ。

「先生の構想を実現に移す時です。アポストリ達を殲せん滅めつし時計の針を元に戻す。四よん・一いち八はち以前の、まだ全てが正常だった時に」

「──正常、正常」

　男は歌うようにつぶやいた。

「果たして、どれだけの人がそれを望んでるのかな。今となっては」

「あなたまでそんなことを言うんですか」

　水無瀬は声に苛いら立だちを滲にじませた。眦まなじりに力を込め男を見据える。

「潰かい走そうしかけた陸自を立て直し、四・一八を勝利に導いたのはどなたですか。来きたるべき開戦に備え〈水すい車しや小ご屋や〉の原型を作られたのは」

「昔のことさ」

　男は静かに答えた。

「今ではご覧の通り、ただの隠居老人だ」

「僕にしてみれば先生は今でも英雄です」

　気色ばんで言い募ると男は溜ため息いきをついた。マグカップを置き水無瀬に向き直る。

「──俺は公職を追放された身だ」

　丸い目がじっと水無瀬を見つめた。凪ないだ湖面のような瞳が彼を映している。

「市いちヶが谷やも横須賀も俺の意見に聞く耳をもたなかった。統とう幕ばくを追い出され防大の職も奪われた時点で俺は全てに見切りをつけた。今更俗世のことに関わる気はないよ」

「見返してやるつもりはないんですか」

　水み無な瀬せは囁ささやくように言った。

　押し殺していた感情がじわじわと蘇よみがえってくる。

　四よん・一いち八はち終了後、講和の妨げになるという理由で政府は男の功績を隠いん蔽ぺいした。アポストリ脅きよう威い論を押え込み、あたかも南みなみ方かた大使の外交努力だけで全てが片付いたように喧けん伝でんした。

　確かに四・一八で男がアポストリに与えた損害は災さい厄やくそのものだった。新たな友好関係を築く上で、彼の存在が両種族の交渉に冷や水を浴びせるものだったことは間違いない。だが、そもそも自衛隊の逆襲がなければ外交の登場する余地さえなかったのだ。圧倒的な優勢下で対等の講和を結ぶ馬ば鹿かはいない。全ては男の的確な戦争指揮があったからこそ。アポストリに対し優勢を確保できていたから交渉の席を持てたのだ。だが南方大使と異なり、男の名はマスメディアのどこにも登場していない。

　男は文句一つ言わなかった。統とう幕ばくを退き、防大に着任し、学術的な見地から対アポストリ戦を研究、彼女達の潜在的脅威を訴え続けた。だがそれさえも政府は問題視した。男の研究は反社会的なものと見なされ、あたかもクーデター計画のように扱われた。

　今でも思い出す。十年前のあの日、研究室を追い出された男の背中。水無瀬は為す術すべもなく男を見送るしかなかった。

　当時の彼は無力な一学生でしかなかった。だが、今は違う。彼には力がある。協力者と権限、知恵と戦力がある。今の彼なら男の屈くつ辱じよくを晴らすこともできるはずだった。

「先生──」

　水無瀬の声に、だが男は目を閉じることで応えた。息苦しい沈ちん黙もくの後、水無瀬は俯うつむいた。唇くちびるを引き結び瞑めい目もくする。

「一緒に起たってはもらえませんか」

「悪いが」

　男は椅い子すに背中を預けた。腹の上で両の手を組み合わせる。

「俺はもう疲れた。正直、この国がどうなろうと興味がないんだ。人間がアポストリを受け入れるなら、それもいい。君が彼女達を焼き尽くすつもりならそれも一つの選択だろう。好きにするといい。この世界はもう君達のものだ」

「そう……ですか」

　水無瀬は囁くような声で言った。数分名残なごりを惜おしむようにたたずんだ後、居住まいを正す。コートの前をあわせ男に向かって敬礼した。

「またうかがいます。全てが終わったあと、世界が元の姿を取り戻したのちに」

　固い靴音をたてて水無瀬は踵きびすを返した。車に向かい歩いていくと背中に声をかけられた。

「水無瀬君」

　肩越しに振り返る。男が椅子に腰掛けたまま彼を見つめていた。

「君は英雄になりたいのか」

　水み無な瀬せは眉まゆをひそめた。質問の意図が分からなかった。

「僕はただ為すべきことをするだけです」

「俺が教えたようにか」

　うなずく水無瀬に男はふっと口元を緩ゆるめてみせた。漆しつ黒こくの瞳ひとみが静かに彼を見み据すえる。

「気をつけたまえ、水無瀬君。全てがうまく進めば君は英雄になるだろう。古い体制を打ち崩す者はいつも歓呼の声で迎えられる。だが大衆は飽きやすい。英雄は消費され、すぐに次の英雄が求められる。俺の後を南みなみ方かた大使が継いだように。君が大使を葬ほうむったようにだ」

「僕が誰かに殺されるというんですか？」

　男は肩をすくめた。

「そうはならないかもしれない。あるいは君なら、全ての障害を乗り越え英雄としての生を全うするかも知れない。……俺には無理だったがな」

「先生はまだ生きています」

　男は笑った。ひどく乾いた笑えみだった。

「君も言っただろう、俺はただの世捨て人だ。英雄は廃業したよ」

　水無瀬は複雑な表情でたたずんでいたが、ややあって無言のまま頭を下げた。

　顔を正面に戻し来た道を戻り始める。

　今度はもう呼び止められなかった。







　第一話








三月十七日　午前十時十七分

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く






　彼女は飼い猫だった。

　だった──と過去形で言うのは、ここ数日飼い主の姿を見かけていないからだ。

　今まで飼い主が家を離れる場合は、必ず彼女を他よ所そに預けるか世話役の人間を家に呼んでいた。

　今回はどちらもない。長めの散歩から戻ると家はもぬけの空になっていた。

　買い物だろうか。そう思い待っていたが一晩待ち二晩経たっても帰宅の気配はない。やがて餌えさを食べ尽くし水入れの中身も底をついた。仕方なく彼女は家を出て市街に繰り出した。

　町は静寂の中にあった。

　道路に人の姿はなく行き交う車も見あたらない。交差点の信号だけが空しく明滅を繰り返していた。曇り空を背景に丘上の建物が黒ずんだシルエットを見せている。ひしゃげた空き缶が風に吹かれ路上を転がっていった。

　どうしたのだろう。

　彼女はにゃぁと小さな鳴き声を上げた。

　駅前通りにたどりついても動くものは見えなかった。車道はがらんとしており、白んだアスファルトが剝むき出しになっている。商店は軒並みシャッターを下ろし店先の幟のぼりも片づけられていた。

　何日か前まで駅前は祭りのように混雑していた。道路は渋滞し、鉄道の駅は人があふれ出さんばかりになっていた。あれだけの人々はどこに行ってしまったのだろう。そう言えば飼い主が姿を消したのもあの日を境にだった。

　空気が震えた。

　彼女は顔を上げた。曇り空に一筋、白い雲がたなびいている。

　トンボのような影が高空を舞っていた。細長い胴体に長く伸びた四枚羽根。頭の部分だけがコブのように大きく膨ふくらんでいる。それは町を見下ろすように悠ゆう然ぜんと、緩ゆるい弧を描えがきながら飛ひ翔しようしていた。

　彼女はもう一度鳴き声を上げた。トンボは意に介した様子もなく遙はるか上空を飛び去っていく。遅れて雷鳴のような轟ごう音おんが降り注いできた。

　彼女は人間ならしかめ面つらと言ってよい表情を浮かべた。ひどくうるさいトンボだ、と思った。




　　　　＊




「陸自の戦車隊は国道８号線沿いに展開。編成を見る限り今いま津づの第３・第10戦車大隊と思われます。居きよ留りゆう区く上空には無人偵察機が飛来中。弾着確認用だとすれば、おそらく後方に砲ほう兵へい部隊が集結しているものと」

　回廊にカッカッと固い靴音が響ひびき渡る。

　〈秋アウトウンノ〉の灯とう籠ろうは、武官の報告を受けながら議場への道を急いでいた。ベレー帽を被かぶりケープの前を留める。視線を正面に据すえたまま彼女は質問を発した。

「こちらの展開状況は？」

　武官は手元の端末に視線を落とした。表情を強こわばらせたまま早口で言葉を紡つむぐ。

「予定よりやや遅れています。居留区航路の徴用に内務省が難色を示していまして。軍単体ではどうしても輸送力が不足しています」

「氏し族ぞく会経由で圧力をかけなさい。必要なら強制徴用しても構わないわ」

　灯籠は冷えた口調で言った。

　居留区は現在、戒厳令下にある。元々五万以上あった人口は日本政府の避難勧告により二万弱にまで減少していた。うちアポストリが一万六千、人間の数は三千といったところか。物流は停止し生活必需品の大半は配給でまかなわれていた。壁に設けられた七つのゲートは軍務省の管理下に置かれ警備部隊による陣地構築が進んでいる。あの町は──居きよ留りゆう区くはもう戦場だ。である以上、素しろ人うとに口を挟はさまれる筋合いはない。

　灯とう籠ろうは視線を反対側の事務官に向けた。

「開戦の件──評議会への根回しは？　旗色を明らかにしていないのが何人かいると聞いていたけれど」

「〈春ブリマヴエーラ〉〈冬インヴエルノ〉あわせて過半数を確保済みです。〈夏エスターテ〉が全員反対に回っても数で押し切れます」

　灯籠はうなずいた。すっと目を細め「ようやく」とつぶやく。

「日ひ和より見み連中もさすがに目が覚めたようね。あれだけ人間達に辱はずかしめられてやっとという気もするけれど」

「〈夏エスターテ〉は……素直に引き下がるでしょうか」

　事務官はやや不安げに訊たずねた。

「強引に開戦を議決しても、評議会が割れたままでは兵の士気に影響します」

「大丈夫よ」

　灯籠は口元を歪ゆがめた。

「彼女達も政治家だもの。沈みかけの船にいつまでも乗り続けたりしないわ。議会の趨すう勢せいが開戦で固まれば無意味な抵抗は控えるはず。彼女達のトップ──茉まつ莉り花か評議長の政治責任が問われている今は特にね」

「その茉莉花評議長ですが──」

　事務官は周囲を窺うかがい声を潜ひそめた。

「今度の臨時評議会に向けて、なにか色々と動かれていたようです」

「なにか？」

　灯籠は目をしばたたいた。事務官はうなずき「詳細は不明ですが」と答えた。灯籠は考える表情になった。

　暗殺者の〈十じゆう字じ架か〉侵入以降、茉莉花は実権のほとんどを取り上げられている。評議長の職こそ失っていないものの、もはや政治的影響力はゼロに等しい。南みなみ方かた大使という協力者を失い人間側の敵意が明らかになった今、彼女の言葉を聞く者などいないはずだった。

「臨時評議会への参加を差し止めますか」

　事務官の言葉に灯籠はかぶりを振った。

「必要ないわ。既に大勢は決している。彼女が何を言ってこようと正面から叩たたき伏せるだけよ」

　議場に通じる昇降機に乗り込む。事務官と武官はそろって一礼し彼女を見送った。

　上昇のＧを感じながら彼女は軽い昂こう揚ようを覚えていた。

　いよいよだ、と思う。

　歪いびつな友好関係を精算し力と力の均きん衡こうを築く。二十年前に掛け違えたボタンを今こそ元に戻す時だ。他ならぬ自分達、〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの手で。

　瞑めい目もくし小さく顎あごを持ち上げる。深呼吸を一回、肺はい腑ふに冷えた空気を送り込んだ。

　耳元で信号音が鳴り響ひびいた。彼女は視線をもたげ中空に指を這はわせた。光が弾はじけ虚こ空くうに画面が展開する。左下に新着メッセージを示すアイコンが瞬またたいていた。本省からだった。

『居きよ留りゆう区くより非常回線にて着信あり。至急、参事官と連絡取りたしとのこと。発信者─南みなみ方かた学まなぶ』

　彼女は鼻を鳴らした。

　今更、何を話すつもりなのか。こちらは圧倒的な優勢下にある。一民間人──しかも子供の言葉を聞くメリットは一つもなかった。

　五ヶ月前──星ほし祭まつりの事件では、彼に交渉の機会を与えたため思わぬ敗北を喫した。今度は同じミスを犯さない。小細工を弄ろうす間もなく一気に片をつけてみせる。

（……残念ね。今回は私の勝ちよ）

　ふっと唇くちびるを歪ゆがめ画面を閉じる。

　身体からだを押えつけるＧが緩ゆるんだ。昇降機がスピードを落とし、静かに停止する。彼女は胸を張り、開いた扉の向こうに一歩を踏ふみ出した。




　評議会議場は〈十じゆう字じ架か〉の上層、海抜千五百メーター付近に位置している。

　巨大な箱形のホールで内部は吹き抜けになっている。二階と三階の壁に傍聴用のテラス席が張り出し、天井付近に採光用の窓が設けられていた。壁際には歴代評議員の彫像が並び、巨大な壁画が議場を見下ろしている。

　普段ならこの部屋に立ち入れるのは十二人の評議員と議場職員だけだ。だが今は彼らに倍するアポストリが場内に存在している。

　氏族会の長老に高等法院の法務官、各省の官僚──。通常〈十字架〉の政府機関は互いの独立を脅おびやかさないようにしているから、眼前の光景は明らかに異常なものだった。ある意味、意思決定機関たる評議会が他組織に乗っ取られたようにも見える。評議員達の表情は一いち様ように固く苦虫を嚙かみ潰つぶしているようだった。

　灯とう籠ろうはケープの裾すそを揺ゆらし颯さつ爽そうと赤絨じゆう毯たんの上を歩いていった。

　丸テーブルの一角に腰を下ろす。議場の奥、彼女と反対側に黒髪のアポストリが腰掛けていた。朱を塗ったように赤い唇、柔らかな頰ほおの曲線。揃えた前髪の下で半月型の眼が前を見みている。服装は芥から子し色の小振袖に茶色の袴はかま、長い袖に桜の花があしらわれている。和装の童女、茉まつ莉り花かだった。

　灯籠は冷笑を浮かべた。あいかわらず人間の装いが好きなことだ。まぁ、その道楽もいつまで続けられるか分かったものでないが。

「静せい粛しゆくに、静粛に」

　〈夏エスターテ〉の評議員が声を張り上げる。茉まつ莉り花かに代わって議事進行を行うつもりなのか、評議長席に着いている。彼女は周囲のざわめきが収まるのを待ち口を開いた。

「今回の件については各氏し族ぞく、各省庁とも様々な立場があるかと思います。ですが今は火急の時です。個々の利益や保身に拘こだわることなく、公平な立場でこの難局への対応を議論していただきたい。──最初に状況の説明を行います。参さん謀ぼう総長、解説を」

　軍服姿のアポストリが席を立った。丸テーブルの上に居きよ留りゆう区くの地図が浮かび上がる。色彩の異なる矢印が複雑に絡からみ合い地図を彩っていった。

「現在、陸上自衛隊、第３師団及び第10師団が居留区を包囲中です。正面戦力は二個戦車大隊、約百両。これ以外にも西部・東部方面隊が追加の戦力を向かわせている模様です。琵び琶わ湖側は警戒水域に沿ってミサイル艇ていが展開。上空にはヘリ部隊も確認されています」

「──随分と豪勢な査察だな。そんな大勢で押しかけてこられても〈十じゆう字じ架か〉に入り切らんぞ」

　官僚席から上がった軽口に、だが笑う者はいなかった。重苦しい沈ちん黙もくの中〈春ブリマヴエーラ〉の評議員がぽつりとつぶやいた。

「日本ソーレのマスコミはどう報道しているの？　ここまで強硬に軍を動かせるほど世論が悪化しているとは思えないけど」

「その件に関しては──」

　参謀総長の傍かたわらで情報士官が立ち上がった。彼女が手を上げると、居留区を取り巻くように赤い線が浮かび上がった。

「居留区を中心に半径十キロのエリアで民間人の立ち入りが制限されています。これにはもちろんマスコミも含まれます。例の避難勧告──あれは居留区だけでなく近隣の市町村にも適用されていたようで、米まい原ばらの新都心からも民間人の姿は消えている模様です」

「つまり中で何が行われているか、外から分からなくなっていると？」

「よくもまぁ」

　〈冬インヴエルノ〉氏族の法務官が乾いた笑い声を上げた。

「こんなになるまで手をこまねいていたものだな。それで──我らが賢明なる評議会の面々はどうするつもりなのかね？　大人しく査察を受け入れるのか」

「馬ば鹿かな」

　〈秋アウトウンノ〉の評議員が机を叩たたいた。細い眉まゆを吊り上げ法務官を睨にらみつける。

「査察など方便に決まっているだろう。一度〈十字架〉に入れたが最後、好き勝手に蹂じゆう躙りんされるだけだ」

「かといって、このまま事態を放置しておくわけにもいかん」

　〈夏エスターテ〉氏族の評議員が苦い表情で言った。

「居留区の生活インフラは徐々に悪化している。既に物資の供給は途絶え、外部との通信も封じられている。電気だけなら〈十じゆう字じ架か〉からの供給でなんとかなるが、水を止められたら生活できなくなる」

「民間のアポストリは〈十字架〉に避難させればいいでしょうに」

　こともなげに言った情報士官を〈夏エスターテ〉の評議員は睨にらみつけた。

「何万人いると思ってるんだ。ただでさえ軍の展開で居きよ留りゆう区く航路は満員御礼だ。この上、民間人の輸送までできるか。だいいち共きよう棲せい相手の人間はどうするんだ？　まだ何割か残っていると聞いているぞ」

　咎とがめるように言った瞬しゆん間かん、議場から失笑が漏もれた。当の人間からこれだけ追い詰められている状況で、同族以外の心配をしている余裕があるのかと言うふうだった。

　失言に気づいたのか〈夏エスターテ〉の評議員は決まり悪げに口をつぐんだ。代わりに別の〈夏エスターテ〉評議員が発言を引き継ぐ。

「とにかく、事態打開に向けて日本政府との交渉を続けるべきでしょう。彼らの要求は議員殺人犯の引渡しなのですから、それが不可能なことさえ証明できれば」

「存在しない者の不在をどうやって立証するのかね？　それこそ悪魔の証明だぞ」

「人間側から何人かを派遣してもらい、〈十字架〉内部を調査してもらえれば」

「それは事実上査察の受け入れではないか」

「軍隊が丸ごと乗り込んでくるよりマシでしょう。あくまで我々の協力下、双そう方ほう合意の範囲で調査が行われれば──」

　カァンと固い音が議場に響ひびき渡った。

　白熱しかけた空気が一気に静まりかえる。ホール内の人々が恐る恐る視線を向けた。議場の奥、テラス席の下にガウン姿のアポストリが腰掛けている。銀色のソバージュヘア、右目に光る単眼鏡モノクル。〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの長老だった。

　両の手には今し方床を叩たたいたと思おぼしき杖つえが握られている。彼女はすっと視線を持ち上げ、凍りつく人々を睥へい睨げいした。

「〈秋アウトウンノ〉氏族は、これ以上の譲歩を許容できぬ」

　重々しい声がホールに響き渡った。さして大きな声ではないのに、腹の底からビリビリと響いてくる。

「もし〈夏エスターテ〉があくまで人間達におもねるつもりなら、〈秋アウトウンノ〉は今後別行動をとらせてもらう。わしらは四よん・一いち八はちで人間相手に講和こそすれ降こう伏ふくした覚えはない」

「で、ですが……」

　〈夏エスターテ〉の評議員は震える声で異議を唱えた。

「交渉を打ち切り、居留区封鎖も解除できないとなれば残る道は餓え死にだけです。同胞十万をみすみす見殺しにするわけには──」

「あら……大切な選択肢を一つ忘れているのではなくて？」

　灯とう籠ろうは口元で手を組み合わせながら、よく通る声で言った。視線が集中する。〈夏エスターテ〉の評議員は不審げに眉まゆをひそめた。

「選択肢とは、参事官」

「──生物が持つ最も原始的な本能、我々が文明を手に入れる前より続けていた営み」

　彼女は口の端はしを持ち上げ、清せい冽れつな笑えみを浮かべて議場を見渡した。

「闘争です、同胞諸姉」

　ざわりと議場の空気がざわめいた。誰もが思っていながら口に出せなかった台詞せりふ、禁断の扉を灯籠はこともなげに開いてみせた。

「もとより生活圏とは与えられるものでなく勝ち取るものです。我々は今まで家畜のように平和という果実をあてがわれてきました。そろそろ巣立ちの時期でしょう」

「戦争……！　人間相手に戦争を始めようというのか、参事官！」

　〈夏エスターテ〉の評議員は禁きん忌きに触れたような表情を浮かべた。灯籠はうなずいた。

「そんなに驚かれることもないでしょう。極めてまっとうな、筋の通った結論です。我々は四よん・一いち八はちより協定を遵じゆん守しゆし、この狭い壁の中でひっそりと生き続けてきた。にもかかわらず彼らは刺客を送り込み更なる屈くつ辱じよくを求めている。この期ごに及んで、なぜ我々だけが平和主義を貫かねばならないのですか」

「そ、それは……だが、しかし」

　〈夏エスターテ〉の評議員は一いつ瞬しゆん口ごもり、だがすぐ顔を強こわばらせた。

「参事官の仰おつしやりようも分かる。だが現実的な勝算についてはどうお考えか。彼ひ我がの兵力に絶望的な差があることは貴方もよく認識しているだろう」

「我々だけで戦うならば確かに」

「………？　どういう意味だ」

　答える代わりに灯籠は中空の地図を指さした。縮尺が切り替わり、日本列島とその近海が表示された。本州の西側、大陸との内海部分に一ひと際きわ大きな輝きが現れる。赤い点が増殖しながら海原と沿岸を埋め尽くしていった。

「大陸東洋艦隊を中心とした上陸部隊、二万五千。戦車三百両を装備した完全な機甲師団です。その他、千機以上の作戦機が沿岸の空軍基地に待機中。いずれも我々の宣戦布告に呼応し動き出す手て筈はずとなっています」

　空気が凍りついた。次いで狂騒に近いざわめきが議場を満たす。〈夏エスターテ〉氏し族ぞくの評議員は両の目を見開き白い歯を剝むき出した。拳こぶしをテーブルに叩たたきつけ灯籠を睨にらみつける。

「外がい患かんを呼び込むつもりか！　日本政府を裏切って」

　灯籠は涼しい顔のまま顎あごを持ち上げた。

「これは異なことを。今の我々にとって外患とはまさにその日本政府でしょう。侵略者を排除するために別の国家と結ぶ。なにもおかしなことはありません」

「し、しかし……！」

「大陸政府はいくつかの技術供与と引き替えにアポストリの自治権を約束しました。この国の分割統治についても話がついています。今後は居きよ留りゆう区くという制限もなくなり、我々が自由に共きよう棲せい相手を選べるようになるでしょう。吸血対象が一人ひとりのみという不自然な制約も撤廃できるはずです」

　穏やかな口調で言って視線を走らせる。アポストリ達の表情は様々だった。驚きよう愕がくを顔に張りつかせた者、呆ぼう然ぜん自失の者、突然示された可能性に昂こう揚ようを隠しきれない者。ただ〈夏エスターテ〉氏し族ぞくのアポストリだけは一いち様ように蒼そう白はくな表情となっていた。事態の推移についていけないのか、小さな顔を石のように凍りつかせている。どこかでまだ自分達が状況をコントロールしているつもりだったのだろう。荒れ狂う会議の流れにただただ呆然としている。

　勝った──。

　灯とう籠ろうは俯うつむき加減になって口元を歪ゆがめた。拳こぶしを握りしめ呼吸を整える。議場からは「勝てるのか」「ならば」という声が漏もれ始めていた。灯籠は深呼吸を一回、議長席に向き直り開戦の決を促うながそうとした。

「お待ちください」

　静かな声が議場に響ひびき渡った。テーブルの反対側で芥から子し色の着物が立ち上がる。和装の少女──茉まつ莉り花かは固い表情で人々を見み据すえた。

「現状まだ我々と日本政府の同盟は破棄されていません。このような状況で他国を呼び込めば我々は裏切り者のそしりを受けることになります。一度裏切った種族は二度三度の裏切りを疑われる。たとえ戦争に勝っても、我々は二度と真の意味での信頼を得られなくなるでしょう」

「信頼？　信頼と仰おつしやいましたか、評議長閣下」

　灯籠は嘲ちよう弄ろうも露あらわに声を張り上げた。席を立ち頭上の地図を指し示す。

「今の状況のどこに信義・信頼があるのですか。彼らは我々を敵と見なし、居留区を踏ふみ潰つぶさんばかりの勢いで押し寄せています。今更彼らに対しどんな信義を示す必要があるのですか」

「この事態は日本政府の総意ではありません。一部の反動勢力が暴走し敵意を煽あおっているだけです。多くの人間達との絆きずなは──我々が二十年かけて積み上げてきた信頼はまだ失われていません。ここで我々が痺しびれを切らせば、それこそ反動勢力の思うつぼです」

　灯籠は目をすぼめ、茉莉花を睨にらみつけた。

「そうやって……そうやって耐え続けた結果が今のこの状況です。あとどれだけ耐えれば彼らは報むくいてくれるのですか？　我々を同胞と認めてくれるのですか」

　茉莉花の答えはなかった。灯籠は口元を歪めた。背筋を伸ばし蔑さげすむような目で茉莉花を見る。

「つまるところ茉莉花評議長は認めたくないのでしょう。ご自身の外交方針が間違っていたことを。ですが過去の失敗を取り繕った挙げ句、傷口を広げるのでは本末転倒です。為い政せい者しやたる者、真に同胞の未来を案ずるのであれば潔く非を認めることも必要でしょう」

「同胞の未来を案ずる……ですか」

　茉まつ莉り花かは小さな吐と息いきを漏もらした。濃い睫まつ毛げに縁取られた目ま蓋ぶたが落ちる。彼女は何かを思い悩むように沈ちん黙もくした後、ふっと顔を上げた。

「では参事官に伺うかがいます。あなたは真に同胞のためを思い此こ度たびの開戦を企図されたのですか？」

「？　どういう意味でしょう」

「本件を奇き貨かとし〈秋アウトウンノ〉の勢力拡大、御身の栄達を図っているのではと訊きいています」

　ざわりと空気が揺ゆれた。〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの評議員が、軍士官が血相を変えて席を立つ。灯とう籠ろうは一いつ瞬しゆん息を吞のみ、だが危あやういところで平静を保った。強こわばった表情に凶暴な笑えみを浮かべ茉莉花の視線を受け止める。

「言葉を慎んでいただきたい、閣下。いくら評議長といえ言って良いことと悪いことがありますよ」

「では一切の私心無く、あくまでも同胞の未来を考えた上での行動だと？」

「言うまでもありません」

　灯籠の言葉に茉莉花は瞑めい目もくした。ややあって傍かたわらの連絡官に向き直り、何事かを囁ささやく。連絡官は表情を強こわばらせ議場出口に向かい走っていった。

　灯籠は眉まゆをひそめた。

「何を……」

「我々の行く末を決める前に、皆様にある者の証言を聞いていただきたいと思います」

　茉莉花の言葉が合図となったように、扉の開く音が議場に響ひびいた。

　場内の視線が出口に集中する。巨大な扉が開き、その向こうに三つの人影が現れていた。左右に立つのは評議会所属の衛視──橙だいだい色のベレーとマントに身を包み、固い表情で正面を見み据すえている。その二人ふたりに挟はさまれて細身のアポストリが歩いていた。雪細工のような純白の装い。丈の長いスカートから華きや奢しやな足がのぞいている。ケープのフードを目ま深ぶかに下ろし顔はよく見えない。

　ざわめく議場の中を、白衣の人影は超然と歩み続けている。やがて彼女は議場の中央にたどりついた。フードの頭が揺れ評議員達を見渡す。

　途端、〈秋アウトウンノ〉氏族の評議員が怒声を放った。

「神聖な議場に顔を隠したまま立ち入るとは何事か！　無礼な、顔を見せろ！」

　白衣の人物がフードに手をかけた。そのままゆっくりと背中に向けて押し下げる。濡ぬれ羽色の髪が広がり首筋に流れ落ちた。

　一瞬──光が放たれたように思えた。それほどまでに白く眩まばゆい面おもてが照明の下に晒さらされる。大きなアーモンド型の瞳ひとみ、顎あごの細い卵形の輪郭、薔バ薇ラ色の唇くちびる。勝ち気そうな顔に支配階級特有の気品と風格が息づいている。

　彼女は涼しげな眼まな差ざしで〈秋アウトウンノ〉氏族の評議員を見た。評議員が怯ひるんだ様子で口をつぐむ。息詰まるような沈ちん黙もくの中、聴衆の間からふっと声が上がった。

「まさか……星ほし祭まつり？」

　ざわりと空気が揺ゆれる。

　馬ば鹿かな。鶺せき鴒れい前評議長の娘？　本物か？　ありえない、生きているはずが──

　無秩ちつ序じよな囁ささやきが細さざ波なみのように議場を満たしていく。

　灯とう籠ろうは呆ぼう然ぜんと自席に立ち尽くしていた。疑問が脳のう裏りを駆かけ巡めぐっている。

　なぜ彼女がここに？　いつ東京から戻ってきたのか。いや、そもそもなぜ彼女が自分から姿を現しているのか。

　五ヶ月前、灯籠は防衛省の交渉窓口となることを条件に星祭の存在を隠いん蔽ぺいした。全ては彼女の政治利用を防ぐため。他ならぬ南みなみ方かた学まなぶの希望で星祭の東京在留を許可したのだ。

　──自殺行為だ。

　このように衆目を集めては、もう彼女の存在を隠し通せない。星祭の望んだ平穏は──普通の人間としての生活は永遠に失われる。何を考えているのかまったく理解できなかった。

「名前を聞かせていただけますか」

　茉まつ莉り花かの声が響ひびく。白衣の少女は小さくうなずき口を開いた。

「〈秋アウトウンノ〉の──星祭と申します」

　空気が揺ゆれた。列席者の何人かが慌あわてた様子で外部に連絡し始める。周囲の狂騒に、だが茉莉花は動じた様子もなく言葉を続けた。

「四年前、あなたは反体制テロの象徴に祭り上げられ、テロの鎮圧後行ゆく方え不明となっていましたね。そのあと、どこにいたのですか」

「東京で暮らしていました。日本政府──南方大使の手配で人間としての戸籍を与えられていました」

「そのことを知っていたのは他に誰かいますか」

「外務省の高官が三人、防衛省が五人、あとは医療関係の人間が三人程でした。──去年の十月までは」

「十月に何があったのでしょう」

　しまった……！

　瞬しゆん間かん、灯籠は茉莉花の意図を完全に理解した。テーブルから身を乗り出し星祭の発言を押し止とどめようとする。だが遅い。星祭はこちらに向き直ると、真っ直すぐに彼女を見み据すえた。

「そこにいる灯籠参事官と取引を行いました。日本政府の情報を参事官個人に流す代わり、自分の存在を隠いん匿とくすると」

「………！」

　喘あえぎ声とともに、周囲の視線が灯籠に集まる。

　灯籠は声一つあげることもできず凍りついていた。茉莉花が星祭から視線を逸そらす。半月型の眼がきゅっとすぼまった。

「真に種族のためを思うのであれば、なぜ参事官は星ほし祭まつりからの情報を独占しようとしたのでしょう。星祭は前評議長の息女、〈秋アウトウンノ〉の貴種。参事官個人の所有物ではないと思いますが」

「………」

　茉まつ莉り花かは眦まなじりに力を込めた。

「貴官は己が功を追求するあまり、種全体の利益をなおざりにした。此こ度たびの大陸政府との交渉、それが同じ邪じや念ねんより生じてないと何な故ぜ言い切れますか。大陸から個人的な便べん宜ぎを図られていないと誰に保証できますか」

「……っ！」

　たまりかね反はん駁ばくしようとした瞬しゆん間かん、議場奥から「──参事官」と呼ぶ声がした。顔を向けるなり単眼鏡モノクルの輝きが彼女を射貫く。長く波打つ銀髪、ガウンに包まれた瘦そう身しんの体たい軀く。〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの長老がこちらを見み据すえていた。

「ご、御ご前ぜん……」

　圧倒的な威圧感、灯とう籠ろうは無意識のうちに一歩後じさっていた。長老は杖つえの頭を両手で押えたまま低い声で訊たずねた。

「今の話、真か」

「御前、これは……！」

「真かと訊きいておる」

　斬きりつけるような口調。灯籠は唇くちびるを引き結び面おもてを伏せた。視線を床に落としたまま、震える声で「……はい」と答える。

　息詰まるような沈ちん黙もくの中、白いケープの裾すそが揺ゆれた。星祭は議場奥に歩を進めると、すっと長老の前に跪ひざまずいた。

「──帰還のご挨あい拶さつが遅れました。鶺せき鴒れいの娘、星祭にございます」

「鶺鴒の……」

　長老はかすれた声でつぶやいた。単眼鏡モノクルのはまっていない目が微かすかに揺ゆらぐ。彼女は何かを懐なつかしむように沈黙していたが、ややあって表情を険しくした。

「〈十じゆう字じ架か〉を捨てた者が今更何をしに戻ってきた。人間どもにほだされた挙げ句、彼らの言い分でも伝えに来たか」

「私は……」

　星祭は一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらうような表情を見せた後、面おもてを上げた。

「私はこの四年間、様々なものを見て参りました。人間達が何を考え我々のことをどう思っているか誰よりもよく知っているつもりです。その上で申し上げます。此度の件、この国の総意ではありません。一部の逆徒に怯おびえるあまり、その他全ての人々を敵と見なすのはあまりに軽率ななさりようかと」

「〈夏エスターテ〉のと同じことを申すよの、〈秋アウトウンノ〉の子よ」

　低い笑い声が響ひびいた。長老はずっと身体からだを乗り出し星ほし祭まつりを覗のぞき込んだ。瞳ひとみに氷のような光をたたえたまま囁ささやきかける。

「ならばどうするのだ。そこな評議員どもと同じく、ぬしも忍耐を説くのか。心を清くし、相手を信じ続ければ自おのずと道は開けると？」

「いいえ」

　星祭は首を振った。決然とした面おも持もちで真っ直すぐに長老を見返す。

「力に対抗できるのは力のみ。正義や信頼など、悪意を持つ者にとっては何の障壁にもならないでしょう」

「なればこそ、開戦であろう」

　眉まゆをひそめる長老に星祭はもう一度頭を振ってみせた。

「害虫を駆除するのに家ごと燃やす者はおりません。必要なのは住人にとって害となるもののみ取り除くこと。であれば燻あぶり出すなり罠を仕掛けるなりいくらでもやりようはございます。此こ度たびの件も同じ。人間とアポストリ、双そう方ほうが戦を望まぬまま少数の逆徒により事態が誘導されているのであれば、彼ら──害を為す者のみ刈り取ればよいかと」

「そのようなことができるのか」

　星祭はこくりとうなずいた。

「私も〈秋アウトウンノ〉です。〈十じゆう字じ架か〉を出てからの歳月を無為に過ごしていたわけではありません」

　沈ちん黙もくする長老に、彼女はすっと頭こうべを垂れてみせた。艶つややかな黒髪が頰ほおに流れ落ちる。ややあって厳げん粛しゆくな声音が議場内に木こ霊だました。

「〈秋アウトウンノ〉の裔すえ、鶺せき鴒れいの娘、星祭が申し上げます。七十二時間の猶ゆう予よを。それで全て片をつけてみせます」

　議場内は水を打ったように静まりかえっていた。誰もが固かた唾ずを吞のんで事の推移を見守っている。

　どのくらい時間が経たっただろう。ふっと空気が動いた。長老が席から立ち上がり星祭を見下ろしていた。

「七十二時間──それ以上は待たぬぞ」

　星祭がはっと顔を上げた。冷えた視線が彼女を見み据すえている。

「今より三日の後、一秒でも過ぎれば〈秋アウトウンノ〉は戦に打って出る。大陸とやらの人間も使うことになろう。……もっとも、それ以前にあの虚うつけ者を問い詰める必要はあろうが」

　単眼鏡モノクルの輝きが灯とう籠ろうをとらえた。ぞわりと、冷たいものが背筋を伝う。彼女は瘧おこりにかかったように身体からだを震わせた。全身の毛穴という毛穴から冷や汗が流れ出しているようだった。

「議事を進めよ。〈秋アウトウンノ〉は評議会の決定に従う」

　腹の底に響く声で言って長老は背を向けた。そのままもう用は終わったとばかりに出口へ向かう。〈秋アウトウンノ〉の文官が慌あわてた様子で彼女のあとを追いかけていった。

　議場に海鳴りのようなざわめきが戻ってくる。誰もが今繰り広げられた光景を、どう解釈すべきか迷っているようだった。

　灯とう籠ろうは一人ひとり黙もく然ぜんと立ち尽くしている。

　誰も彼女を見ていない。会議の主導権は彼女の手からこぼれ落ち、今更何を言おうと取り戻せそうになかった。

　なぜだ──。

　呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　なぜこんなことになったのか。全ての根回しは完璧だった。賛同者を集め反対意見を抑えつけ、あとは開戦の決をとるだけだった。南みなみ方かた大使は既に亡く、茉まつ莉り花か評議長は実権を失い自分の構想をはばむものはないはずだった。なのに、それなのに──

　固い表情で周囲を見渡した瞬しゆん間かん、こちらを見つめる真っ直すぐな視線に気づく。大きなアーモンド型の目、強い輝きを放つ紅くれないの瞳ひとみ。気位の高い猫を思わせる容よう貌ぼう。

　星ほし祭まつり──

　灯籠は視線に殺気を漲みなぎらせた。

　この娘さえ、この裏切り者さえ現れなければ全ては順調だった。まさか彼女一人で今回のことを仕組んだわけではあるまい。一体誰の描えがいた絵図か。〈夏エスターテ〉の氏し族ぞく会、茉莉花評議長、もしかして日本政府か。

　二人ふたりの間に立ちこめる緊張を見て取ったのか、衛視が一歩進み出る。だが星祭は彼女達を押し止とどめると静かな足取りで灯籠に近づいてきた。

　間近で立ち止まり一礼する。沈ちん黙もくする灯籠を彼女は上目遣いに見上げた。蕾つぼみのような唇くちびるが開き囁ささやき声が漏もれる。

「あいつから伝言だ。話し合いの機会は与えたはずだって」

　………!?

　息が止まりそうになった。

　瞬間、全てが繫つながる。評議会の前に届いた伝言。捨て身の交渉、目的達成のためには手段を選ばぬやり口。使えるものは全て使い相手を叩たたき伏せようとする執しゆう念ねん。

　南みなみ方かた……南方学まなぶ……！

　彼女はぎりりと奥歯を食いしばった。

　やられた、やられた、やられた！

　またしてもあの少年に、あんな年とし端はもいかぬ子供に。

　屈くつ辱じよくに身を震わせ立ち尽くしていると、星祭が静かに顔を上げた。ちらりと灯籠を一いち瞥べつし踵きびすを返す。ケープに包まれた肩が遠ざかっていくのを見ながら、彼女は絶望的な敗北感を味わっていた。

　議場奥から憲兵隊ドラゴーニと思おぼしきアポストリが近づいてくる。長老から自分を尋問するよう言われているのだろう。灯とう籠ろうは自みずからを待ち受ける運命に暗あん澹たんたるものを感じた。




　　　　＊




　南みなみ方かた学まなぶは自分の策を万全だなどと思っていない。どころか薄はく氷ひようを踏ふむような危あやうい賭けだと思っていた。

　星ほし祭まつりが議場入りする前に拘こう束そくされたら。茉まつ莉り花かに発言の機会が与えられなかったら。灯籠が既に星祭の存在を〈秋アウトウンノ〉内で公表していたら。──

　どれか一つ想定が狂えば即座に彼の計画は瓦が解かいする。しかも全てがうまくいったところで、〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくが評議会の決定に従う保証はないのだ。下へ手たをすれば壁の外に敵を抱えたままアポストリ内部にも対立を生み出しかねない。

　不安だった。葉は桜ざくらや星祭に自信たっぷりで計画を説明しておきながら、内心は緊張で押し潰つぶされそうになっていた。

　自室の椅い子すに座り〈十じゆう字じ架か〉との専用通信端末を見み据すえている。居きよ留りゆう区くの通信インフラが停止しているため、連絡用にと星祭が置いていったものだった。傍かたわらには葉桜が緊張した面おも持もちで座っている。金髪の少女は唇くちびるを引き結んだまま落ち着きなく視線を彷さ徨まよわせていた。

　ちらりと腕時計を確認する。時刻はとうに正午を過ぎていた。本来ならもう臨時評議会は終わっている時間だ。星祭には結果の如何いかんを問わず連絡を寄こすよう告げてある。まだ着信がないのは会議が長引いているからか、あるいは──

　シグナル音が響ひびき渡った。

　学は椅子から飛び上がりかけて、身体からだを抑えつけた。逸はやる気を鎮しずめ通話ボタンを押す。何もない空間に通信画面が浮かび上がった。〈十字架〉の回廊を背に黒髪の少女が出現する。学は身を乗り出した。

「遅いぞ、何やってたん──」

『ふっざけんな、てめぇ！』

　耳を貫くような大音声。思わずのけぞる学の前で、少女は裂けんばかりに口角を吊り上げた。

『どんだけ大騒ぎになったと思ってるんだ！　評議会や軍の連中に囲まれて連絡なんかできる状況じゃねぇっつーの！　とんでもないことやらせやがって。あ、あ、あたし、どんだけ怖かったと思って……！』

　アーモンド型の瞳ひとみが潤うるんでいる。

　半泣きだった。

　声を失う学の前で星祭はぐずぐずと鼻をすすった。上衣の袖で顔をこすり恨うらめしそうに彼を睨にらむ。

『……だいたいあんた、普段連絡寄こさないくせにこういう時だけ東京から呼びつけて。今だって電話するなり「遅い」とか怒るし。どんだけ人にん非ぴ人にんだよ。鬼、いや悪魔か』

「……悪かったよ」

　配慮の無さをわびて学まなぶは視線を伏せた。呼吸を整え、もう一度訊たずね直す。

「それで……どうなったんだ。臨時評議会は」

『うまくいったよ、あんたの狙ねらい通りだ』

　星ほし祭まつりはやや拗すねた口調で答えた。

『宣戦布告まで七十二時間の猶ゆう予よをもらった。〈秋アウトウンノ〉もしばらく様子を見てくれる。これでいいんだろう』

　七十二時間──今が三月十七日の正午だから、タイムリミットは二十日の十二時ということになる。学は相そう好ごうを崩した。

「十分だ、よくやってくれた」

『あ、あんたに言われた通りやっただけだ』

　そっぽを向きながら星祭が言う。照れているのか、白い頰ほおがわずかに上気していた。彼女はちらと紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみを動かした。

『で、どうするんだよ。とりあえず風呂敷は広げてきたけど、あたし具体的にどうしたらいいかなんて全然わかんねーぞ』

　評議会のアポストリが聞いたら卒倒しそうな台詞せりふを星祭は紡つむいだ。だが、学は顔色ひとつ変えずこくりとうなずいてみせた。

「心配するな、ここから先は俺の仕事だ。例の──頼んでた件は準備できてるだろうな？」

『ん……ああ、えっと、そのことなんだけど』

　星祭は不意にもごもごと口ごもった。なんだろう、様子がおかしい。学は眉まゆをひそめた。

「なんだ、どうした」

『……その、バレた』

「バレ？」

『茉まつ莉り花か評議長に』

　学は一いつ瞬しゆんぽかんと口を開け、それから目を見開いた。

「はぁぁっ……!?」

　思わず身を乗り出し画面をつかもうとする。指が画像をすり抜け姿勢を崩しそうになった。慌あわてて片手を机につき星祭を睨にらみつける。

「な、な、なんで茉莉花さんにばれるんだよ!?　おまえから言わなきゃ訊きかれるようなことないだろう！」

『だ、だって』

　星祭は首をすくめ泣きそうな表情になった。

『部屋に閉じこめられてさ、二人ふたりきりで問い詰められたんだよ。無茶苦茶おっかない顔で「学まなぶさんに何を言われたんですか」って。全部言わないと部屋から出さないって』

「なんで──」

　気づかれたのか。

　学は呆ぼう然ぜんとする。

　今回の計画は表向き星ほし祭まつりの発案ということにしてある。議会工作の協力者を募るのに発案者が人間では都合が悪いからだ。更に言えば、本件に学が絡からんでいると知った瞬しゆん間かん、茉まつ莉り花かは彼を呼びつけ真意を問い質ただしただろう。彼のやろうとしていることを知れば茉莉花は間違いなく止めにかかる。だから星祭には散々言い含めたのだ。全ては彼女のアイディア、今後の対応も含めてプランの一部始終は彼女の頭にある。そう言い切れと──

　なのになぜ彼の関与がバレたのか。

　絶句する学の前で、星祭はぽつりとつぶやいた。

『評議長、言ってた。あなた一人ひとりでここまでのことを考えられるわけない、どうせ学さんの入れ知恵でしょうって』

「………」

『あたしの頭じゃ、泣くか叫さけぶか暴れるかくらいしか思いつかないはずだって』

「……結構えげつないこと言うな、あの人も」

　青い顔でつぶやくと、星祭は『とにかく』と口調を改めた。

『居留区を出るつもりなら一度は顔を出してけって。評議長言ってたから。確かに伝えたぞ、いいな』

「い、いいなって、おい、おまえ──」

『あ、あたしまだ氏し族ぞく会の連中に呼ばれてるから。話はまたあとで。じゃあな！』

　止める間もなかった。星祭の指先が画面に押しつけられ映像が搔かき消える。あからさまに関わりたくないという雰囲気、一体茉莉花からどんな問い詰め方をされたのか。異常なまでの怯おびえように学は戦せん慄りつした。

「あの野郎……、土ど壇たん場ばでぶん投げやがって」

　低い声で毒づいていると後ろから肩を叩たたかれた。

「学」

「なんだよ、今ちょっと色々考え中だ」

「まなぶ」

　何かを押し殺した口調。学の背筋に冷たいものが走った。

　恐る恐るふりむく。金髪の少女がきつい視線でこちらを見ていた。白い頰ほおは小刻みに痙けい攣れんし双そう眸ぼうに炎のような輝きが灯ともっている。

　葉は桜ざくらは学の肩をつかんだまま、底冷えのする口調で問いかけた。

「居きよ留りゆう区くを出るって──どういうこと？」

　瞬まばたきを数回。瞬しゆん間かん、彼は星ほし祭まつりの残していった爆弾に気づいた。

　しまったあ……！

　弾はじかれたように顔を逸そらす。

　そういえばこいつにも今後のことは伏せていたんだった。茉まつ莉り花かのことを気にするあまり、星祭に葉は桜ざくらへの口止めを念押し忘れていた。己のうかつさに歯は嚙がみする。だがどれだけ後悔してももう遅い。葉桜の指にぐっと力がこもった。

「聞こえなかったかしら……？　どういうことって訊きいてるんだけど」

「いや、だからその──な」

「………」

「痛い、痛い、ちょ……本気で痛い！」

　アポストリが本気を出したら、彼の肩など発泡スチロールのように砕くだかれてしまう。慌あわてて身を捩よじり葉桜と向き合った。吐と息いきがかかりそうな距離、真しん紅くの瞳ひとみが真っ直すぐに彼を見上げている。

　ああ怒っている。

　疑う余地もなくそう分かった。彼女に黙だまって一人ひとりだけ居留区を出ようとしていたのだから、ある意味当然か。

　彼は嘆たん息そくして、ぽつりぽつりと自分の考えを語り始めた。




「〈水すい車しや小ご屋や〉を倒しに行く……!?」

　話を終えるなり悲鳴のような声が室内に響ひびき渡った。学まなぶは慌あわてて葉桜の口をふさいだ。ゴーストタウンのようになったと言え、外は昼日中の住宅街だ。誰に聞かれているか分かったものでない。

「馬ば鹿か、声がでかい！　誰かに聞かれたらどうするんだ」

「………！　……っ！」

　葉桜はくぐもった唸うなり声を上げて彼の手を振りほどいた。大きな目をいっぱいに見開き一歩後じさる。

「な、な、なにそれ？　冗談？　冗談よね？」

「冗談でこんなこと言うかよ、俺は本気だ。ていうか、それ以外にもう方法はないだろ」

　日本政府の中ちゆう枢すうが〈彼ら〉にのっとられている以上、正攻法──外交や世論操作で事態をくつがえすのは不可能に近い。自衛隊との武力衝突を避けるとすれば、あとは〈水車小屋〉をピンポイントで叩たたき潰つぶす以外なかった。

「待って、ちょっと待って。落ち着いて考えるから」

　葉桜は片手で学を制止し、もう一方の手を額ひたいに当てた。眉まゆ根ねに深い皺しわが刻まれている。彼女は呼吸を整えながら訊たずねた。

「〈水すい車しや小ご屋や〉って軍隊みたいな組織よね？　政府や財界に根を張って自衛隊内部にもたくさんの協力者がいる」

「そうだな」

　学まなぶはうなずいた。

「あなたのお父様や伯お母ば様が十年以上かかっても潰つぶしきれなかった」

「ああ」

「そんな組織をあなた一人ひとりで？」

　学は無言でもう一度うなずいた。葉は桜ざくらの細い首がこくりと傾かたむく。

「どうやって？」

「それは今から考える」

　葉桜は目め眩まいを覚えたように足下をふらつかせた。天井を仰ぎ「神様」と呻うめく。

「ごめんなさい、私が至らなかったばかりに。もう少し私が普段から話を聞いてあげたら、学もこんな自暴自棄にならなかったと思います。でも大丈夫。今からでも彼を正気に戻してみせます。必要とあれば力ずくでも、ええ」

「待て待て待て！」

　決死の表情で近づいてくる葉桜を学は慌あわてて押し止とどめた。

「俺は正気だ！　別に自や棄けになってるわけじゃない」

「自棄じゃなきゃ何なのよ！　一人でテロ集団と戦うなんて死にに行くようなものじゃない。しかも今は彼らが本気で攻めてきてるところでしょ？　一番危険な時になんで学がのこのこ出ていくのよ！」

「今だからだよ」

　学は落ち着いた口調で答えた。不審そうな葉桜にゆっくりと語りかける。

「今まで親おや父じ達が〈水車小屋〉を潰せなかった理由、それは連中が地下に潜もぐっていたからだ。本体を残したまま、地上の手足をいくら刈り取っても奴やつらは倒せない。だけど、今回は違う」

「違う──？」

　学はうなずいた。

「おまえの言うとおり奴らは本気だ。隠していた身体からだを日の下に晒さらして、なりふり構わず俺達を潰しにきてる。でも、それはこっちからも奴らの全ぜん貌ぼうが見えるってことだ。今の奴らに逃げ場はない。つかまえて叩たたき潰せば──今度こそ連中の存在を消し去れる」

「……そ、それはそうかも……だけど」

　葉桜は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「具体的にどうするのよ。大体彼らがどこにいるか学は知ってるの？　残された時間は三日しかないのよ。悠長に探し回っていたら、あっという間に時間切れよ」

「分かってるさ。だから星ほし祭まつりに色々頼んでおいた。あいつが外にいる間にな」

　もっとも、先程の体ていたらくを見る限りどこまで期待してよいか怪あやしくはあるが。

　脳のう裏りを過よぎった不安を払いのけ学まなぶは葉は桜ざくらを見返した。葉桜は明確な反対意見を思いつけないのか、整った顔を赤くしたり白くしたりしている。ややあって彼女は唇くちびるを結び学に詰め寄った。

「じゃ、じゃあ私も行くわ！　私がいれば学の安全を守れる。〈水すい車しや小ご屋や〉と直接やりあうことになっても役にたつはずよ」

「駄だ目めだ」

　強い口調で拒絶する。予測通りの反応、こいつなら絶対こう言うと思っていた。彼女は協定を遵じゆん守しゆし共きよう棲せい相手の命を守ることに強烈な義務感とプライドを持っている。学が死地に赴おもむくのを黙だまって見逃すわけない。だが──

「今、外がどんな状況か分かってるだろ。アポストリが出歩いていたら一発で捕まるぞ」

「で、でも」

　葉桜は泣きそうな表情になった。

「あの子──星祭も無事だったんだし。私だって大丈夫よ。コンタクトをつけて目の色を隠せば」

「だ、め、だ」

　学は眦まなじりに力を込めた。

「あいつが何年外にいたと思ってるんだ。ほとんど居きよ留りゆう区くから出たことのないおまえが真ま似ねしても不自然になるだけだ」

「そんなのやってみないと分からないでしょ」

「やってみて駄目だったらそこで終了だろ！」

　学は髪を搔かき回し、盛大な溜ため息いきをついた。

「遠回しに言っても分からないようだから、はっきり言ってやる。いいか、正直おまえについてこられると迷惑なんだ。俺一人ひとりならなんとかして外の世界に紛まぎれ込める。でもおまえといたら、いつアポストリとバレるか分かったもんじゃない。他人の面倒見ていられる余裕はないんだよ、分かるか」

　葉桜の表情が歪ゆがむ。衝撃に瞳ひとみが揺ゆれ、口から喘あえぎ声が漏もれる。

　学はぎゅっと拳こぶしを握りしめ内心の動どう揺ようを押し隠した。自分の言葉がどれだけ彼女を傷つけているか、考えるだけで胸が痛む。だがここは引くわけにいかない。これから始まることは本当に成功率の低い博ばく打ちのような行為だ。生きて帰れる保証はない。そんな一か八かのギャンブルに彼女を巻き込みたくなかった。だいいち父親からあとを託されたのは自分だ。危険を冒すのもまた自分だけでよいはずだった。

　葉桜は下唇を嚙かみ、うちひしがれた様子で俯うつむいている。学は素っ気ないふうを装い彼女に背を向けた。

「分かったら出かける支度をしろ。俺は今から茉まつ莉り花かさんのところに行く。おまえも〈十じゆう字じ架か〉まで一緒に来い。俺がいなかったらこの家に残っている理由もないだろ」

「………」

　返事はない。学まなぶは鼻から息を抜き椅い子すを離れた。クローゼットに近づき荷物を取り出そうとする。

　その時だった。

「だっ……だめーっ！」

　背後で物もの凄すごい声が上がった。

　仰ぎよう天てんして姿勢を崩しそうになる。振り返ると、葉は桜ざくらが凄すさまじい表情でこちらを睨にらみつけていた。両手でスカートの前をつかみ細い肩を小刻みに震わせている。紅くれないの双そう眸ぼうがかっと見開かれ眉まゆ尻じりが急な角度で吊り上がっていた。

「一人ひとりで行くなんて駄だ目め、絶対に駄目！　私もついていく。止められても一緒に行く。でなかったら行かせない。たとえ伯お母ば様が許しても私が学を止めてみせる！」

「な、何を……」

　激しい剣幕に学はたじろいだ。葉桜は視線を彼に据すえたまま大股で歩み寄ってくる。

「わ、私は学の共きよう棲せい者なんだから。共棲期間中は絶対離れちゃいけないって、そう協定でも決まってるの！」

「だ、だからさっきから言ってるように、おまえと一緒にいたらかえって危な──」

「そんなのどうでもいい！」

「どうでも!?」

「私がいることでどんなに危なくなっても、学が一人で行くよりずっと安全よ。そう、そうに決まってる」

　無茶苦茶だ──

　学は呻うめいた。

　全然話し合いにならない。どころか、この調子では一緒に行くと言わない限り部屋から出してもらえそうになかった。こうしている間にも時間は刻一刻と過ぎていく。ここで彼女と言い合っている余裕はなかった。

「葉桜」

　語気を強め葉桜に向き直る。いざとなれば怒鳴りつけてでも諦あきらめさせるしかない。そう思い言葉を続けようとした時だった。




　唐突に、地面が揺ゆれた。




　遠雷のような音とともにガラスが震える。学はびくりと肩をすくめた。次いで、もう一度地鳴りを思わせる轟ごう音おんが突き上げてくる。照明が揺ゆれ卓上の通信端末が小刻みに震動した。

「なんだ!?」

　地震か？　だがそう思う間もなく葉は桜ざくらが悲鳴のような声を上げた。

「学まなぶ、外！」

　学は弾はじかれたように窓の外を見た。

　バルコニーの向こう、松まつ原ばら新都心のあたりに煙が立ち上っている。高層ビルの中程に大穴が穿うがたれ、その奥にオレンジ色の火がちろちろと揺ゆらめいていた。穴はまるで噴火口のように尽きることなく黒煙を吐き出している。

　見ている間にもう一度、今度は隣接する高層ビルの外壁が爆はぜた。紅ぐ蓮れんの炎が開口部から吹き出し上層を包み込むように膨ふくれ上がっていく。砕くだけたガラス片が星くずのように瞬またたき、地面に降り注いでいった。

「ば、爆発？　なんでいきなり──」

　うろたえる葉桜を残してバルコニーに出る。途端、轟ごう々ごうと空気の鳴る音が押し寄せてきた。吹きつける風がわずかに熱を孕はらんで感じられる。見慣れた景色が──空がグロテスクな黒煙に覆われていった。

　呆ぼう然ぜんと見ているうち、ノイズ混じりの大音響が背後で轟とどろいた。壁の外から野太い男の声が響ひびいてくる。

『こちらは自衛隊です。先程、居きよ留りゆう区く周辺を飛行中の無人観測機に対し、対空兵器による攻撃が実施されました。ただ今の砲撃はこれに対処するものです。なお当とう該がいビルは既に閉鎖されており民間人の被害はありません。居留区民の方は安全のため着弾地点へ立ち入らないようお願いします。繰り返します。──』

「噓うそよ！」

　すぐ傍そばで甲かん高だかい叫さけび声が上がった。いつの間に出てきたのか葉桜が彼の隣に並んでいる。豪ごう奢しやな金髪が風になびき眩まばゆく煌きらめいていた。彼女はバルコニーの手すりをつかみ、刺すような眼まな差ざしで壁の外を睨にらみつけた。

「評議会は開戦の延期を決定したわ！　こちらから手を出すなんてあり得ない。なんで、なんでそんな噓をついてまで攻撃してくるの？　折角、〈秋アウトウンノ〉が思いとどまってくれたのに」

　学はぎりっと奥歯を食いしばった。

　彼には敵の思惑がこれ以上ないくらい明確に理解できた。

　開戦を望んでいるのは〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくだけでない。敵もまた決定的な断絶を望んでいるのだ。だが問答無用で攻め寄せるには、まだ大義名分が足りない。どれだけ物々しい装備で押し寄せても今回の行動はあくまで査察なのだ。必要以上の武力行使は必ず世論の非難を招く。

　敵は待っているのだろう。追い詰められたアポストリが暴発するのを。自らの手を汚さずして開戦のトリガーが引かれるのを。だがアポストリ達は沈ちん黙もくしたまま、いつまでも動こうとしない。

　ならば──どうする。

　彼は手すりをつかんだ。

　簡単だ。挑発し続ければいい。

　彼女達を傷つけ、辱はずかしめ、耐えきれなくなるまで痛めつければいい。連中は知っているはずだ。アポストリ達がどれだけ誇り高く名誉にこだわる種族かを。

　焦しよう燥そうが胸を焦こがす。

　急がなければならない。このままいけば七十二時間の猶ゆう予よを待たずアポストリ達は行動を起こすだろう。星ほし祭まつりの交渉はあくまで現状維持が前提、状況が変わればどうなるか分かったものでない。全てが手遅れになる前に事態を収束させる必要があった。

　市街にたなびく黒煙を見み据すえながら、学まなぶは手すりをつかむ手にぎゅっと力を込めた。







　第二話







　砲撃が収まったことを確認し学は彦ひこ根ね港に向かった。

　葉は桜ざくらとの話は結局有う耶や無む耶やになっている。今のところ彼女は黙だまってついてきているが、納得していないのは明らかだった。あれ以降、眉み間けんに皺しわを刻み仇かたきでも見るような目で彼を睨にらみつけている。だが眼前で繰り広げられた光景──新都心に降り注ぐ砲弾が彼女の口をつぐませているようだった。

　港は物々しい空気に満ちていた。到着した輸送船から軍服姿のアポストリ達が降り立ち軍用車両に乗り換えていく。周囲に民間人の姿はない。去年の社会科見学──平和だった頃の港を思い出し、学は何とも言えない思いにとらわれた。

　厳重なボディチェックを経へて〈十じゆう字じ架か〉行きの連絡船に乗り込む。船は凪ないだ湖面を滑すべるように走り出した。出港して約二十分、やがて湖面に長大な白い汀みぎわが見えてくる。〈十字架〉を取り巻くように浮かぶ人工島──メガフロートだった。

　船着き場につくなり学は岸壁に見慣れた人影を認めた。純白の地面と青空を背に黒髪の童女が衣の裾すそを揺ゆらしている。背後には警護官と思おぼしきアポストリを数人従えていた。半月型の目に感情はない。真しん紅くの瞳ひとみが無言のまま学まなぶを見上げている。

　茉まつ莉り花かだった。

　学は一いつ瞬しゆんためらった後、桟さん橋ばしに降り立った。茉莉花が怒るのも分かる。彼女は常に彼の身を案じ危険から遠ざけようとしていた。父親の葬儀が終わったあと、言われた台詞せりふを思い出す。『この先何が起きようと、あなたは一切かかわらないでください』『もし日本政府が学さんの命を奪おうとするなら、私は全力でそれを阻そ止しします』──

　茉莉花は本当に彼のことを大切に思っていたのだろう。この絶望的な状況下で彼女は亡き父に代わり学の安全を守ろうとしていた。だが彼はそんな茉莉花の好意をはねのけ、ただ一人ひとり外に飛び出していこうとしている。さらには星ほし祭まつり経由で彼女の政治的影響力を利用し、策謀の一端を担になわせた。どれだけ怒られても仕方がない。

（……今更じたばたしてもしょうがないか）

　溜ため息いきをつきながら茉莉花の前に立つ。どうせ外に出る考えを翻ひるがえすつもりはないのだ。正論を説き納得してもらう他ない。

　学は表情を強こわばらせ茉莉花の視線を受け止めた。だが彼が口を開くより早く茉莉花の声が響ひびいた。

「叩たたいていいですか？」

「……は？」

「叩いていいかと訊きいています」

　学は目をしばたたき茉莉花を見み据すえた。和人形のような顔がこちらを見上げている。冗談を言っているのか。だが彼女は真顔で彼の返答を待っていた。

「……はい」

　気け圧おされるままうなずいていた。殴なぐられるぐらいで気がすむなら楽なものか。顎あごを引き首をすくめる。茉莉花の右手がすっと持ち上がった。彼は目を閉じ衝撃を待ちかまえた。

　───。

　ちょっと待て。

　ふっと、脳のう裏りに得体の知れない不安が過よぎった。

　アポストリの平手打ち……？　それって……その、どうなんだ。

　コンクリート壁を砕くだき、鉄柱をへし折り、戦闘車両の装甲を陥没させる。茉莉花の力がどの程度か分からないが彼女もアポストリだ。本気で殴られたら彼の首など容易にねじ切れてしまうだろう。

　まさか……そのつもりで？

　背中に脂汗が滲にじむ。星祭の怯おびえた様子が思い出された。実際、殺すまではいかなくても怪け我がくらいなら許容範囲と思われているかもしれない。自分の行動はどう言い繕っても厳罰に値するものだ。独断専行著しい子供に力ずくで灸きゆうを据えようとしていたら──

　ちょっ……待っ……！

　目を見開き制止の声を上げようとする。

　ふっと、柔らかいものが触れた。

　白く小さな手が彼の頰ほおを押えている。息を止める学の前で茉まつ莉り花かは苦笑した。

「本当にしょうがない人ですね、学まなぶさんは」

　諦あきらめを多分に含んだ声、細い首が傾かたむき、おかっぱ頭が揺ゆれた。

「なんでも自分一人ひとりで抱え込んで。そんなに私達が信用できませんか、頼りになりませんか」

「………」

　絶句する彼から手を離し茉莉花は溜ため息いきをついた。

「時間がありません。続きは歩きながら話しましょう。軍に脱出の準備を整えさせています。ついてきてください」

　言いながら彼に背を向ける。学ははっと我に返った。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

「………？」

「止めないんですか？」

　茉莉花は肩をすくめた。眉まゆ尻じりが下がり困ったような表情となる。

「止めたら聞くんですか」

「それは……」

「止めて聞くならいくらでも止めます。ですが学さんは何を言っても諦めないでしょう。警備の穴を見つけ、見張りを抱き込み、いかなる危険を冒しても居きよ留りゆう区くを出ていくはずです。であればせめて一番安全な方法を提供するのが私の務めでしょう」

「お、伯お母ば様……!?」

　背後で悲鳴のような声が上がった。葉は桜ざくらが愕がく然ぜんとした表情でこちらを見ている。まさかこうもあっさり脱出が受け入れられると思っていなかったのだろう。薄紅色の唇くちびるが金魚のようにぱくぱく動いている。

　茉莉花はすっと目をすぼめた。

「あなたも今がどんな状況か分かっているでしょう、葉桜。内に閉じこもっていても事態は改善しません。誰かが外に出て問題の根を潰つぶす必要があるのです」

「だ、だからってなんで学が……！」

「学さんが人間だからです」

　茉莉花の声は冷静だった。彼女はゆっくりと葉桜に向き直った。

「今回の件はつまるところ人間という種族、内部の問題です。私達余よ所そ者がいくら手を尽くしても根本的な解決になりません。アポストリの問題がアポストリによってしか片づけられないように、人間の問題は人間自身の手で片づける必要があります」

「人間自身……」

　茉まつ莉り花かはうなずいた。

「学まなぶさんは人間で、なおかつ私達の味方です。今回の件に精通し問題に対処する能力もあります。事態を打開するにはうってつけの人材でしょう」

「でも！　でも……！」

「葉は桜ざくら」

　食い下がる葉桜を茉莉花は強い言葉で制した。

「あなたが政治家を目指すと決めた時、なんと宣誓したか覚えていますか」

　葉桜は虚を突かれたように立ち尽くした。俯うつむきながら下唇くちびるを嚙かむ。

「……個を捨て、私心を滅し、全体の奉仕者たらん」

「なら、そうありなさい」

　冷ややかに言って茉莉花は踵きびすを返した。そのまま今度はふりむくことなくメガフロートの奥に歩いていく。

　学は葉桜を一いち瞥べつした。彼女は今にも叫さけび出しそうな表情で地面を睨にらみつけていた。拳こぶしを握りしめ、あふれ出る感情を抑えつけるように歯を食いしばっている。

「行くぞ」かすれた声でそう告げる。

　それ以上、どう声をかけてよいか分からなかった。




　茉莉花に連れてこられたのは水上に浮かぶ倉庫のような施設だった。長大な桟さん橋ばしの上にアーチ型の屋根が載っている。天井まで十メートルはあるだろうか。巨大なクレーンやウインチの下で作業着姿のアポストリ達が忙せわしげに動いていた。

　学は押し黙だまる葉桜から離れ茉莉花に並んだ。声を潜ひそめ「どういうつもりですか」と問いかける。茉莉花は歩きながらちらと視線を向けた。

「何がですか」

「さっきのことですよ。あんなふうに俺の味方をして、俺はてっきり──」

「葉桜と一緒になって引き止めると思っていた？」

「………」

　図星だったので学は黙り込んだ。茉莉花はくすくすと笑い声を上げた。

「──個を捨て、私心を滅し、全体の奉仕者たらん」

「？」

「さっき葉桜が言っていたことです。為い政せい者しやの心こころ得え、人の上に立つ者が守るべき道」

「はぁ」

　いきなり何を言い出したのか。面食らっていると茉莉花は睫まつ毛げを伏せた。

「だとすれば私は為政者失格です。私は──今でも学さんを引き留めたくてしょうがありません。同胞の滅亡かあなたの死か、どちらかを選べと言われたら、学まなぶさん、私はおそらくあなたを選ぶでしょう」

「それは……」

　学は息を吞のんだ。茉まつ莉り花かの唇くちびるが寂しげに歪ゆがんだ。

「ええ、これは私の立場上、けして言ってはならない台詞せりふです。ですが言いましたよね、あの日、お父様の葬儀の後で。──南みなみ方かたの血が絶えた世界にどのみち我々の生きる場所はないと。あの考えは今でも変わっていません。むしろ強くなっています。どうせ全てが崩れ去るのであれば、せめてあなたの命だけは救うべきだと」

「なら」

　なぜ彼に協力しようというのか。葉は桜ざくらを制し、彼の思いを代弁してくれたのか。

　沈ちん黙もくする学の前で茉莉花はすっと目を細めた。

「私は──一週間前のあの日、死ぬはずでした」

　氷のような声。表情を強こわばらせる学に茉莉花は淡たん々たんとした口調で告げた。

「刺客に胸を貫かれ、銀に身を蝕むしばまれ為す術すべもなく朽くち果てるところでした。あなたを守ると言い、決して手を出すなと告げた矢先にです。なんとも情けない話ですよね。自みずからの命さえ守れぬ者がどうして他人を守ることができるでしょう。ある意味……、あれは天罰だったのだと思います。身の程をわきまえず他人を縛ろうとした愚か者への」

「馬ば鹿かなこと言わないでください」

　学は声を荒げた。誰かの身を案じ全力を尽くすことのどこが愚かなのか。だが茉莉花は首を振った。

「いえ、いいんです。過程はどうあれ私は最悪の事態を止められませんでした。あのままいけば私は死に、歯止めを失った同胞は即座に開戦を決意していたでしょう。ですが──そうはならなかった」

「………」

「学さん、あなたが止めてくれたからです」

　彼女は真っ直すぐに学を見上げた。凪ないだ湖面のような瞳ひとみに彼の姿が映っている。

「学さんが駆かけつけてくれなければ私はここにいられませんでした。今の私の命は学さんのものも同様です。であれば私はあなたの意思を尊重しあなたのために動くべきでしょう。たとえどんな結果になろうと、それが学さんの選択であれば私は後悔しません」

「茉莉花さん……」

「ですが覚えていてください。私はあなたが死にに行くのを見過ごすわけでありません。無事に帰ってくると思うから、負ける戦はしないと信じているから手を貸すんです。そのことを……絶対に忘れないでください」

「分かってます」

　固い口調で言って学まなぶは口元を引き締めた。茉まつ莉り花かは唇くちびるを綻ほころばせ正面に向き直った。そのまま何事もなかったように歩を進めていく。

　やがて奇き妙みような物体が見えてきた。

　施設の奥、桟さん橋ばしの付け根付近に巨大な立方体が鎮ちん座ざしていた。一辺は三メートル程だろうか、表面は鏡のように滑なめらかで深い空色を帯びている。色調の濃淡は複雑に変化し、あたかも満杯の水をたたえた水槽のようだった。

　なんだ……あれ。

　学はぱちぱちと目を瞬またたいた。

　立方体の姿勢は明らかに妙だった。面ではなく頂点の一つを床につけ、ゆっくりと回転している。何かワイヤのようなもので吊られているのか──目を凝らしてみるが立方体の周囲には何も見あたらなかった。

「お、来たな！」

　ハスキーな声が学の耳じ朶だを打った。

　立方体から少し離れたところで瘦そう身しんの少女が手を振っていた。大きなアーモンド型の目、猫を思わせる小生意気な顔立ち。濡ぬれ羽色のボブが細い首筋を隠している。──星ほし祭まつりだった。

　彼女は純白の長衣をまとっていた。足下はヒールの高いパンプス、細い肩をケープで覆い両耳に真珠のピアスを煌きらめかせている。普段の彼女と違う女性的な装いに学はどきりとした。

　彼女の周囲には技官と思おぼしきアポストリ達が集まっている。うち何人かは固い表情で端末を操作し立方体の様子を確認していた。星祭は技官達の輪を抜け固い靴音をたてて学に駆かけ寄ってきた。すっと身をすり寄せ、つま先立ちになって薔バ薇ラ色の唇を近づける。

「なぁ、大丈夫だったか？」

「………？　何がだ？」

「評議長……怒ってただろ」

　不安げな表情で囁ささやきかけてくる。学はああと得とく心しんし、しかつめらしい顔でうなずいた。

「ああ、凄すごかった」

「………！　やっぱり」

「殴なぐられたよ、力いっぱい」

　星祭は目を見開いた。紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみに恐怖の色が滲にじむ。学は声を潜ひそめた。

「首が折れるかと思った。でもすぐに反対側からも叩たたかれて元に戻ったんだ」

「！」

　星祭の顔からみるみる血の気が引いていく。小刻みに肩を震わせ始めた彼女に、学は沈痛な面おも持もちで告げた。

「次はおまえの番かもな」

「や、や、やだ……！」

「星ほし祭まつり」

「ひゃぁあああ!?」

　茉まつ莉り花かの呼びかけに星祭は頓とん狂きような悲鳴を上げて飛び上がった。茉莉花は怪け訝げんそうに目を瞬またたいている。学まなぶは顔を逸そらし小さく舌を出した。

　星祭は凍りついた顔にびっしりと脂汗を浮かべ茉莉花に向き直った。

「な、な、なんでしょぐ」

「嚙かむなよ……」

「カプラの準備はどうですか？　もう動かせる状態ですか」

　茉莉花の問いに星祭はぴくりと眉まゆを動かした。呼吸を整えわずかに表情を緩ゆるめる。

「大体休眠解除は終わってるよ。今、最終チェック中。三十分もあれば動かせるかな。……もっと急がせるか？」

「いえ──いいでしょう、こちらの準備もありますし」

「りょーかい、ならこっちも念入りにチェックやっとくわ」

　知らない間に話が進んでいく。学は思わず口を挟はさんだ。

「あの……カプラってなんですか？」

　茉莉花と星祭は同時に学を見た。どちらからともなく顔を見合わせたあと、星祭が得意げに胸を張る。片手を腰に当て立方体に顎あごをしゃくってみせた。

「あれだよ、あれ。草くさ津つ協定における使用制限装備の一つ。陸海空宇宙汎はん用よう移動体、カプラ。よーするにどこでも行けるすげー乗り物だ」

「すげー乗り物って……おまえ」

　身も蓋ふたもない説明だった。学は顔を上げ立方体を見つめる。巨大なサイコロを思わせる構造物が表層を揺ゆらめかせながら回転していた。乗り物──あれが。

「材質は〈十じゆう字じ架か〉と同じ流体金属です。外装に高エネルギーのプラズマを流しあのような形を保っていますが、必要に応じて形態を変更、損傷の修復が可能です。もっともジェネレーターの出力が弱いので〈十字架〉ほどの装甲強度はありませんが」

「……いいんですか？　そんな凄すごいもの俺に」

　眉をひそめる学に茉莉花はふっと口元を緩めてみせた。

「どのみち現状では使いようのないものですから。学さんのお役に立てるなら問題ありません。ただ今の居きよ留りゆう区くは自衛隊の警戒網に覆われていますから、何も考えず空を飛んでいく──というわけにもいかないでしょう。琵び琶わ湖底を進んで、どこか警戒の薄いところに上陸という使い方になるはずです」

「十分ですよ、それで」

　もともと抜け道を教えてもらうくらいのつもりでいたのだ。自衛隊の包囲を突破できるなら随分楽になる。

　茉まつ莉り花かはこくりとうなずいた。

「分かりました。では上陸できそうな地点を見繕っておきましょう。湖東部──は監視が厳しそうですから湖西か湖北……上陸後の移動を考えれば湖西になると思います」

「……すみません、何から何まで」

「構いませんよ。ただ、協力させていただく上で私からも一つ条件があります」

「？　なんですか」

「今回の脱出──、葉は桜ざくらも同行させてもらいます」

　………。

　学まなぶはぱちぱちと目を瞬またたいた。空白化した頭に茉莉花の言葉が染み渡っていく。ややあって彼は叫さけんだ。

「はぁ……!?」

「伯お母ば様!?」

　葉桜の目が驚きよう愕がくに見開かれる。茉莉花は涼しげな表情で立方体を見た。

「この乗り物──カプラは起動キーとしてアポストリの遺伝子情報を用います。学さん、あなた一人ひとりだと操縦はおろか立ち上げることもできません」

「だ、だからってこいつを連れて行かなくても……！」

　単に起動だけの問題なら他のアポストリでもいいはずだ。軍人か技官か、本職の者に手伝ってもらえればいい。わざわざ葉桜を同行させる理由はなかった。

「彼女はあなたの共きよう棲せい者です。いついかなる時も傍そばにいてあなたの命を守る。それが我々と人間の約束、共棲というシステムです。今のところ日本政府との協定はまだ破られていません。であれば、葉桜があなたに付き従うのもまた必然です」

「いや……でも、それは」

　しどろもどろになって口ごもる。不意打ちだった。まさかここに至って茉莉花が葉桜の味方に回ると思わなかった。傍かたわらで葉桜が瞳ひとみに生気を漲みなぎらせ始めている。まずい、いきなりすぎて反論が思いつかない。彼は必死で頭を回転させた。

「待ってください。こいつにも言いましたけど、今アポストリが外を出歩くのは危険です。いつばれるか分からないし、俺一人で行くよりも、その……かえって動きづらくなります」

「外見だけの問題ならいくらでも誤ご魔ま化かしようはあります。防ぼう諜ちようセクションに変装のノウハウがありますし、服装も目立たないものを用意できます。外での常識については……去年東京に行ったこともあるし大丈夫ですよね？　葉桜」

「もちろんです」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　学は悲鳴のような声を上げた。茉莉花は冷えた視線を学に向けた。

「学さん、私は先程言いましたよね。人間の問題は人間で、アポストリの問題はアポストリによって解決されるべきだと」

「言いましたよ、だから──」

　自分にまかせてくれたのではないか。

　茉まつ莉り花かは首を振った。

「日本政府との信頼関係を取り戻せるか、居きよ留りゆう区くの存続を維持できるかは我々アポストリにとっても大きな問題です。あなただけに押しつけるわけにはいきません」

「で、でも……！」

「この条件が吞のめないのなら」

　茉莉花の口調が一段低くなった。半月型の目が引き絞られた弓のようになる。

「我々はあなたの脱出に協力できません。いえ、むしろゲートの警備に連絡して学まなぶさんの通行を差し止めてもらいます。今は戒厳下、警備の都合から言っても外との不要な行き来は制限されるべきですから」

　学は絶句した。

　茉莉花は最初から葉は桜ざくらを同行させるつもりだったのだ。だがまともに相談しても学は取り合わない。だから協力をちらつかせ、学が食いついた時点でカードを切ってきた。

　やられた。ここまで正論を積み重ねられては反論することもできない。かといって強引に逃亡しようとしてもゲートで拘こう束そくされる。──完全に手詰まりだった。

　沈ちん黙もくする学の前で茉莉花は葉桜に向き直った。

「葉桜」

　鈴を転がすような声で呼びかける。葉桜はびくりと身体からだを緊張させた。

「あなたはアポストリの名誉にかけて学さんを守るのです。何があっても学さんの安全を第一に考え、身命を惜おしむことなく彼の目的を完遂させなさい。もし全てが失敗しても、学さんだけは無事に逃げ延びさせるのです。そのためにあなたの命が必要となるなら──その時は、迷うことなく死になさい」

「言われるまでもありません」

　葉桜は真っ直すぐに茉莉花の視線を受け止めた。背筋を伸ばし表情に凄そう絶ぜつな覚悟を漲みなぎらせる。

「たとえ四し肢しが千切れようと、全身を銀で焼き尽くされようと私は学を守ります。敵中に倒れ命の灯ひが消える寸前まで彼のために戦い続けます。学は、私の──マエスタですから」

　茉莉花は一いつ瞬しゆん息を吞んだ。下唇くちびるを巻き込み面おもてを伏せる。何かを祈るように沈黙した後、彼女は喘あえいだ。「そう……ですか」とかすれた声が漏もれる。

「学さんが──あなたの」

　葉桜は紅くれないの双そう眸ぼうに強い意思の光を煌きらめかせている。茉莉花は小さく頭を振った。

「辛い道ですよ」

「覚悟の上です」

　学まなぶは口を挟はさむことさえできず立ち尽くしていた。

　何かとてつもなく重い宣誓が目の前でなされたことは分かった。だが、実際に何が宣言されたのかまでは理解できない。学にできるのはただ無言で彼女達を見守ることだけだった。

　ややあって茉まつ莉り花かは葉は桜ざくらから離れた。学の正面に立ち彼を見上げる。

「出発まで三十分程時間をいただけますか。葉桜の準備と上陸場所の選定を行います。学さんもやり残したことがあればその間に終わらせてください」

「………」

　学の返事を待たず茉莉花は桟さん橋ばしを歩いていった。後ろに葉桜が続く。一いつ瞬しゆんだけ彼女がちらりと学を振り返った。瞳ひとみの奥には先程と同じ強い光があった。




　やること、と言われても特段思いつかなかった。

　知人や級友達は既に居きよ留りゆう区くより避難している。千ち紗ささんが残っていれば出発前に一報を入れただろうが、彼女は一昨日長なが浜はまに移動していた。ここ数日、居留区脱出の準備をしていたため貴重品の類たぐいも手元にまとめ終えている。今更慌あわてて手配するものもなかった。

　学は技官に離席する旨を告げドックを出た。頭上に巨大な空色の柱が屹きつ立りつしている。鏡を思わせる外壁が日の光を浴びて眩まばゆく輝いていた。

　視線を転じ琵び琶わ湖の向こう──居留区の方角に目をやる。巨大な山々に抱いだかれた町並みはミニチュアのようだった。ほとんどのビルや家々は一ひと塊かたまりになり、どこが切れ目か見て取れない。それでも彦ひこ根ね城や松まつ原ばらの高層ビル群、湖岸のショッピングセンターなど見慣れた建物がいくつか確認できた。

　見納めかも知れない。

　ふっとそう思った。

　敵地と化した外に赴おもむき、生きて帰れる保証はない。仮に無事戻ってこられたとしてもその頃には自衛隊の砲弾が町を焼き尽くしているかもしれなかった。

　駅前の商店街、通学路途中の神社、いろは松、岡おか町まちの住んでいた家、学校、彦根港、星ほし祭まつりと出会った病院、大使館、お城の日本庭園、鉄道の駅舎、どこまでも続くコンクリート壁、波音に包まれた松原の砂浜──

　忘れない、自分はこの景色を忘れない。たとえ居留区が地上から消滅しても、自分だけはこの光景を覚えていてみせる。

　彼は睨にらみつけるように彼方かなたの町並みを見つめた。木々の一本一本、建物の一つ一つを余すことなく記憶に刻みつける。

　見ているうち、ここ一年の出来事が走そう馬ま燈とうのように蘇よみがえってきた。去年の夏、突然引き合わせられた金髪のアポストリ──葉桜。自分は彼女を憎にくみ、忌いみ嫌い、やがて惹ひきつけられ、かけがえのない存在と認識するようになった。

　あいつを失いたくない。

　心の底から強くそう思う。

　全ての肉親を亡くし今また故郷さえ奪われようとしている学まなぶにとって、それは最後の切実な願いだった。たとえ自分が死に日本政府との協定が破は綻たんしても彼女にだけは生きていて欲しい。だから、だからこそ。

（本当に──あいつを連れて行っていいのか）

　抑えつけていた疑問が頭をもたげてくる。茉まつ莉り花かはああ言ったが、今からでも断るべきでないか。このまま居きよ留りゆう区くに戻り隙すきを見て脱出すれば──

「おい」

　唐突に背後から声をかけられた。

　びくりと身体からだを強こわばらせ振り返る。濡ぬれ羽色の髪をした少女がすぐ後ろに立っていた。

「なんだ……星ほし祭まつりか」

　肩の力を抜き溜ため息いきを漏もらす。星祭は眉まゆ尻じりを持ち上げた。

「なんだってなんだよ。可愛かわいい妹が捜さがしにきてやったのに」

「自分で可愛いとかいう奴やつは可愛くない」

「ひでー」

　唇くちびるを尖とがらせながら星祭が「ほらよ」と何かを差し出してきた。白い手に缶コーヒーが握られている。

「なんだよいきなり」

「いいから飲めよ、あたしのおごりだから」

　押しつけられるように受け取って缶の熱さにたじろぐ。学は缶を握り直しプルタブを引いた。飲み口に唇をつけ中身をあおると、ほろ苦い甘みが口いっぱいに広がった。

　学はほうと溜息をついた。ふっと既視感が頭を過よぎる。

「……そういえば、前もこんなふうに珈琲コーヒーもらったっけな。東京のホテルで、朝の起き抜けに」

「よく覚えてんな」

「覚えてるよ。あの後、逃げ出したおまえを捜さがすのに大変だったからな」

　学は口元を歪ゆがめた。

「おまえったら葉は桜ざくらと喧けん嘩かしてばかりでさ。見つけた後も戻る戻らないって大騒ぎで。なんとか連れ戻したら今度は妙みような連中に待ち伏せされていて──」

　悪夢のような記憶。だが不思議と恐怖はない。なぜだろうと考えてふっと理由に気づく。どんなに絶望的な状況でも自分の傍そばにはいつも葉桜がいた。横にいて彼を支えてくれた。

　……ああ。

　どうしようもない事実に気づく。結局、自分はこの半年間彼女に頼り続けていたのだ。身体的にも──精神的にも。彼女がいたから自分は数々の苦難を乗り越えられた。困難に立ち向かっていけた。その彼女と離れて自分は敵と戦えるのか、目的を果たすことができるのか。

「……で、どうするのさ」

　星ほし祭まつりの呼びかけに学まなぶは物思いから引き戻された。視線を上げ「なにがだ」と訊たずね返す。星祭は鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せていた。

「葉は桜ざくらの件だよ、連れて行くのか」

「………」

　学は唇くちびるを結び鼻から息を抜いた。脳のう裏りの混乱をそのまま口に出す。

「迷ってる」

「迷ってる？」

　学はうなずいた。

「あいつがいれば頼りになると思う。でも俺についてきたらあいつは絶対無茶をする。全部の危険を受け止め、跳はね返そうとしてボロボロになる。葉桜はそういう奴やつだ。俺は──、あいつのそんな姿を見たくない」

「………」

「おまえは……おまえならどうする？　こんな時」

　すがるように問いかけた。だが星祭は固い表情のまま首を振った。

「その答えはあたしに出せるもんじゃない、南みなみ方かた学」

　彼女の言葉は冷たかった。

「選択肢は示され、あんたには選ぶ自由がある。あたしにできるのはただ手伝うことだけだ。あんたが葉桜を置いていくつもりなら他の脱出方法も探してやる。でも方針を決めるのはあんただ。あたしじゃない」

「……そうだよな」

　学は溜ため息いきをついた。頭を振って意識を切り替える。彼はコーヒーの残りをあおり星祭に向き直った。

「悪かったな、心配させて」

「……別に心配なんかしてねーよ」

「そうなのか？　俺はてっきり」

　自分が悩んでいるのを見て気遣ってくれたのかと思った。だが星祭はぷいと顔を逸そらした。

「こ、こんだけ色々やらされて、やっぱり行くのやめたとか言われるとむかつくからさ。葉桜を連れて行かないなら行かないで別の脱出方法考えなきゃと思っただけだ」

「ふぅん」

「ほ、本当だぞ」

「分かった、分かった」

　突っかかってくる星祭をいなしながら苦笑する。こいつもまぁ大概素直じゃない。

「きちんと方針は決めるさ。どうするか考えておまえに報告する。それでいいだろ？」

「あんま時間ねーからな」

　むくれた表情で言う星ほし祭まつりに、学まなぶはうなずいてみせた。

「葉は桜ざくらも行く気満々だしな──」

　ちゃぶ台を返すなら早いほうがいい。そう思いながら先程のやりとりを思い出す。葉桜の決意に満ちた表情、気迫のこもった眼まな差ざし。

　そういえば──と彼は眉まゆをひそめた。

　あの時彼女が言っていた台詞せりふ、──マエスタ。あれはどういう意味なのだろう。茉まつ莉り花かも大分驚いていた様子だったが。

　思い返してみれば前に刺客を追い〈十じゆう字じ架か〉に赴おもむいた時も彼女は同じ名で学を呼んでいた。あの時は単に敬称か何かだと考えていたが、今日きようの様子を見る限りもっと重い意味がありそうに思える。

「なぁ、星祭」

「なんだよ」

「さっき葉桜が話してたさ、マエスタって。あれどういう意味だ？」

　星祭はぽかんと口を開けた。アーモンド型の目を見開き、まじまじと学を見つめる。学はたじろいだ。

「な、なんだ、どうしたんだよ」

「あ、あんた、葉桜から意味を聞いてないのか？」

「意味？」

　学は首を傾かしげる。星祭は愕がく然ぜんとした表情で頭を振った。

「マジかよ……そんなことありえるのか……」

「おい、おいちょっと待った、何を言ってるんだ、おまえ」

　星祭は顔を上げ学を見み据すえた。白い手がぎゅっと彼の腕をつかむ。紅くれないの双そう眸ぼうにさっきまでと異なる強い光があった。

「南みなみ方かた学、だめだ。そりゃだめだ。あたしはてっきり、あんたがあいつの気持ちを分かってるもんだと思ってた。あいつの覚悟を知った上で、それでも置いていこうとしてるのかと思ってた。でも違う。知らないで判断しようとしてるなら、そいつはフェアじゃない。あんたは絶対後悔する」

「どういうことだよ」

　学は眉まゆ根ねを寄せ星祭の視線を受け止めた。星祭は唇くちびるを引き結んだ。

「あたし達には人生で一度、たった一人ひとりとだけ結べる契約がある。共きよう棲せいなんかとは違う、あたし達がこの星に来る前、遙はるか昔から存在していた契約だ。その契約を結んだが最後、あたし達は契約対象のために全てを捧ささげる。時間も感情も身体からだも心も全部、全部だ。友情や好こう悪お、忠誠心なんかとは次元が違う。肉親の情や社会秩ちつ序じよさえ超越した思いだ」

「な、なんだよ、それ。そんな無茶苦茶な契約が──」

　マエスタ？

　無言の問いかけに星ほし祭まつりはうなずいた。小さな口を開け、荒い吐と息いきを漏もらす。

「あたし達はマエスタのためなら死を厭いとわない。どころか法を破り世界を敵に回すこともためらわない。マエスタというのはそれだけの存在なんだ。多分、人間は同じ概念を持ってないから分からないと思うけど──。主君とは違うし信仰対象とも違う。あえて訳すならそう……」

　彼女は一拍間をおき、すっと息を吸い込んだ。瞳ひとみから感情を消し厳げん粛しゆく極まりない口調で告げる。




「絶対存在」




　学まなぶは呆ぼう然ぜんと彼女の顔を見返した。

　葉は桜ざくらの思いの苛か烈れつさが電撃のように身体からだを震わせる。一体なぜ自分がそこまでの感情を向けられているのか。わけが分からないまま、ただ葉桜の言葉や表情だけが次々と思い出されてくる。四し肢しが千切れようと全身を銀で焼かれようと学を守る。そう言った彼女の顔が。

　星祭は息を整えつつ学から離れた。

「まぁ……当の本人が知らないんじゃ契約自体成立してないだろうけど。──でも覚えておきなよ、今の葉桜にとってあんたはそういう存在なんだ。あんたが傷つけば奴やつも傷つく、あんたが死ねば奴もためらわずに後を追う。そこまで分かった上で、あんた、あいつを置いてこうとしてるのか、あいつについてくるなって言ってるのか」

「………」

「とにかく」

　星祭は溜ため息いき混じりの声を漏らした。眉まゆ根ねに深い皺しわを刻み学を睨にらみ上げる。

「よく考えて決めろよ。綺き麗れい事の正論や意地の張り合いなんてどうでもいい。あんたがどうしたいか、葉桜をどう思ってるかだけ考えろ。いいな」

　あたしは先に戻ってるから。

　断ち切るように言って彼女は衣の裾すそを翻ひるがえした。後ろ髪を揺ゆらし、やや小走りにドックへ戻っていく。遠ざかっていく背中を学はただぼんやりと眺ながめていた。




　結局──結論は出なかった。

　三十分後、メガフロートの岸壁を何度も行き来した後ドックに戻る。桟さん橋ばしの奥にはもう星祭と茉まつ莉り花かがいた。周囲を技官が忙せわしげに動き回っている。星祭は学の姿を認めるなり、どうするんだと言うように片眉を持ち上げた。

　学まなぶは無言で彼女達のもとに歩いていった。茉まつ莉り花かがすっと彼に向き直る。

「用意はいいですか？」

「……はい」

　学は低い声で答えた。隣で星ほし祭まつりが顔を強こわばらせる。彼女は学に身をすり寄せ囁ささやきかけた。

「おい、本当にいいんだな？　評議長の案に乗るってことはあいつを……葉は桜ざくらを連れて行くってことだぞ」

「分からない」

「分からないって、おまえ……」

　学はゆるゆると首を振った。

「……多分、何をしても俺は後悔すると思う。だったら俺はあいつの気持ちをちゃんと聞いておきたい。さっきみたいにおまえから言われるんじゃなくって、本人から直接な。ここで置き去りにしたらそれもできないだろ」

「………」

「とにかく、茉莉花さんのプランで一旦居きよ留りゆう区くは出る。時間もないしな。あいつを連れて行くか居留区に戻らせるかはその後決める」

　星祭は不満そうだった。問題を先送りにしたのが気に入らないのだろう。だが今の彼にこれ以上の決断は無理だった。

「葉桜は？　まだ準備してるんですか」

「もう来るはずですよ。先程一緒に〈十じゆう字じ架か〉を出ましたから。──ああ、ほら」

　茉莉花の声に促うながされ振り返る。瞬しゆん間かん、学は目を瞬またたいた。

　見慣れぬ少女が桟さん橋ばしの付け根に立っていた。

　カーキグレーのショートパンツにアンクルソックス。ボーダーシャツの上にベージュのカーディガンを羽織っている。靴はスニーカー、頭にニット帽を被かぶり長い金髪を耳の後ろで一つ結びにしている。活動的な髪型と服装が、少女の印象をひどく活発なものにしていた。細い鼻び梁りようの脇わきでダークブラウンの瞳ひとみが落ち着きなく揺ゆれている。

[image: ]

　学の視線に気づいたのか少女は気恥ずかしげに身を捩よじった。

「や、やっぱり変かしら。私……こういう格好したことないから、よく分からなくて──」

「………。ひょっとして、葉桜か？」

　学の問いかけに、少女はこくりとうなずいた。

　驚いた。目の色と服装、髪型を変えるだけでこうも印象が変わると思わなかった。

　確かに普段の彼女は堅苦しい服装ばかりしている。スニーカーなど持っていないしＴシャツやカットソーなど袖を通したこともないはずだ。着こなしに不安を覚えるのも当然だろう。だが──

　どくりと鼓こ動どうが高鳴る。見慣れぬ装いの葉桜はひどく新鮮で初うい々ういしかった。視線が吸いつけられ気づけば彼女の身体からだを見回している。露出した白い首筋、ショートパンツの裾すそから伸びる細く長い足。

「おぉ、おぉ、イヤらしい目しちゃって」

　………！

　身体を強こわばらせ傍かたわらの星ほし祭まつりを睨にらむ。彼女はくすくすと小悪魔じみた含み笑いを漏もらした。

「なんだぁ？　惚ほれ直したか。ほら言ってあげろよ、エロ可愛かわいいって。特に生足とか生足とか生足とか」

「だまれ、このセクハラ親おや父じ娘。あとエロ可愛いとか言うな」

　声を潜ひそめ罵ののしりあう彼らの横で、茉まつ莉り花かが葉は桜ざくらに歩み寄った。カーディガンの襟えりを直し相そう好ごうを崩す。

「よく似合ってますよ、葉桜。普段の服装よりずっと可愛らしいです」

「……本当ですか、でも」

　焦げ茶色の瞳ひとみが不安げに学まなぶを一いち瞥べつする。星祭が無言で彼の脇わき腹ばらを小こ突づいた。学は押されるまま、こほんと咳せき払いした。

「べ、別に変じゃないぞ。普通に外でも通用するんじゃないか」

「本当……？」

「ああ、全然大丈夫だ」

　って俺は一体何を言っているのだ。これでは彼女を同行させると宣言したようなものでないか。

　沈ちん黙もくし頭を抱えていると茉まつ莉り花かが口調を改めた。

「それでは始めましょうか。学まなぶさん、葉は桜ざくら、こちらへ」

　技官が退き立方体への道ができる。学はごくりと唾つばを飲み込み歩を進めた。途中、固い表情の葉桜が立ちふさがる。彼女は顔中の筋肉を強こわばらせて学を見つめた。

「わ、私、学が何て言おうとついていくから……！」

　緊張のあまり周囲の空気が帯電しているようだった。直線的な眉まゆが小刻みに震えている。学は深い溜ため息いきをついた。

「……勝手にしろ」

　どのみち外に出るまでは彼女の力を借りるしかない。あとのことは包囲を脱けてから考えるつもりだった。

　抵抗がないことに拍子抜けしたのか、葉桜が不審げな表情を浮かべる。彼女は眉根に皺しわを寄せ学に続いた。

　立方体の前にたどりつく。淡い虹色の光がぼうと彼らを照らした。ガラスを思わせる外装の奥で群ぐん青じよう色の炎が複雑に揺ゆらめいている。幻想的な光景に学は一いつ瞬しゆん我を忘れた。

「葉桜、手を」

　茉莉花の声に応えて葉桜が手を伸ばした。立方体に触れた瞬しゆん間かん、掌てのひらの周囲が鈍にぶい光を放つ。光は幾き何か学がく模様となり瞬またたく間に立方体の表面に広がっていった。

　息を吞のむ学の前で葉桜の腕が立方体に吸い込まれる。群ぐん青じよう色の外装は水面のようにざわめき、水滴にも似た光を飛び散らせていた。

「カプラの起動を確認」

　技官の声が静かに響ひびき渡る。見ているうち葉桜の姿が完全に立方体の中へ消えた。ややあって「学さん」と茉莉花の声が響く。学はこくりとうなずき歩を進めた。呼吸を整え手を伸ばす。

「……南みなみ方かた学！」

　ハスキーな声にふりむくと、星ほし祭まつりが小走りに駆かけ寄ってくるところだった。濡ぬれ羽色のボブを揺らし学を見上げる。

「わりぃ、忘れてた。これ」

　言いながらメモ用紙を差し出す。学は怪け訝げんな表情で紙片を受け取った。

「なんだ……これ？」

　大ざっぱな地図の下に住所と連絡先が書かれている。住所は大おお津つ市堅かた田た、居きよ留りゆう区くとは琵び琶わ湖を挟はさんで対岸の町だった。

「上陸したらまずそこに行け。東京までの足を準備してあるから。──いいか、月つき原はらの指示で来たって言うんだぞ」

「ツキハラ？」

「あたしの新しい名前、お月さまの月に原っぱの原。前のが使えなくなっちゃったからさ。南みなみ方かた大使につけてもらったんだ。月つき原はら友とも深み──いい名前だろ」

　はぁとうなずきかけて目を寄せる。去年の秋、東京で出会った時、こいつは星ほし野の友深と名乗っていた。星野が駄だ目めだから月原。なんて安直な。

　親おや父じらしいな──

　呆あきれ顔でつぶやいてメモをしまう。「悪いな、色々と」素直に礼を言うと彼女は口の端はしを持ち上げ、裏うら拳けんで学まなぶの腹を叩たたいた。アーモンド型の眼が強い光をたたえる。

「あとはあんたの仕事だ、南方学」

　学はこくりとうなずき視線を転じた。芥から子し色の小振袖に茶色の袴はかま、和装の童女──茉まつ莉り花かがこちらを見ている。彼は表情を引き締めた。

「行ってきます」

　茉莉花は小さく首を傾かたむけ微ほほ笑えんだ。

「行ってらっしゃい、学さん」

　お帰りをお待ちしてます。

　柔和な表情でそう囁ささやく。学は今度こそふりむくことなく立方体に手を伸ばした。




　最初に感じたのは浮遊感だった。靴が地面を離れ、腰を軸にして下半身が浮き上がる。頭からぐるりと一回転しそうになり学は慌あわてて両手を動かした。

　周囲を虹色の水が取り巻いている。光は上下左右いたるところから降り注ぎ、光源がどこにあるか見て取れない。学は目をすがめて首を回した。ぐっと水圧が頰ほおを押す。だが呼吸は問題なくできていた。目や鼻び腔こう、着衣にも濡ぬれた感じはない。

　水じゃないのか──

　疑問に思いながら周囲の液体を搔かき分ける。だがつかまるものさえない状態ではどちらが上か下かも分からない。眉まゆ根ねを寄せ渋じゆう面めんを作っていると、足下から声が浮かび上がってきた。

「学」

　顔を伏せる。すぐ下に葉は桜ざくらがいた。差し込む光を浴びて金髪が眩まばゆく輝いている。彼女は学と逆さかさまの──椅い子すに腰掛けるような姿勢でこちらを見下ろしていた。

　腰をかがめ、無言で手を差し伸べてくる。学は前転の要領で上体を起こした。白い指が彼の手に絡からみつき身体からだを引き上げる。

「ちょっと待って、今固定するから」

　葉桜の声が響ひびくなり周囲の液体が硬度を増した。背中と腰・肩が圧迫され、葉桜と同様、椅子に座るような姿勢となる。

「な、なんだよこれ」

「質問は後。動かすわよ」

　葉は桜ざくらが指を動かすと周囲に光の波紋が生じた。虹色の煌きらめきが幾き何か学がく模様となり葉桜の周りに広がっていく。

　ふっと下からの光が弱まった。視線を向けると下方に染みのような暗がりが現れている。最初は点、次に面。闇は徐々に成長しながら彼らの周囲を覆っていく。

　ごぼり、と気泡の弾はじける音がした。

　潜もぐっているのだ。

　頭上の光が揺ゆらめくことで、辛かろうじて立方体の動いていることが分かる。一体どういう技術が使われているのか、加速や振動は全く感じられない。やがて上からの光が消えると──多分、完全に水没したのだろう──学まなぶは立方体がどんな状況にあるかまったく分からなくなった。

「おい、どうなってるんだ。こいつ、ちゃんと動いてるのか」

　たまりかねて訊たずねると葉桜は脇わきの図形に視線を走らせた。アルファベットを崩したような表示がめまぐるしく移り変わっていく。

「今、〈十じゆう字じ架か〉から一キロくらいはなれたところ。水深……五十メートルで静止中よ。──前の方に自衛隊の船がいるから」

「自衛隊の？」

　学は表情を強こわばらせた。

「ミサイル艇ていか哨しよう戒かい艇だと思う。〈十じゆう字じ架か〉の警戒水域に沿って展開してるわね。うかつに近づいたら気づかれるかも」

「ど、どうするんだよ」

　それではいつまでたっても動けない。どうするつもりだ。まさか強行突破でもするつもりか。

　だが葉桜は涼しげな笑えみを浮かべた。

「大丈夫よ」

「大丈夫って──」

　葉桜の正面で光が弾けた。白い指が動くのにあわせ線と図形・文字が変化していく。

「水上の物体は常に波の影響を受ける。どんな船も、一つの場所に静止し続けることなんてできない。まして、あれだけたくさんの船がいるんだもの。ずっと同じ間隔は保っていられないはず」

　学は前方の表示を見つめる。自機の正面にいくつもの円が現れていた。青白い輪郭で象かたどられた光の輪──おそらく哨戒艇の探知範囲だろう。円と円の間隔は狭く場所によっては完全に重なり合っている。大量の波紋が生まれ消えていく様子は、まるで雨の日の水面のようだった。

「こ、この間をすりぬける気か？」

　学はうろたえながら訊ねた。哨戒艇の位置は刻一刻と移り変わっていく。一いつ瞬しゆんでも舵かじ取りを誤ればすぐ探知されてしまうだろう。

　だが葉は桜ざくらはこくりとうなずいた。大きな目が引き絞られ不敵な光をたたえる。

「心配しないで。この子と──私ならできる」

　葉桜の指に操られカプラが動き出す。息を吞のんで見守るうち、自機を示す輝きが猛烈な勢いで加速し始めた。光点が雷のような軌跡を描えがき、円の群れに突入する。

　左四十五度、右六十度、左三十度、直角に転進、そしてまた加速──

　その間、一切速度は落ちない。気づけば彼らは呆あつ気けなく包囲網を抜けていた。学まなぶは感嘆の声を漏もらした。さすが言うだけのことはある。彼は葉桜を仰あおぎ賞賛の言葉をかけようとした。だが視線を動かしかけた瞬しゆん間かん、異常に気づく。光点の加速が収まらない。地図上の輝きは異常な速度で琵び琶わ湖を横断、西岸に接近しつつあった。

「……ちょ、おい！　こんなスピードでつっこんだら」

　学は乾いた声で叫さけんだ。葉桜は石のように固まり正面を睨にらみつけている。側面の表示がめまぐるしく移り変わり彼女の横顔を照らしていた。

　背筋に冷たいものが走る。まさかコントロールできていないのか。こんな勢いで岸壁に衝突したら大変なことになる。

「はざく──」

　声をうわずらせ彼女に呼びかけようとした時だった。

　唐突に鋭い光が学の目を射貫いた。周囲の空間が白み、浮き上がる気泡が視界を満たす。学は顔をしかめ額ひたいの上に手をかざした。

　視力が回復するにつれ周りの変化に気づく。闇が駆く逐ちくされ、四方の壁が眩まばゆく発光していた。地図上の光点が停止している。現在位置を示す表示が琵琶湖の汀てい線せんと重なりあっていた。

「つ……ついたのか？」

　背中にびっしりと汗をかきながら学はつぶやいた。葉桜は周囲の図形に指を這はわせている。

「ちょっとまだ確認中。レーダー波は……なし、上空に機影も見あたらず。──大丈夫そうね」

　ダークブラウンの瞳ひとみがちらと学を見た。口元がおかしそうに歪ゆがむ。

「なぁに？　ぶつかるとでも思ったの？」

　余裕に満ちた表情。学はむっとして彼女を見返した。

「……止め方を忘れてるんじゃないかって心配になっただけだ」

「ぶつかっても凹へこむのは岸の方だから大丈夫よ」

「だめだろ！」

　葉桜は「ふふ」と悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。なんだろう、この落ち着き払った態度。ひどく癇かんに障さわる。

　葉桜は細い顎あごをつんと得意そうに持ち上げている。学は手を伸ばしニット帽の紐を引っ張った。途端、ブロンドの頭がのけぞり固形化した空間にぶつかる。鈍にぶい音とともに甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡った。

「悪い、手が滑すべった」

「……っ！　あ、あ、あなたねっ！」

　葉は桜ざくらが顔を真っ赤にして腕を振り回した。慌あわてて避けた拍子に葉桜の拳こぶしが図形の一つを叩たたく。ぼうと模様が光を放ち、足下の支えが消滅した。

「……っ!?」

「きゃぁ……!?」

　空間が液状化し上下が逆転する。葉桜の言う「固定」が解けたのか、二人ふたりもろともにカプラの中を落ちていく。

「ば、馬ば鹿か！　おまえ何やってるんだ！」

　必死で体勢を立て直し葉桜を睨にらみつける。彼女は顔を真っ青さおにしながら口をぱくぱくさせていた。

「お、おぼれる──」

「………」

　学まなぶは溜ため息いきをつき彼女の腕をつかんだ。




　上陸した場所は遠浅の浜辺だった。

　白砂の渚なぎさを青松が取り囲んでいる。オフシーズンのためか周囲に人の姿はない。鬱うつ蒼そうと茂った松の枝葉が彼らの姿を内陸から隠していた。

　湖に視線を転じると巨大な橋きよう梁りようが目に入った。白いコンクリートが東西に伸び陸地を繫つないでいる。おそらく琵び琶わ湖大橋だろう。だとすれば彼らがいるのは橋の北西側、真ま野の浜のあたりか。手前の湖面には葦あしが生い茂り、桟さん橋ばしの上でユリカモメ達が羽を休めていた。その向こうではカプラが下半分を水没させ波間にたゆたっている。

「……ほんっとにもう、信じられない！　折角伯お母ば様がまとめてくれたのに。髪の毛ぐしゃぐしゃになっちゃったじゃない」

　波打ち際で葉桜がわめいている。髪留めが外れ、波打つブロンドがぴんぴんと好き勝手に跳はねていた。彼女はニット帽を小こ脇わきに挟はさみ、左手で髪を押えながら懸命にピンを留めようとしている。学の視線に気づいたのか、大きな瞳ひとみがぎろりと彼を睨みつけた。

「………」

　学は肩をすくめ星ほし祭まつりの地図に視線を落とした。携帯端末を取り出し電源を入れる。電波は良好、居きよ留りゆう区くの通信封鎖もここまでは及んでいないらしい。ＧＰＳを起動し位置関係を確認する。目的地はＪＲの堅かた田た駅付近。ここからいくばくも距離がない。

（歩いていけるか──）

　うなずきながらＧＰＳの接続を切る。

　さて、葉桜をどうするべきだろう。無事に包囲網を脱出できた以上、彼女の手助けはもう必要ない。帰らせるなら今のうちだった。ここからならカプラで来た道を戻らせるだけですむ。

　ただその前に彼女とじっくり話をしておきたかった。彼のことをマエスタと呼んだ真意、一体何を考えてこんな勝算の低い博ばく打ちに付き合っているのか──その理由。

「葉は桜ざくら──」

　声音を固くして呼びかける。多分「帰れ」と言った瞬しゆん間かん、彼女は怒り出すだろう。共きよう棲せいの義務を説き力ずくでついていくと言い張るかもしれない。だがこのままなし崩し的に同行させるわけにもいかなかった。

　覚悟を決め葉桜に向き直る。瞬間、彼は目をしばたたいた。




　葉桜がカプラを沈めていた。




　……は？

　学まなぶはこくりと首を傾かしげた。

　葉桜は背筋を伸ばし湖に細い腕を差し伸べていた。沖合で伏せを命じられた犬のようにカプラが水没していく。舞い散る白波が陽光の照り返しを受けキラキラと光り輝いていた。呆ぼう然ぜんと見ているうち、虹色の立方体はあとかたもなく水中に没してしまった。

「……って、おい！　おまえ何やってるんだ！」

　我に返って叫さけぶ。葉桜は肩越しに学を振り返った。直線的な眉まゆが怪け訝げんそうに歪ゆがむ。

「何って〈十じゆう字じ架か〉に帰してるのよ。こんな所で放っておくわけにもいかないでしょ」

「だ、だけどそれじゃあ」

　おまえが帰れないじゃないか──喉のど元まで出かかった言葉を学は辛かろうじて飲み込んだ。葉桜は湖面をもう一度確認した後、カーディガンの裾すそを翻ひるがえし近づいてきた。額ひたいにかかった金髪を邪じや魔まそうに払いのける。

「何よ、変な顔して。まさかあのまま乗っていけば楽とか思ってたんじゃないでしょうね」

「……そんなんじゃないよ」

「じゃあ何よ。言っておきますけど、帰投コマンドは一度発行したら取り消せませんからね」

　睨にらみ上げるように詰め寄る葉桜から学は顔を逸そらした。彼女に見えない角度で舌打ちする。

　帰る手段がない以上、ここで同行を諦あきらめさせても仕方ない。まったく人の意見も聞かずに勝手なことをして。──まさか〈十字架〉に帰されないよう先手を打ったんじゃないだろうな。

　苦い表情で一いち瞥べつすると、葉桜は勝ち気な眼まな差ざしで見返してきた。

「なによ」

「……なんでもない」

　断ち切るように言って湖に背を向ける。慌あわてた様子で葉桜が彼の後を追いかけてきた。

　しばらくついてこさせるしかないか──学は溜ため息いき混じりにそう思った。




　砂浜を出て内陸に向かう。

　川沿いの道路を歩いていくと徐々に周囲が賑にぎわってきた。幹線道路沿いに大型の店舗が建ち並んでいる。湖の方角を見ると虹色の観覧車がゆっくり回転していた。

　ひどくのどかな風景だった。買物籠かごをぶら下げた自転車がベルを鳴らし通り過ぎていく。湖を隔へだてた戦場──居きよ留りゆう区くとはあまりに異質な光景に、学まなぶは狐きつねにつままれた気分だった。

「ここの人たち……自衛隊の包囲のこと、知らないのかしら」

　同じことを感じたのか、葉は桜ざくらがつっと顔を寄せてくる。学は首を振った。

「……そんなわけないだろう、いくらなんでも」

　先週までテレビは繰り返し議員殺人のことを取り上げていた。もちろん〈十じゆう字じ架か〉の査察や居留区民の避難も報道されていたはずだ。アポストリと日本政府の間に何が起きているか知らないはずない。

　もっとも全てを知らされているかは別問題だ。居留区の通信封鎖状況から見て、外の世界でもなんらかの報道管制が敷かれていると見て間違いない。敵がアポストリの先制攻撃を望んでいる以上、自衛隊の挑発行為や武力行使は知られたくないはずだった。

「とにかく先を急ごう。──こっちだ」

　星ほし祭まつりの地図を見ながら歩き始める。目的地は国道１６１号の裏手、堅かた田た駅前の路地となっていた。

「ねえ」

　小走りに彼のあとを追い、葉桜が呼びかけてきた。鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せている。

「いい加減教えてくれてもいいでしょ。外に出てどうするつもりなの。どうやって〈水すい車しや小ご屋や〉を倒すつもりなのよ」

「──東京に行く」

「東京？」

　学はうなずいた。

「星祭の職場、覚えてるか？」

　葉桜は考える表情になった。

「確か……自衛隊の研究機関か何かよね。なんていったかしら、そう、ぼ、ぼう……」

「防衛研究所な。防衛大臣直ちよつ轄かつの軍事シンクタンクだ。安全保障問題の政策研究とか戦史の分析とか──まぁそういうことをやってるらしい」

「それが？」

「星祭と──まぁどっちかっていうと親おや父じなんだが、そこに反〈水車小屋〉派の人間を集めていたらしい」

「………！」

　葉は桜ざくらが目を見開く。学まなぶは唇くちびるを歪ゆがめた。

「本当に最後の保険だったみたいだけどな。自分がやられて他の親しんアポストリ派もいなくなった時に動き出す組織だったらしい。普段はむしろアポストリに対する強面外交を提言してたっていうから、徹底してるよな」

　他の親アポストリ派とも連絡を取らず、完全に独立した集団として運営されていたのだという。味方がどれだけ倒れても息を潜ひそめ、敵の所在を全て見定めた後放たれる猟犬。まさに切り札、最後の報復戦力だった。

「連中には〈水すい車しや小ご屋や〉と戦う力がある。でも、今のところ有効にその力を使えてない。何をしたらいいか、どこに向かっていけばいいか判断する材料がないからだ」

「材料──」

「誰が敵で誰が味方かってことだよ」

「そんなの、でも私達だって……あ」

　葉桜が喘あえぐような声を上げた。学はこくりとうなずいた。

「そうだ、俺たちは〈水車小屋〉のメンバーを少なくとも一人ひとり知ってる」

　線の細い面おも長ながの青年、長い前髪を七三に分け口元に薄い髭ひげを蓄えている。防衛省情報本部分析部主任分析官、水み無な瀬せ王おう寺じ──

「もちろんあの人を押えたからってそれで全て解決するとは思わない。ただ突破口にはなるはずだ。〈水車小屋〉の中ちゆう枢すう部に切り込むためのな」

　学の説明に、だが葉桜はまだ納得していない様子だった。大きな目をきゅっとすぼめ問い返してくる。

「でもそれなら、電話かメールでそのことを教えてあげればいいじゃない。星ほし祭まつりから連絡先は聞いてるんでしょ？　ここなら通信封鎖もないし。わざわざ東京に行かなくても」

「だめだ」

「なんで」

「言っただろう、彼らは他の親アポストリ派と独立して動いてる。つまり、自分達の他に誰も信用していないんだ。俺がいきなり味方だと言って連絡しても、まともにとりあってくれるはずない」

　葉桜は虚を突かれたように黙だまり込んだ。薄紅色の唇くちびるが開き、かすれた吐と息いきを漏もらす。

「じゃ、じゃあどうするのよ」

「だから直接会って説得する。俺のプランが最後の戦力を動かすに足るものだと納得させる。そのための東京行き、包囲網からの脱出だ」

「………」

　沈ちん黙もくが訪れた。葉桜は難しい表情で考え込んでいる。学はそれ以上言葉を重ねることなく周囲を見渡した。

　いつの間にか目的地周辺にたどりついていた。人ひと気けのない路地に小規模な店舗が並んでいる。シャッターを下ろした飲食店の横にコンクリート造りの建物が見えた。薄汚れた壁に自転車のマークが見える。駅前の──駐輪場だった。

　は……？

　学まなぶはぱちぱちと目を瞬またたいた。

「ここ……？」

　葉は桜ざくらが怪け訝げんな声を上げる。「みたいだけど」と答えて学は地図を確認した。住所はここで間違いない。星ほし祭まつりの言葉を信じるなら、ここで東京への足を都合してもらえるという話だった。まさか自転車でもあてがう気か。そんな馬ば鹿かなと思いつつ、星祭のそそっかしさを考えると否定もできない。頰ほおの筋肉を引きつらせ受付に向かう。ガラス窓の奥で白しら髪がの老人がテレビに見入っていた。

「すみません」

　学の声に応えて老人がゆるゆると顔を向ける。眠たげな眼まな差ざしが彼をとらえた。耳が遠いのか、側頭部を突き出すように首を傾かたむけている。

「すみません、あの……月つき原はら……に言われてきたんですけど」

　言いながら不安になってくる。本当にこの場所で間違いないのか、地図か住所が間違っているのでないか。だが老人は一いつ瞬しゆん寄り目になったあと「あー」とうなずいた。

「はいはい、月原さん」

　答えながら机の引き出しを探る。受付台に小さな革製のポシェットが置かれた。ストラップをつかみ持ち上げると意外にずっしり重い。なんだろう、何か工具でも入っているのか。中を確認しようとした瞬しゆん間かん、老人が「地下の十五番ね」と告げた。

「……あ、はい」

　視線を巡めぐらすと左手に下りのスロープが見えた。階下に青白い蛍けい光こう灯とうの光が見える。

　学はポシェットを小こ脇わきに抱え階下に向かった。空気が埃ほこりっぽい。澱よどんだ風に金属の臭いが混ざっている。柱には連番の番号表示。手前から一番、二番、三番──誘われるように進んでいくと、やがて十五の文字が現れた。

「………」

　学はまじまじとそこにあるものを見つめた。

　白一色の、ひどく大柄なバイクだった。巨大なフロントマスクが獲物を狙ねらう鮫さめのように突き出している。全体的に曲線を多用したフォルムで、大型のスクリーンもあいまってスクーターのようにも見える。だが剝むき出しになったエンジンと左右に張り出したステップはあきらかにオンロードバイクのものだった。

　………。

　えーっと……。

　学まなぶは天井を仰あおいだ。一体これをどうしろというのか。自分は自動二輪の免許など持っていない。こんなものを渡されても扱いようがなかった。

　そうだ、ポシェット──

　手に持ったポシェットを開く。きっと何か説明があるはずだ。

　中に薄型の携帯端末が入っている。学は息せき切って端末のスイッチを入れた。起動画面が消えた後、メッセージウィンドウが立ち上がる。

『ベストは尽くしました』

　いきなり言い訳がましい文面からメッセージは始まっていた。

『最初は飛行機か電車のチケットを手配しようとしたのね。んでも今、駅も空港も検問張られてて不審者は軒並みしょっぴかれてるのよ。で、こりゃやばいと思って路線バスとか探したんだけど、ちょい時間間に合わなくて。ちゅか次はいつ東京に戻れるか分からないっしょ？　今のうちに買い物とか食い物屋巡めぐりとかすませとかなきゃと思って』

　画面をスクロールさせる。

『んでまぁなんだかんだやってたらもう帰る時間でさ。しょうがないから知り合いのバイク屋に頼んで適当な車置いといてもらいました。一番速くて長旅に向いてる奴やつって言っておいたから、多分それっぽいのがあるはず』

　スクロール。

『……とここまで手配して気づいたけど、多分南みなみ方かた免許持ってないよな。うん、あたしちょいミスったかもしれない。でも大丈夫、こんなこともあろうかと』

　スクロール。

『大型二輪の免許、偽造しておいたから☆』

「アホかぁっ！」

　学は端末を床に叩たたきつけた。ポシェットを開けると中からバイクのキーと取り扱い説明書、それに免許証が出てきた。肩で息をつきながら液晶画面を睨にらみつける。メッセージウィンドウの最後に『ファイトだよ☆　お兄ちゃん』と丸っこいフォントで追記があった。

「あ、あ、あいつ、殴なぐる、絶対殴る。居きよ留りゆう区くに戻ったら泣くまで殴ってやる──」

「ま、学、ちょっと落ち着いて、どうしたの」

　学は足下の端末を拾い葉は桜ざくらに手渡した。葉桜は眉まゆ根ねを寄せ液晶画面を覗のぞき込んだ。ややあって細い首を振る。

「……まぁ、確かにちょっと無茶振りね」

「ちょっとじゃないだろ！　どう考えても目茶苦茶だ！」

　叫さけびながらバイクを指さす。大柄な車体は普段彼が乗っている原付と明らかに違う、獰どう猛もう極まりない存在感を放っていた。とても説明書を読んだ程度で扱えると思えない。

　だが葉桜はハンドルに手を置きながらコンソールパネルを覗き込んだ。

「……トランスミッションはオートだし、そんなに扱いづらくないと思うわ。シートも低めだから足をつけやすいし。普通にスクーターの感覚で運転できるんじゃない？」

「な、何言ってるんだよ、おまえ」

「貸して、ちょっとその説明書」

　葉は桜ざくらはぱらぱらとマニュアルをめくり、うなずいた。

「やっぱり。全然簡単よ。スロットルを開けば走り出してブレーキを引けば止まるだけ。多分、私にも操れるわ」

　言いながら小さくうなずく。つぶやくような声が薄紅色の唇くちびるから漏もれた。

「そうね、私が運転すればいいのよ。学まなぶは後ろに乗ってもらって──」

「いやいやいや」

　学は全力で首を振った。冗談ではない。座学はどうか知らないが、こいつはバイクどころか自転車に乗ったこともないのだ。アポストリなら多少転んだところで平気だろうが、こちらは生身の人間だ。走行中に投げ出されたらただではすまない。

　学は背筋を伸ばし、精一杯の虚勢を張った。

「おまえに運転させるくらいなら俺がやる」

「どういう意味よ、それ」

　不満げな葉桜を押しのけハンドルをつかむ。スタンドを上げシートにまたがった。ポシェットからイグニッションキーを取りだし鍵かぎ穴に押し込む。その時、不意にぐらりと体勢が崩れた。想像を絶する重量が内股を押す。

　あ──と思った時にはもう手遅れだった。派手な音をたててバイクが転倒する。

　ふらふらとよろめきながら学は冷や汗を拭ぬぐった。危あやうく押し潰つぶされるところだった。視界の端はしで葉桜が薄ら笑いを浮かべている。

「まずは引き起こしの練習から？」

「………」

　───。

　それから小一時間格闘した挙げ句なんとか運転のコツを押えた。

　ヘルメットを葉桜に渡しコンソールパネルを確認する。ナビの画面に東京までの道筋が表示されていた。琵び琶わ湖大橋を渡り８号線、次いで１号線に接続するルート。高速道路は──と思い確認するとＩＣに検問のマークがある。京都東から鈴すず鹿かまで広い範囲にわたって通行規制がかかっていた。しばらくは下道を走った方が無難そうだ。

　葉桜が後ろに乗ったことを確認し学はアクセルを開いた。




　　　　＊




　守もり山やま市街を抜け栗りつ東とうへ。名めい神しん高速の高架下をくぐり山間部に入る。道は水みな口くちのジャンクションを抜け峻しゆん厳げんな鈴すず鹿か山脈に続いていた。

　走るにつれ建物が少なくなり、代わりに山の緑や田園風景が目立ち始める。それでもまだ途中までは町らしい眺ながめもあったものの、ある地点を境にぐっと左右から山肌が迫ってきた。




　───。




　何時間走り続けただろう。度重なるバンクで身体からだ中の筋肉が悲鳴を上げ始めた頃、ようやくバイクは峠とうげを抜けた。

　正面に巨大な煙突の群れが見えてくる。赤と白のストライプ塗装。道沿いをパイプラインが走り、倉庫の向こうに大型のコンビナートがそびえている。ナビを確認すると国道の右側に湾の入り江が迫っていた。海沿いの──工業地帯といったところか。

　ちらと地図に視線を走らせる。近くにコンビニのアイコンが見えた。ちょうどいい、少し休んでいくか。そう思い彼はアクセルを緩ゆるめた。

　国道を外れ脇わき道みちに入る。海浜公園を臨む倉庫街に目的の建物はあった。入り口にオレンジと白、赤三色のカラフルな看板が立っている。学はウィンカーを点滅させ駐車場に乗り入れた。バイクから降りスタンドを立てる。葉は桜ざくらが怪け訝げんな声で問いかけてきた。

「どうしたの？　もう東京ついたの？」

「そんなわけないだろ」

　学まなぶは溜ため息いき混じりに答えた。ヘルメットを外し、蒸れた髪をほぐすように首を振る。

「まだ五分の一も来てないよ。ちょっと休憩だ」

「五分の一……!?」

　葉桜の目が大きく見開かれた。学はナビに指を這はわせ縮尺を切替えた。

「今ここ……四よつ日か市いちのあたりだろ。東京まであと四百キロくらいだ。十二時間はかかるんじゃないか」

「十二時間……」

　虚うつろな声が薄紅色の唇くちびるから漏もれる。彼女は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻んだ。

「こんなペースで大丈夫なの？　約束の時間まで七十二時間、明明後日しあさつての正午までしか余裕がないのよ」

「分かってるさ。でもしょうがないだろ。高速の入り口はどこもかしこも検問だらけだし、下道を飛ばした挙げ句、警察につかまったら元も子もない」

　それに──と学まなぶは髪を搔かき混ぜた。

「先は長いんだ。きちんと体力温存しながら進んでいかないとバテちまう。東京ついた時、ぐだぐだにへばってたら何の意味もないだろ」

「それは……そうかもだけど」

　葉は桜ざくらは深い吐と息いきを漏らした。睫まつ毛げを伏せ、視線をアスファルトに落とす。

「……遠いのね、東京って」

「……確かにな」

　居きよ留りゆう区くから三時間以上走って道のりの半ばにも達していない。しかも日本という国は東京より先、はるか北まで続いているのだ。そしてその広大な国土でさえ世界全体から見ればちっぽけな島国に過ぎない。生まれて十数年、人生のほとんどを壁の中で過ごしてきた彼には目め眩まいがするようなスケール感だった。

「とにかく何か口にいれておこう。俺の方で適当に買い物してくるから、おまえはここで待ってろ」

「どうして？　私も行くわよ」

「おまえにはバイクを見ててほしいんだ。誰かに取られたら困るだろ」

　諭さとすように言ってヘルメットを受け渡す。彼女は不満そうに受け取りながら、それでもこくりとうなずいた。

　内心は別の思いがある。彼女を可能な限り人目に晒さらしたくなかった。変装しているといえ葉桜の容姿はひどく目立つ。黄金を塗り込めたような髪、人間にしては整いすぎた容よう貌ぼう。店に入ればおそらく彼女は周囲の注目を集めるだろう。その結果、誰かが彼女の素性に疑問を抱いだくかもしれない。心配しすぎな気もしたが可能な限り危険は冒したくなかった。

「すぐもどるから。何か食べたいものあるか？」

　葉桜はわずかに考え込んだあと、首を振った。とても食欲がある様子に見えない。学は小さく息を吐いて入り口に向かった。




　店に入ると、陽気なポップスが学を迎えた。

　店内に客の姿は少ない。サンダル履きの青年が雑誌を立ち読みしている。作業服の男性がペットボトルを手に取りレジに向かっていった。

　学は周囲の様子を窺うかがいながら買い物籠かごに商品を入れていった。サンドイッチにサプリメント、ミネラルウォーターに眠気覚ましのガム。タオルやティッシュ、ビニール袋もあった方がよいだろうか。こんな長旅になると思っていなかったから路銀と携帯端末程度しか準備してきていない。泊まりになることを考えると、歯ブラシや洗顔料も買っておくべきか。

　───。

　気がつけば買い物籠がいっぱいになっていた。プラスチック製の取っ手がずっしりと腕に食い込んでいる。学まなぶはこめかみを押えた。

　何をやってるんだ自分は。こんなに買い込んで、どこか離島にでも行くつもりか。ここから先、店がないわけでもあるまいし。全部持っていったらレジで妙みように思われる。

　中身のいくつかを棚に戻しながら、ふっとレジ上の情報ディスプレイに気づく。

　大型のモニタに商品広告や天気予報が映し出されていた。見ているうち画像がすっと切り替わる。青地に白抜きで警察庁のロゴ。続いて『過激派アポストリの発見にご協力ください』とテロップが表示された。

　画面上に赤い目の少女が現れ、アポストリの特徴が記載されていく。十代の女性を思わせる容姿、怪力、傷をつけてもすぐに回復、銀製品を忌き避ひ──

　息を吞のんで見守るうち少女の姿がフェイドアウトした。代わりに所々を黄色で強調したテキストが映し出される。

『アポストリは薬物やコンタクトを使い目の色を変えているケースもあります。見慣れぬ女の子を見かけた場合、なにかおかしいなと思った場合はすぐに最寄りの交番・警察署または１１０番までご連絡ください』

　………。

　慌あわてて時計を見る。気がつけば店に入ってからかなりの時間が経過していた。窓からバイクを確認するが他の車の影になってよく見えない。ぞわりと胸の奥で何かが蠢うごめく。なんだろう、なにかひどく嫌いやな予感がした。

　会計をすまし外に出る。満杯のレジ袋を揺ゆらしながら駐車場を走っていった。停車中のセダンをすりぬけ道路側を覗のぞき込む。




　そこに──葉は桜ざくらの姿はなかった。




「……な」

　学は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　大柄なバイクが陽光を浴びて鈍にぶく輝いている。左右に張り出したウィンカーや純白の外装は見間違えようもない、確かに彼らの乗ってきたバイクのものだ。だが周囲に彼の共きよう棲せい者──金髪の少女は見あたらない。学は凍りついた表情で周囲を見渡した。店舗の裏、ゴミ箱の脇わき、歩道、自販機。いない、必死で視線を走らせるが葉桜を見つけることはできなかった。

　体中から血の気が引いていく。外に置いてきたことが裏目に出たのか。確かに、どこにいようと彼女は目立つ。先程流れていた警察のＣＭ、あれを見た人間が葉桜に遭遇したら間違いなく不審に思うだろう。気づかぬうち警察に連絡が行き、彼女を捕獲、連れ去ったのだとしたら。

　息が苦しい。鼓こ動どうが高鳴り胸がぎりぎりと痛みを訴える。こみ上げるパニックを抑えながら、とにかく彼女を捜さがそうと走り出した時だった。

　視界の端はしで何かがきらりと瞬またたいた。

　固い表情のまま瞳ひとみを凝らす。道路の向こう、海浜公園の丘に細い背中が見えた。ベージュのカーディガンが風に揺ゆれている。青空と向き合うようにして、眩まばゆいブロンドの頭が海を見み据すえていた。

「……っ！」

　気づいた時にはもう走り出している。レジ袋からペットボトルが一つこぼれ落ちるが気にしていられない。左右を確認するのももどかしく車道を横断、公園の丘を駆かけ上った。

「葉は桜ざくら！」

　切迫した口調で呼びかけた。ぴくりとカーディガンの肩が揺れる。金髪の人影はゆっくりとふりむいた。ダークブラウンの瞳ひとみがぱちぱちと瞬またたく。

「学まなぶ……？」

　葉桜がきょとんとした表情で彼を見返した。学は怒声に近い声を上げた。

「何してるんだ、こんなところで！　バイクのところにいろって言っただろ！」

　学の剣幕に葉桜は肩を縮こまらせた。ひゅっと息を吞のんだ後、上目遣いに彼を見つめる。

「ご、ごめんなさい。なかなか戻ってこないから、ちょっとこの辺を歩いてみようと思って」

「誰に見られてるか分からないんだぞ。少しは緊張感を持てよ。ここは居きよ留りゆう区くじゃないんだぞ」

　気が緩ゆるんだせいか、つい棘とげのある言い方になった。葉桜はぐっと押し黙だまり、それからむくれたように唇くちびるを尖とがらせた。

「……分かってるわよ、そんなに怒らなくてもいいでしょ」

「怒ってるんじゃない。俺が言いたいのは──」

「いいわよ、別に言い換えなくても。以後ちゃんとバイクの面倒を見るようにするわ。これでいいんでしょ」

　視線を逸そらし頰ほおを膨ふくらませる。「だから、そういうことじゃなくて」と学が言っても耳を貸そうとしない。学は舌打ちした。

　失敗した。これではまるで彼女よりバイクを心配しているみたいでないか。どう説明したものか、思い悩んでいると不意に大きな音が響ひびき渡った。

　牛の鳴き声のようだった。空気を震わせ、長く低く遠くから響いてくる。寄り目がちになり天を仰いでいるともう一度。音は海側から響いてきていた。

「なに……？」

　葉桜がきょろきょろと視線を巡めぐらせる。学は小首を傾かしげ海の方を見た。対岸の埠ふ頭とうに何基ものガントリークレーンが立っている。その向こうに白い建造物が見えた。横長の──ビルだろうか。テラスを何層にも積み重ねたような構造で側面に無数の窓が開いている。一見したところ海辺の高級ホテルを思わせる外観だった。だが屋上には煙突がそそり立ち灰色の煙をたなびかせている。見ている間に、また低い音が鳴り響ひびいた。

　──客船だ。

　学まなぶは気づいた。

　船が出航の汽き笛てきを鳴らしているのだ。

　なんという大きさだろう。小さな──山くらいはある。琵び琶わ湖ではまず見られない巨船だった。圧倒的な質量と存在感に息をするのも忘れ見入っていると、傍かたわらで葉は桜ざくらのつぶやき声が響いた。

「船──」

　大きな目がいっぱいに見開かれている。学はうなずいた。

「客船だな。丁度出発するところらしい」

「………」

　葉桜は電撃に打たれたように立ちすくんでいた。白い顔に畏い敬けいにも似た感情が現れている。たっぷり十数秒沈ちん黙もくした後、彼女は囁ささやいた。

「ねぇ、あの船どこに行くのかしら」

　学は片かた眉まゆをくいと持ち上げた。

「あれだけ大きい船だからな。結構遠くに行くんじゃないか。北海道とか沖縄とか、ひょっとしたらよその国かもしれない」

「よその国……」

　ぽつりとつぶやいて考え込む。見ているうち、小振りな唇くちびるが喘あえぐような吐と息いきを漏もらした。眉根を寄せひどく思い詰めた表情になっている。

「ねぇ学」

「………？　なんだよ」

「もしよ、もしもの話」

　葉桜の声は固かった。

「もしあの船に乗ったら──」

　何を言うつもりなのか。怪け訝げんに思い見ていると彼女は首を振った。

「……ごめんなさい、なんでもないわ」

「なんだよ、気になるだろ」

「なんでもない、ちょっと変なこと考えただけ」

「変なこと？」

　葉桜は答えなかった。海に背を向け公園の丘を下り始める。彼女は細い首を傾かたむけ学を振り返った。

「さ、行きましょう。急がないと、時間ないでしょ」

　一体なんだというのだろう。学は首を傾かしげながら彼女のあとを追った。




　葉は桜ざくらはたまにおかしくなる。

　話しかけても返事をしない。唇くちびるを真一文字に結び、ひどく思い詰めた表情で虚こ空くうを睨にらみつけている。人差し指の付け根と親指で顎あごをつまみ始めたらもう間違いない。いつもの病気だった。

　共きよう棲せいを始めてしばらくはどこか具合でも悪いのかと思っていた。だが一緒に暮らすうち理由が分かった。彼女は一旦悩み始めると、答えが出るまで考えることをやめないのだ。

　普通の人間なら解決不能な問題に突き当たれば、やがて検討を諦あきらめる。思考をとりやめ「まぁなるようになるさ」「考えても仕方ない」と頭を切り換える。ところが葉桜は絶対に諦めない。何か良い方法があると考え、思考が堂々巡めぐりしてもその事実に気づかない。結果として思索に没頭し横から話しかけられても見当違いな答えを返し始める。

　要は真ま面じ目めなのだ。ベストを尽くせば、物事を突き詰めれば必ずよい答えが出ると信じている。だからこそ中途半端な状態で投げ出せない。自分が納得いくまで徹底的に考え続ける。それが端はたからどんな奇異に見えようと気にしない。

　今回も同じかと思った。

　コンビニを出発してからからずっと葉桜は黙だまりこくっていた。彼の背にしがみつき、じっと息を潜ひそめている。たまに休憩を挟はさみバイクから降りても彼女は言葉少なだった。最低限の会話で意思疎通を終わらせ、また物思いにふけっている。

　多分、またどうでも良いことで悩んでいるのだろう──そう思った。

　バイクから離れたことについて自分と学まなぶどちらの非が大きいか考え続けているのかもしれない。確かに学はバイクを見ているよう頼んだ。だが時間を忘れて買い物に没頭していたのも事実だった。彼女のことだ。両方の立場から問題を検討し、謝るべきか再度反論すべきか考え込んでいるのかも知れなかった。

　今にも「学、私やっぱり納得いかない」と言い出すのでは──そう思っていたから特に気にもしなかった。彼女の中でどんな感情が芽生え、成長し、根づいていったかを考えてもみなかった。

　あとから考えれば、これが最後の機会だったのだろう。彼女を説得し同行を諦めさせれば、あるいは東京行きを取りやめ居きよ留りゆう区くに戻れば、その後に続く事態はなかったかもしれない。

　もちろん全ては後知恵に過ぎない。だが学はずっと考え続けている。あの時彼女と別れていたら、果たして自分の人生はどうなっていたのだろうと。




　居留区を出て七時間が過ぎた。

　途中渋滞を避け脇わき道みちにそれていたせいか、思ったより時間がかかっている。東京まで残り二百五十キロ、ナビの表示は静岡県浜はま松まつ市に近づいていた。

　日はとっぷりと暮れ空には星が瞬またたいていた。行き交う車は少なく周囲をエンジンの排気音だけが満たしている。右手は海らしい。茫ぼう洋ようたる闇が視界の果てまで広がっている。海上に橋が架かっているのか、時折ヘッドライトの明りが彼方かなたの空を駆かけ抜けていた。左手に鉄道の線路と思おぼしき高架が併走している。ナビを見ると線路の向こうに巨大な湖が広がっていた。道はここから先、河口の小島を結ぶように東へ向かっている。

　ちらと背中に視線を向ける。葉は桜ざくらは相変わらず身じろぎひとつせず彼にしがみついていた。一体なんだというのだろう。さっき休憩した時も彼女はろくに口をきかなかった。呼びかければ普通に答えるから機き嫌げんが悪いわけでもないらしい。ただ終始上の空でいる。コンビニでのことを引きずっているのか──そう思い訊たずねてみたが、そもそも彼女はバイクの件を忘れていた。なんだろう。何を考えているのかさっぱり分からない。

　次、止まったとき訊きいてみるか。

　溜ため息いき混じりに一人ひとりごちて正面に向き直る。外灯の列が途切れ空が広さを増していた。バイクは湖岸と小島を繫つなぐ橋きよう梁りようにさしかかっている。道の見通しはよく交通量も少ない。気を抜くとついスピードを出しすぎそうになる。今何キロだしているのか。メーターを確認しようとして、学まなぶはふっと気を取られた。

「………？」

　眉まゆをひそめて振り返る。道路の左手、橋梁の入り口付近に誰か立っていたように思えた。黒いジャケット、飾り気のない白のヘルメット。片手に何か黒いものを持っていた。

　なんだ……？

　あんな道路脇わきに立って何をしているのだろう。妙みような格好をして──あれじゃあまるで。

「………！」

　気づいた時には手遅れだった。

　道の前方、橋の出口付近に赤色灯が瞬またたいていた。カラーコーンの向こうに何台もパトカーが止まっている。車線脇の電光掲示板に大きく「臨時検問」と表示されていた。

　誘導用バトンを振り回しながら警官が飛び出してくる。左右に逃げ場はない。慌あわててＵターンすれば即座に白バイが追いかけてくるだろう。

　諦あきらめてスピードを落とす。警官に誘導されるまま路肩にバイクを寄せ停車した。

「すみません、特別警戒中です。免許証見せてもらえますか」

　二十代半ばの警官が甲かん高だかい声で言った。口調こそ明るいが表情には笑えみの欠かけ片らもない。黒目がちな瞳ひとみが油断なく彼を窺うかがっている。

「何かあったんですか」

　何気ない様子を装いながら財布を取り出す。警官は免許証を受け取りマグライトで照らした。

「事故が多いんですよ、ここ。スピード出しやすいですから。──ああ。お兄さん、滋し賀がからですか」

「……はい」

「どちらまで？」

「東京です」

「東京？」

　警官の目がすっとすぼまる。瞳ひとみの奥に冷えたものを感じて学まなぶはぞくりとした。

「ずいぶん遠くまで行くんですねぇ」

「ええ……ちょっと旅行で」

「なんで下道走ってるんですか」

「なんでって」

「高速道路とか使わないの？」

　警官の口調がぞんざいになる。学はごくりとのどを鳴らした。胸の奥で心臓が激しく脈打ち始める。

「あの……」

　かすれた声でつぶやく。まずい、早く何か言わなければ。

「なるべく節約していきたいんで。お金それほど準備してきてないから」

「そんな立派なバイク乗ってて？」

「………」

　学は沈ちん黙もくした。確かに警官の言う通りだ。こんな新品の大型バイクに乗って貧乏旅行もあるまい。警官は免許証を持ったまま学の腕をつかんだ。

「下りて、こっち来て」

「あの」

「早く、そっちの彼女も」

　ぐいと身体からだを引かれる。向こうから何人か警官が歩いてきていた。なんとか腕をふりほどこうとするが、警官は恐ろしい力で彼を引っ張っていく。別の警官が葉は桜ざくらの肩をつかんだ。

「ちょっと……ちょっと待ってください！」

　様子がおかしい。いくら特別警戒と言っても強引すぎる。彼らは橋を渡りきった所──植え込み奥の駐車スペースに向かっていた。狭い空間に白塗りのバンが止まっている。サイドドアが開き、中から白んだ光が漏もれていた。

　息を吞のんで見ていると警官の一人ひとりが無線機につぶやいた。

「Ａ号被疑者、一名確保。パッチテストの準備を」

　パッチテスト……？

　病院でアレルギー検査をするあれか？　なんでそんなものを。

　そこまで考えて血の気が引く。目の前の少女が人外の存在──アポストリかどうかを確認する手段。簡単だ。皮膚科医が金属アレルギーを調べるように、銀の断片を肌にあててやれば。

「……っ！」

　意識が沸騰し、気づけば体が動いていた。

　渾こん身しんの力を込めて傍かたわらの警官に体当たりする。予想外の行動に警官が姿勢を崩した。学まなぶはふりむきざまに怒鳴った。

「葉は桜ざくら、逃げろ！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、地面に叩たたきつけられた。後ろ手に捻ねじられ背中を押えつけられる。背骨がミシミシと音をたてて軋きしんだ。激痛に耐えながら頭を上げると、葉桜が呆ぼう然ぜんと彼を見下ろしていた。

　何をやってるんだ──早く逃げろと言って──

　顔を歪ゆがめながら声を張り上げようとした時だった。




　頭上を突風が吹き抜けた。




　巨体が宙を舞う。磁石が反発するように警官が吹き飛び道路に叩きつけられた。皮のジャケットとアスファルトが激しい音をたてて擦こすれ合う。息を吞のむ彼らの前で、葉桜がゆらりと半身を向けた。

　空気が歪ゆがんでいる。殺意、敵意、憎悪。禍まが々まがしい気が少女の周囲に渦うずを巻いていた。瞳ひとみが赤い。コンタクトをつけているはずなのに、彼女の虹彩は血のような真しん紅くだった。

「離れなさい」

　葉桜がぽつりとつぶやいた。視線を正面に据すえたまま細い足を一歩踏ふみ出す。警官達は身体からだを強こわばらせ銃を抜いた。

　葉桜は犬歯を剝むき出しにし吠ほえた。

「学から……離れて！」

　スニーカーの底がアスファルトを蹴ける。直後、学の前にいた警官がもんどり打って倒れた。続けてもう一人ひとりが顔面から落とされる。銃声が轟とどろく暇いとまもない。巨人の手で薙なぎ払われたように次々と警官が沈没していく。金色の暴風が吹き荒れ、その場に立つ者全てが薙ぎ倒されていった。

「ひ……ぁが……！」

　悲鳴とともに背中がふっと軽くなる。学は顔を上げた。すぐ上で革靴の底が揺ゆれている。葉桜が警官の首をつかみ宙に持ち上げていた。

　警官は白目を剝むき口から唾だ液えきを垂れ流していた。呼吸が止まっているのか、見る間に顔が青紫色に染まっていく。学は慌あわてて身体を跳はね起こした。

「やめろ！　やめろ、葉桜！」

　相手はテロリストでもなんでもない、普通の警官だ。彼らと殺し合う理由はない。

　葉桜は眦まなじりを吊り上げ警官を睨にらみつけていた。学の声が耳に入っていないのか、細い指にぎりぎりと力を込めている。

「葉は桜ざくら！」

　学まなぶは葉桜の肩をつかみ揺ゆさぶった。びくりと細い腕が震え男の身体からだが地面に落ちる。彼女は瞬まばたきを数回、荒い息をつきながら学を見た。

「なんで止めるの」

「なんでって──」

「学にひどいことしようとしたのよ。この人達。全員、殺してやろうと思ったのに」

「な……」

　学は絶句した。何を言っているんだ、こいつ。聞き間違いかと思って見返すが葉桜は真顔だった。血走った目を動かし路上の男達を見み据すえる。

「……そう、そうよね。生かしておいたら誰に連絡されるか分からないもの。殺しておくべき、一人ひとり残らず。〈水すい車しや小ご屋や〉の人間かもしれないし。学の目的を果たすためにもそれが正しいはず」

　ぶつぶつとつぶやいて足を踏ふみ出す。学は狼ろう狽ばいして彼女の前に立ちふさがった。

「待て！　ちょっと待て。どうしたんだ、おまえ。何か変だぞ!?」

「変……？」

　葉桜は小首を傾かしげた。本当にどこが変だか見当もつかない様子だった。

「何が？」とつぶやいて目を瞬またたかせる。学はぞくりとした。なんだろう、異端の狂信者とでも接している気分だった。普通に話しているはずなのに、同じ言葉を使っているはずなのに、会話が成立しない。価値観が重ならない。

　背後で呻うめき声がした。

　警官の一人が上体を起こしている。肘ひじで身体を支え、もう一方の手で額ひたいを押えていた。他の人間も目立った外傷はない。胸が上下しているところを見ると死人は出ていない様子だった。

「と、とにかく来い！」

　葉桜の手を引きバイクに駆かけ寄る。幸いにもキーは抜かれていなかった。葉桜をタンデムシートに乗せエンジンをかける。

　激しい排気音が周囲に響ひびき渡る。学はアクセルを全開にした。タイヤが軋きしみ音を上げてアスファルトを削る。ぐんとＧが身体を押しバイクが加速した。

　背後で何か声がしたように思える。学はふりむかなかった。彼はただ前だけを見て海沿いの道を直進し続けた。




　何時間走っただろう。

　見知らぬ風景が、町並みが、風のように飛び去っていた。長時間の運転で身体中の筋肉が強こわばっている。だが止まれない。止まったが最後、警察が追いついてくるように思えた。いや──それは言い訳か。正直言えば彼は怖かった。葉桜と話すのが。彼女に先程の件を訊たずねるのが。

『殺してやろうと思ったのに』

　彼女は言った。こともなげに、虫でも潰つぶすような何気なさで。

「……っ」

　下唇くちびるを嚙かみ、ひたすら意識を運転に集中させる。

　気づけば日付が変わっていた。ナビの位置表示は静しず岡おかの東端にさしかかりつつある。東京まで残り百キロ超。このペースならあと数時間で目的地にたどりつけるはずだった。ほっとした瞬しゆん間かん、センターのコンソールパネルにオレンジ色の光が灯ともる。

　ＦＵＥＬランプ──残燃料不足だった。

　どくんと鼓こ動どうが高鳴った。ガス欠……？　そう言えば堅かた田たを出てからここまで一度も給油していない。あと何キロ走れるのだろう。数キロ、それとも数百メートルか。

　視線を周囲に走らせる。見える範囲にガソリンスタンドはない。強こわばった表情でナビを見ると、一キロほど先にそれらしきアイコンが表示されていた。

　しょうがない……か。

　しかめ面つらでつぶやいて左側車線に移る。トラックの脇わきをすりぬけ幹線道路を走っていくと、程なく赤白青三色の看板が見えてきた。

　スタンドはセルフのステーションだった。空いている給油機を見つけバイクを停車させる。眩まばゆい白光が真昼のように周囲を照らし出していた。念のため辺りを確認するが警察の姿はない。学まなぶはシートから下りるとサイドスタンドを立てた。途端、泥のような疲労がこみ上げてくる。

　まずいな。

　学は首を振った。頭がぼんやりし目の奥がチカチカする。少しでも気を抜けば意識が途切れそうだった。

　思ったより参っているらしい。このまま運転し続けたら検問で捕まる以前に事故を起こしかねなかった。給油ノズルをタンクに差し込みながら、休もう──と思う。どのみち休憩無しで走っても東京到着は朝の四時だ。そんな時間にたどりついたところで星ほし祭まつりの職場は無人だろう。

　ナビの電源を入れ周辺を検索する。警察の目がある以上、一般の宿泊施設は使えない。どこか仮眠を取れる場所はないか。公園か、でなければキャンプ場のような。

　画面をスクロールさせていくと南に大きな緑地が見えた。千本浜公園──センボンハマと読むのだろうか。海に面して細長い敷地が広がっている。ここからだと十分もかからずたどりつけそうだった。

「葉は桜ざくら──」

　無意識に意見を求めようとして口ごもる。葉桜は下唇を巻き込んだままじっと俯うつむいていた。オープンフェイスのヘルメットに隠れ表情はよく見えない。ただ何かを拒絶するような固い雰囲気が白い横顔に漂っていた。

「………」

　唇くちびるを歪ゆがめ視線を逸そらした。気まずい沈ちん黙もくがたちこめている。

　ガコンと音をたてて給油が止まった。学まなぶは溜ため息いきを漏もらし給油口からノズルを抜いた。




　自動精算機で支払いを済ましスタンドを出発した。幹線道路を外れ、南に二キロ程バイクを走らせる。閑散とした街路の突き当たりに目的地はあった。

　広い敷地に松の木が鬱うつ蒼そうと生い茂っている。公園の奥はもう海なのか、底知れぬ闇が木立の向こうにわだかまっていた。

　学は駐車場にバイクを止め荷物を下ろした。来る途中、二十四時間営業のディスカウントストアに寄り野宿の道具を購入している。シュラフにマット、携帯用のランプに洗面具。欲を言えばテントも買っておきたかったが、さすがに持ちきれなくなりそうなので断念した。

　宿泊できそうな場所を求め敷地の奥に歩いていく。程なく小さな広場に出た。砂地の上に遊具やベンチ、木製のテーブルが並んでいる。学は周囲の安全を確認しランプを点つけた。シュラフとマットで簡易的な寝床をつくり葉は桜ざくらを振り返る。

「とりあえず四時間くらい仮眠しよう。ニュースも確認しておきたいし、おまえも座りっぱなしで疲れただろう」

「………」

　葉桜は無言だった。やや俯うつむき加減になり、顔に複雑な陰影を作っている。学は嘆たん息そくした。

「俺、ちょっとトイレ探してくるから。その間、荷物見ていてくれ」

　返事はない。学はすんと鼻をすすり松並木に足を踏ふみ入れた。

　思ったより気温が低い。地面の冷気が靴底を通じ伝わってくる。肩を縮こまらせ歩いていくと、木立の奥に白壁の公衆便所を見つけた。

　手洗い場に入り顔を洗う。冷たい水の感触がじわじわと肌に染み入ってきた。頭こうべを垂れ排水口を眺ながめていると徐々に意識が覚かく醒せいしてきた。先程まで意識を満たしていた感情──葉桜に対する恐怖も和やわらいでいる。

　ふっと一つの推測が脳のう裏りを過よぎった。さっきの警察との一件、葉桜は動転していたのでないか。極度の緊張下でハプニングに遭遇し過激な言動を取ってしまった。我に戻ったあと、取り乱したことを恥じ言葉少なになっているのでは。

　──ありえる。

　学は壁面の鏡を見み据すえた。

　彼女の性格を思えば十分考えられる話だ。不ふ機き嫌げん極まりない態度を取りながら黙だまって学についてきているのもそれで説明できる。今頃バツが悪くなりどう言い繕うか考えているのかもしれない。そう、きっとそうだ。

　得とく心しんした瞬しゆん間かん、何とも言えない疲労感がこみ上げてきた。彼女が勝手に思い悩み暴走するのはいつものことだ。だが状況を考えろと言いたかった。今の自分達は孤立無援で敵地にいるのだ。仲間同士でいがみあっている余裕はない。だいいち今回の東京行きに同行させてくれと言ったのは彼女でないか。他人行儀に振る舞えと言わないが少しは気を遣って欲しい。

「……ったく」

　舌打ちして蛇口を閉める。ハンカチで顔を拭ぬぐいながら彼は渋じゆう面めんを作った。

　葉は桜ざくらがそういう子供じみた態度に出るなら自分も譲歩する理由はない。向こうが折れるのを待つのみだ。そういう対応が既に子供じみている気もするが、だからといって自分から話しかけるのも納得いかない。

（だいたいあいつは──）

　眉まゆを寄せる。

　大して精神的にタフでもないのに、なんでもかんでも抱え込んで。少し弱みを見せたくらいで自分が彼女を軽けい蔑べつするとでも思っているのか。だとしたら、それこそ侮ぶ辱じよくだ。誰にだって弱みや失敗はある。それを受け入れられないほど自分は狭きよう量りようと思われているのか。

　ハンカチをズボンのポケットに戻し、表情を引き締める。

　広場への道を戻りながら彼は呼吸を整えた。木々の間、ランプが生み出す灯の中に葉桜を捜さがす。彼女は最後に見かけた時のままベンチ脇わきに立ち尽くしていた。

「トイレあっちにあったぞ」

　そっけなく言って彼女の横を通り過ぎる。葉桜は動かなかった。拳こぶしを握りしめたまま石のように沈ちん黙もくしている。学まなぶはちらと彼女の様子を窺うかがいながらマットにたどりついた。ジャケットと靴を脱ぎシュラフを取り上げる。

「……ねえ」

　ぼそりと背後で声が響ひびいた。

　細く、かすれた声こわ音ね。学は葉桜に背をむけたまま「ああ」と答えた。

「ねえ、学」

「なんだよ」

　荒い息づかいが聞こえた。学は肩越しに振り返り眉まゆをひそめた。葉桜の身体からだが震えている。色味を失うほどに引き結ばれた唇くちびる、きつく握られた拳。何かが彼女の中で激しくせめぎ合っているようだった。

「葉桜……？」

　さすがにおかしいと思った。息を吞のんで見つめていると葉桜は両目を瞬またたかせた。大きく息を吸い込み、身体を強こわばらせる。

　そして──彼女は言った。

「もう……やめない？」

　学は小首を傾かしげた。唐突すぎて何を言っているのかよく分からなかった。

「やめるって……何をだよ」

「全部」

「全部って」

「戦争を止めるとか、〈水すい車しや小ご屋や〉を倒すとかそういうこと」

　───。

　……は？

　意識が空白化した。聞き間違いかと思い葉は桜ざくらを見つめる。だが彼女は明めい瞭りような口調でもう一度言った。

「さっきの検問みたいなこと、この先たくさんあると思う。東京の協力者だって、どこまで力になってくれるか分からないんでしょ。どうせうまくいかないなら──これ以上危険を冒してもしょうがないと思う」

　学まなぶはぽかんと口を開け、ついで激しく狼ろう狽ばいした。目を見開いて彼女に向き直る。

「な、なに言ってるんだ。おまえ。俺達が〈水車小屋〉を止めなかったら何が起きるか分かってるのか？」

「分かってるわ」

　葉桜は平板な声で言った。

「評議会は宣戦布告を決議する。〈十じゆう字じ架か〉の無差別砲撃が始まって大陸の軍隊も攻めてくるでしょうね。たくさんの人が死んで町も燃える。私達──アポストリも無事ではすまない」

「なら……！」

「でも」

　強い口調が学の言葉を遮さえぎる。葉桜はきっと彼を見み据すえた。

「でも、それだけ」

「それだけって」

「他の人が何千人何万人何億人死んでも学は生きている。戦争が始まる前に逃げれば私達は無事でいられるわ。世界はこんなに広いんだもの。どこかで私達二人ふたりくらいひっそり暮らせる場所があるはずよ」

「おまえ……」

　学は熱い吐と息いきを漏もらした。最初の衝撃が収まり火のような怒りがこみ上げてくる。彼は眉まゆを吊り上げ怒鳴った。

「俺に全てを放り出せっていうのか！　星ほし祭まつりや茉まつ莉り花かさん、親おや父じの期待を全部裏切って逃げだせっていうのか……！」

「………」

「なんなんだ、おまえは。あれだけ相互理解とかなんとか言って、いざとなったら命が惜おしくなったのか。自分だけ助かればいいっていうのか！」

「違う！」

　葉は桜ざくらは悲鳴のような声で叫さけんだ。髪を振り乱し、ぎりりと奥歯を食いしばる。

「違う、違う、違う！　私の命なんかどうでもいい。学まなぶが死ねって言うなら私はいつでも死ねる。〈水すい車しや小ご屋や〉と差し違えろって言われたら躊躇ためらわずにそうしてみせる！　そうじゃないの。私が守りたいのはあなたの命。あなたにこれ以上危険を冒して欲しくないの！」

「な、なんだよそれ……」

　激しい剣幕に気け圧おされながら、学は寸前で踏ふみ止とどまった。一体なぜ彼女がこれほど激げつ昂こうしているのか分からなかった。

「あれか……？　共きよう棲せい体の保護義務ってやつか。だから、今はそんなことを言ってる場合じゃ──」

　葉桜は激しく頭を振った。「違う、違う」とロボットのように繰り返す。

「共棲なんてどうでもいい！　私にとって大事なのは学だけ。世界の全てが死に絶えても学さえ生きていればいいの。アポストリの未来も、この国との共存も──あなたがいなければ何の意味もない。あなたが命を賭けなければ存続できないような世界なら、そんな世界滅んでしまえばいい！」

「………」

　学は絶句し、眼前の少女を見つめていた。

　葉桜の瞳ひとみから大粒の涙が次々とこぼれ落ちる。あふれ出る感情が彼女の顔をくしゃくしゃに歪ゆがめていた。

　瞬しゆん間かん、学の中で何かが繫つながった。星ほし祭まつりや稻いな雀すずめと出会ったとき葉桜が見せた態度。多た景け島しま行きの船で告げられた言葉。刺客撃退後、彼女の肩を支えた時の反応。東京行きを知らせた瞬間の激昂。そして──星祭に言われた言葉。絶対存在──マエスタ。

「葉桜、おまえ……俺のこと──」

　葉桜の肩がびくりと震えた。

　息苦しい静寂が周囲に満ちる。永遠にも思える沈ちん黙もくの後、彼女は観念したようにうなずいた。

「ええ……ええ、そうよ。私は学のことが好き」

　学は信じられないように首を振った。

「いつから？」

「もう……もうずっと前」

　葉桜は消え入りそうな声で言った。小さく顎あごを引いた拍子に波打つ金髪が頰ほおを撫なでる。

「人間の好きとかよく分からなくって……、でも学と離れるのがイヤで。学とずっと一緒にいたくて。気がついたら……もうどうしようもなくなってた」

「………」

「今だってそう。理屈では学の言うことが正しいって分かってる。でもイヤなの。学に何かあったらと思うと私、頭の中がぐちゃぐちゃになって。伯お母ば様も、居きよ留りゆう区くもどうでもいいって思えてくる」

「葉は桜ざくら……」

　彼女は下唇くちびるを嚙かみしめた。

「……分かってる、分かってるわ。アポストリが人間を好きになってもどうしようもないことくらい。星ほし祭まつりのお母さんと同じ。いつか共きよう棲せい期間が終わったら私は学まなぶと別れなければいけない。〈十じゆう字じ架か〉に戻らないといけない。学は普通の人間の女の子と結婚して普通の家庭を作るんだってちゃんと理解してる。でも──」

　でも、私は学が好き。彼女は喘あえぐような声で言った。

　学は無言だった。頭がまともに機能していない。思考が搔かき乱され頭の中がジグソーパズルをぶちまけたようになっていた。

「だから……私と一緒に……」

　囁ささやきかけて葉桜は口をつぐんだ。抱えていたものを出し切ったのか、憑つき物の落ちたような表情になっている。押し黙だまる学から視線を逸そらし彼女は自じ嘲ちよう気味に口元を歪ゆがめた。

「そう……そうよね。あなたは逃げない。けっして退ひかない。だから私はついてくだけ。この身体からだが崩れても、引き裂かれてもあなたの盾になるだけ」

　葉桜は顔を背そむけた。「顔……洗ってくる」──、短く言って踵きびすを返そうとする。学は反射的に彼女の腕をつかんでいた。細い肩を引き寄せ強引に向き直らせる。

「ま、学……」

　葉桜の身体が強こわばる。だが学は構わず彼女を搔き抱いていた。温もりが服の生き地じ越しに伝わってくる。シルクのように柔らかな感触が胸と腕、掌てのひらに感じられた。

　葉桜は小刻みに肩を震わせていたが、やがてふっと身体の力を抜いた。

　ダークブラウンの瞳ひとみが蕩とろけるように潤うるむ。薄紅色の唇が開き、かすれた吐と息いきが漏もれた。学はぎりっと歯を食いしばり彼女を抱く腕に力を込めた。自分が何をしているのか、この行為がどういう意味を持つのか。混乱した頭はまともな答えを出しそうにない。だが今はこれ以外どうしたらよいか思いつかなかった。

　───。

　どのくらいそうしていただろう。不意にそっと胸を押し返された。葉桜が俯うつむき加減になり唇を結んでいる。学はかすれ声を漏らした。

「葉桜、俺は──」

「言わないで」

　葉桜の声は固かった。頭を振り細い顎あごを引く。長い睫まつ毛げが瞳ひとみに濃い影を落としていた。

「……ごめんなさい、私どうかしてる。こんなこと言ってもしょうがないのに。学を混乱させるだけなのに」

　艶つややかな唇くちびるが歪ゆがむ。彼女は苦痛を顔に滲にじませ囁ささやいた。

「今まで通りの関係でいましょう。多分、それが一番いいわ」

「今まで……通りって」

　呆ぼう然ぜんとする彼を葉は桜ざくらは上目遣いに見上げた。眦まなじりが緩ゆるみ泣き笑いのような表情になっている。彼女は寂しげな眼まな差ざしで問いかけた。

「それとも……学まなぶは全部投げ出してくれるの？　ここであなたの戦いを諦あきらめてくれるの？」

「………」

　何も言い返せなかった。風が松葉を揺ゆらし低いざわめきを生み出す。沈ちん黙もくする彼の前で葉桜はふっと顔を逸そらした。

「学が私のこと、どう思ってくれてるのかは分からない。でも人間とアポストリの恋愛なんてどのみちひどいことになる。だったら最初から今以上なんて望まない。これまで通りただの共きよう棲せい者でいた方がいい──」

　それだけ言うと彼女は学の腕を解いた。二歩、三歩と後じさり距離を取る。肩を揺ゆらし呼吸を整えた後、彼女はふっと口を開いた。

「ねえ……一つだけ教えて」

　静かな口調で葉桜は言った。泣き腫はらした目が学を見み据すえる。

「私が好きでも迷惑じゃない？　こんな化け物に好かれて気持ち悪くない？」

「……そんなわけないだろ」

　辛かろうじてそれだけを口に出せた。葉桜の唇が綻ほころぶ。彼女は儚はかなげな微笑を浮かべて小首を傾かしげた。

「それだけで十分。私はあなたについていく。今までと同じように、共棲が終わるまで」

　顔洗ってくるわね──つぶやくように言って葉桜は学に背を向けた。カーディガンの裾すそを揺らし木立の間に消えていく。

　無人となった広場に学はただ呆然と立ち尽くしていた。







　第三話








三月十八日　午前十時二十二分

東京　恵え比び寿す






　星ほし祭まつりの職場は東京の恵比寿という土地にあった。

　ＪＲ西口にバイクを乗りつけ周囲を見渡す。朝十時の駅前はまだ人通りも少なかった。ロータリーの四方に巨大なビルが建ち並んでいる。向かって左手、東側のショッピングセンターは駅舎と一体化しているのか、褐かつ色しよくの壁に大きく駅名が掲げられていた。その下に駅名の由来らしい小さなえびす像が見える。

　学まなぶは携帯端末を取り出し星祭のメモを呼び出した。タッチパネルをいじりながらちらと葉は桜ざくらを窺うかがう。彼女は物珍しげに町並みを眺ながめていた。昨夜の態度がなんだったのか、すっかりいつもの彼女に戻っている。

　夢だったのか──

　ともすればそう思いそうになる。だが彼女の言葉、声、表情は目を閉じるだけで鮮やかに蘇よみがえってきた。

『私は学が好き』

　彼女は言った。狂おしいまでの思いを込めて。全ての感情を叩たたきつけるように。

　どくどくと心音が高鳴る。彼女が自分のことを──？　今でも信じられない。彼女が自分についてくるのは共きよう棲せい体としての義務感、責任感の表れだと思っていた。でなければ生来の正義感、倫理観故ゆえか。とにかく、この気位の高いアポストリが自分に好意を寄せているなど思いもしなかった。驚きを通り越してもはや現実感がない。

　自分はどうなのか。心の底を覗のぞき込むと答えは探すまでもなく浮かび上がってくる。自分は──葉桜のことが好きだ。去年の十二月、ラパーチェ事件以来ずっと学は彼女のことを想い続けている。

　であれば何も問題はない。想いを告げ、彼女の好意を受け入れればよい。だがその結果、何が起るのか。彼女は世界の命運より学を優先すると言った。今は強烈な自制心で押し殺しているようだが、自分が想いを伝えればまた状況は変わるだろう。歯止めは失われ葉桜は再び自分しか見なくなる。学の命を守るためなら他の人間を殺し、同胞を見捨てることも厭いとわないだろう。

　恐ろしいのは自分もまた彼女への感情に溺おぼれてしまいそうなことだ。全てを投げだし葉桜を連れて逃げる、それはなんと甘かん美びな誘惑だろう。誰も知らない所──外国や離島に行けば、もう協定も居きよ留りゆう区くも関係ない。共きよう棲せい期間など意識することなくずっと彼女の傍そばにいられる。──

「学まなぶ」

　背後から呼びかけられ、びくりと身体からだを震わせた。葉は桜ざくらが怪け訝げんそうに彼を見つめている。

「どうしてこんなところで止まってるの？　星ほし祭まつりの働いているところに行くんじゃないの？」

「ああ」

　逃げるように視線を逸そらす。携帯端末を覗のぞき込みながら彼はぼそぼそとつぶやいた。

「直接行っても入れないから、ここで連絡するよう言われてるんだ。迎えに来てくれるらしい」

「その──防衛研究所の人が？」

「多分な」

　星祭の同僚だと聞いていた。どんな人物か分からないが、あいつが信用できると判断したのならまず間違いないだろう。気さくでざっくばらんな態度と裏腹に、星祭は滅多に他人を信用しない。彼女の数奇な生い立ちや境遇、立場の影響だろうが、最初の頃は学も信用を得るのに随分苦労したものだった。

　メモから相手の端末番号を見つけ出し発信する。ふっと、葉桜のことは伝わっているのだろうかと思った。元々連れてくる予定ではなかったし、先方もアポストリの同行は想定していないだろう。相手は親しんアポストリ派らしいが場合によっては彼女の素性を隠す必要がある。呼び出し音を確認しながら、葉桜にその旨忠告しようとした時だった。

『おせぇ！』

　野太い男の声が耳を貫いた。

　端末がびりびりと震えている。学は一いつ瞬しゆん放心状態になり端末を見み据すえた。怒鳴り声が追い打ちをかけるように響ひびいてくる。

『たかだか居留区から東京出てくんのに、どんだけ時間かかってるんだ！　こっちは昨日きのうの晩からずっと寝ずに待ってたんだぞ。てめぇ、まさか人を待たせて自分は悠ゆう々ゆうと一泊してたんじゃねぇだろうな!?』

　いえ、あの、そのと口ごもっていると、男は苛いら立だたしげに舌打ちした。

『で？　今どこだ、ついたのか。何口だ』

「西口です」と答える間もなく電話が切れる。ぽかんと端末を手に立ち尽くしていると、五分もたたないうち爆音が轟とどろいた。タクシーとバスの間を縫うようにして真しん紅くのスポーツカーが飛び込んでくる。車高の低い鏃やじりのようなシルエットだった。切れ長のヘッドライト、尾羽のように跳はね上がったリアスポイラー。長く突き出したノーズが甲虫の顎あごを思わせる。

　車はタイヤを軋きしませながら学達の前に停車した。ウィンドウが開き、中から短髪の男が顔を出す。

　眉まゆ尻じりの吊り上がった、ひどくおっかない形相の男性だった。眼光は鋭く挑いどみかかるような視線でこちらを見ている。よく見ると顔立ちが厳いかついわけでない。丸顔で、どちらかといえば童顔と言ってよい面めん貌ぼうだろう。だが内から放つ雰囲気がとにかく刺とげ々とげしい。年の頃は二十代後半だろうか、襟えりの大きなシャツに暗色のジャケットを合わせている。

「てめぇか、月つき原はらの知り合いってのは」

　男は睨にらみ上げるように学まなぶを見た。口調にあからさまな険がある。学はがくがくとうなずいた。

「乗れ」

　言って助手席に向かい顎あごをしゃくる。学はたじろいだ。

「あの、でも、バイクが」

「そんなもん置いてけ。入構の許可とんのも面倒だ」

　学は葉は桜ざくらと顔を見合わせた。ややあってどちらからともなくヘルメットを脱ぎ助手席側に向かう。彼らが座席に着くと、シートベルトをつける間もなく車は急発進した。

「で」

　男の声が学の耳じ朶だを打った。急なコーナリングで身体からだが左右に揺ゆさぶられる。学は必死でシートベルトを締めながら顔を上げた。男の目がぎろりと学を見る。

「てめぇは一体月原のなんなんだ」

「なにって……」

　男は丸顔を石のように強こわばらせた。怒気をはらんだ声がわずかにうわずる。

「あ、あいつとつきあってるのか」

　ぽかんと口が開く。一体なぜそんな話になるのか。慌あわてて首を振った。

「ち、ちがいます。あいつとは……その、従い兄と妹こみたいなもんで」

「みたいな？」

「いえ、あの、従兄妹です」

　疑わしそうな表情のまま、だが男は学から視線を外した。正面を睨みつけ苛いら立だたしげに口を結ぶ。

「あのじゃじゃ馬娘、三日前に突然有給とるとか言い出して、行き先も言わず音信不通になったと思ったら一昨日の朝いきなり電話で『今居きよ留りゆう区くにいる』だぞ？　あそこは自衛隊包囲のまっただ中じゃねぇか。何考えてんだよ、ったく」

「………」

「おまけにどこの馬の骨ともしらんやつをよろしく頼むとか、そいつが〈水すい車しや小ご屋や〉とやりあう手助けをしろとかマジで意味わかんねぇ。どんな厳いかついオヤジが来るかと思ってたら、こんなガキだし。しかも女連れときた」

「ええっと……」

　学は視線を宙にさまよわせた。

「ひょっとして、あいつ……月原からそれだけしか聞いてないんですか」

「おう」

　それは──この男ならずともわけが分からないだろう。内心で同情しながら彼は言葉を継いだ。

「俺は──南みなみ方かた学まなぶと言います」

「南方……？」

　学はうなずいた。

「南方恵けい吾ご──在彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く全権大使の息子です」

　ぐんと、急ブレーキの衝撃が身体からだを前に押しつけた。激しい擦さつ過か音とともに外の景色が止まる。シートベルトが鎖さ骨こつに食い込み、頭をダッシュボードへ打ちつけそうになった。ごほごほと咳せき込みながら顔を上げる。気づけば車は石垣の脇わきに停車していた。フロントガラスの向こうに古びた煉れん瓦が造りの門柱が見える。門塀の奥に守衛の詰め所と物々しい監視カメラがあった。

「……はっ」

　耳元で喘あえぎ声が響ひびく。学はシートベルトをつかみ崩れた姿勢を立て直した。視界に影が落ちている。すぐそばで男が彼の顔を覗のぞき込んでいた。双そう眸ぼうをいっぱいに見開き漆しつ黒こくの瞳ひとみをギラギラと輝かせている。口角が急角度で吊り上がり、猛獣のような笑えみを作っていた。男は喜悦も露あらわに学へ笑いかけた。
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「そういうこと、そういうことか。こいつぁいい。あの豪腕大使、ただじゃ死なねぇと思ってたが、まさか息子を送り込んでくるたぁな。しかもこのタイミングで。すげぇ、こいつは傑作だ」

　頰ほお肉を歪ゆがめ白い歯を剝むき出しにする。学まなぶは呆あつ気けにとられて男を見返した。いきなりの豹ひよう変へんぶりに、どう答えてよいか分からない。

　男はひとしきり笑い終えると学に向き直った。眦まなじりに力を込め、ぐいと顔を突き出す。

「俺の名は多た田だ暁あき彦ひこ。陸自の三等陸佐だ。ここの第七研究室で主任研究官をやってる」

　男は顎あごで門柱を示した。煉れん瓦が塀べいに木製の看板が掲げられている。学ははっと息を吞のんだ。看板には毛筆で『防衛省──防衛研究所』と書かれている。

　男は不敵な表情を浮かべた。ハンドルに片肘ひじを預けたまますっと手を差し出してくる。

「ようこそ最終防衛線へ。ついでに言えば今まさにここが最前線だ」




　多田は革靴の底を叩たたきつけるようにして廊下を歩いていく。

　すれ違う職員が学や葉は桜ざくらを見て目を丸くする。だが当の多田は気にした様子もない。肩で風を切り、無人の野を行くがごとく研究所の奥に進んでいく。

　どうもかなり豪ごう放ほうな人間らしい。口調が乱暴なのも、怒っていると言うより普段からそういう話し方のようだった。

　彼はよく通る声で学に話しかけた。

「ここがどういう場所か聞いてるか？　表向きじゃなく実体だ」

　学はうなずいた。

「親しんアポストリ派の人間を集めたと聞いてます。親おや父じや他の人達がやられた時、最後に動く組織だって」

「だよな、俺もそう思ってた」

「違うんですか」

　多田は眉まゆ尻じりを吊り上げた。舌打ちし、ふんと鼻を鳴らす。

「どうにもな。煮え切らねぇんだよ、上の連中が。実行部隊はいつでも動ける状態にあるんだが肝心の指示が出ねぇ。昨日きのうも今日きようも会議会議会議だ」

「なんでそんな」

「時期じゃねぇんだと」

　多田は吐き捨てるように言った。

「自分達は最後の戦力だから時期を見て慎重に動くべき──だとさ。俺から見てると怖おじ気づいたようにしか見えねぇんだけどな」

　大声で言うため周囲の人間がちらちらとこちらを窺うかがう。学ははらはらしながら言葉を継いだ。

「じゃあ──今のところ全く何もしてないんですか」

「全くってわけじゃねぇんだろうけどよぅ」

　多田は眉根に深い皺しわを刻んだ。

「細かい手は打ってるさ。だがなぁ、土ど砂しや降りん中ハンカチで水を拭ぬぐっててもしょうがねぇだろ。雨を止やませるなら止ませるで、もうっちっと思い切った手を打たねぇと」

「………」

「だけどまぁ」

　多た田だは上機き嫌げんになり学まなぶに笑いかけた。ばんばんと強い力で彼の肩を叩たたく。学は姿勢を崩しそうになった。

「大使の息子が来たならもう安心だぁな」

「あ、安心……？」

「おう、大使にかわって連中を動かしてくれるんだろ。ガツンと。なんか親おや父じから言われてるんだよな？」

　学は背筋に冷たいものを感じた。なにか、ひどく大きな勘違いをされている気がする。だがどのみち彼らを説得できなければ未来はない。難しい表情で沈ちん黙もくしていると、多田はくいと首を捻ひねった。

「まぁ上の連中は時間が空き次第引き合わせっからよ。とりあえずうちの研究室に来いや。居きよ留りゆう区くがどうなってるか教えてもらいてぇし。で、で、その」

　つ、月つき原はらがどうしてるかも──

　そうどもりながら言うので学は気抜けしてしまった。学のなんともいえない視線に気づいたのか、多田はしかつめらしい顔で咳せき払いした。

　気づけば白い扉の前にたどりついていた。プレートに第七研究室の記載がある。多田は手の甲でドアをノックした。

「多田っす。入ります」

　扉が開く。

　中は雑然としていた。縦長の間取りに椅い子すや机が所狭しと並べられている。壁には本棚が置かれ、はち切れんばかりに蔵書が詰めこまれていた。端末やライト、空気清浄機が机の上に壁を作っている。その向こうに──癖毛の頭が見えた。

「お、来たか」

　スーツの腕が上がる。ぎぃと椅子を軋きしませて長身のシルエットが立ち上がった。

　彫りの深い、哲学者を思わせる顔立ちの男だった。癖のある髪をぞんざいに撫なでつけ後ろに流している。皺しわだらけの背広と曲がったネクタイ、瘦こけた頰ほおには無ぶ精しよう髭ひげが伸びていた。

「あ、相あい川かわさん？」

　学は目をしばたたいた。あくの強い容よう貌ぼうが記憶の中の顔と一致する。父親の上司──外務省事務次官の相川だった。

　相川はにぃと唇くちびるを歪ゆがめた。

「やっぱり学君か、月原から連絡があったんでそうだろうと思ったんだが」

「なんすか？　相あい川かわさん知ってたんですか、こいつらが来ること」

「大体見当はついてたな」

「なんでぇ、だったら教えてくれりゃあよかったのに。人が悪い」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらす多た田だの横で学まなぶはひたすら呆ぼう然ぜんとしていた。先週、父親の死を契機に始まった親しんアポストリ派の放ほう逐ちく──その最中、相川は外務省を辞め音信不通になっていた。その彼がなぜここにいるのか。

「なんだ？　幽霊でも見たような顔して」

　相川は机を回り込むようにして近づいてきた。瞳ひとみに柔和な光をたたえ学を見下ろす。

　学は喘あえいだ。

「いえ……〈水すい車しや小ご屋や〉にやられたと思ってたんで」

「命は無事だが職を奪われた。おかげでここに居い候そうろうの身だ」

　自じ虐ぎやく的に言って相川は肩をすくめた。細い目をきゅっとすぼめる。

「だが自由になったおかげで動きやすくはなった。今なら俺が敵討ちをしようが〈水車小屋〉と差し違えようが誰にも迷惑はかからん」

「相川さん──」

　息を吞のむ学から相川は視線を逸そらした。固い表情で立ち尽くす葉は桜ざくらに向き直る。

「君が──葉桜か」

　葉桜は躊躇ためらいがちにこくりとうなずいた。ダークブラウンの瞳に緊張が走る。相川は背筋を伸ばしたまますっと頭こうべを垂れた。

「すまん。俺達が不ふ甲が斐いないせいでこんなことになってしまった。評議長を守って亡くなった君らの同胞には──まったく、なんとわびてよいか見当もつかない」

「………」

「許してもらえるとは思わん。今回の騒動がどうなるにしろ、なんらかの形で責任は取らせてもらうつもりだ。だが、今は一緒に戦わせてほしい。そのあとなら──君らに処刑されようが戦犯として裁かれようが文句は言わん」

　相川はそう言って頭を低くした。葉桜はしばらくの間、無言で彼を見下ろしていたが、ややあってそっと相川の肩に触れた。

「頭を……頭を上げてください、事務次官」

　言いながら腰を落とす。眉まゆ尻じりが下がり困ったような表情になっていた。

「今の私に誰かを裁く資格はありません。去年の冬、私はラパーチェ事件で大きな過ちを犯しました。あの時の罪は──今も消えることなく残っています。それに、今だって私は──」

　言いかけて口をつぐむ。細い首が傾かたむき大粒の瞳が学をとらえた。虹彩の奥に切なげな感情の揺ゆらめきがある。どくりと鼓こ動どうが高鳴った。無言のまま立ちすくんでいると葉桜は寂しげに視線を逸そらした。

「……どちらにしろ、今の私達に仲間内で断罪しあっている余裕はないはずです。ならば罪を抱えた者同士、しばらくの間、手を取り合っていくべきでありませんか。内輪揉もめのような贅ぜい沢たくを楽しむのは全てが終わった後でもいいはずです」

「贅沢……」

「ええ。贅沢です、事務次官」

　それにと彼女は言葉を続けた。眦まなじりが緩ゆるみ、ひどく愛らしい表情となる。

「私も評議員候補の資格を無くした身です。動きやすいという意味では閣下と同じです」

　相あい川かわは虚を突かれた様子になった。墨すみ色いろの目がぱちぱちとしばたたかれる。

　ややあって、相川の口元に気恥ずかしげな苦笑が浮かんだ。瘦こけた頰ほおを歪ゆがめ学まなぶを見る。

「やれやれ……こりゃ一本取られたな。──顔に似合わず大した豪ごう傑けつぶりじゃないか。君のパートナーは」

　学は内心の動どう揺ようを抑え、曖あい昧まいにうなずいてみせた。葉は桜ざくらは柔和な微笑を浮かべたたずんでいる。その顔に先程見えた感情の揺ゆらぎはない。気のせいだったのか、……いや、だが。

「あのぉ」

　不意に、気の抜けた声が周囲に響ひびいた。ふりむくと多た田だが怪け訝げんな表情でこちらを見ている。彼は眉まゆ根ねに皺しわを刻み小首を傾かしげた。

「で、結局そっちの嬢ちゃんは誰なんです？」




　──結局、それから小一時間かけて互いの状況を確認した。

　相川の情報は学の知識を裏づけるものだった。

　ここ──防衛研究所が親アポストリ派の拠点になっていること。〈水すい車しや小ご屋や〉の猛攻を前に内部の意見が割れ、身動きが取れなくなっていること。相川は外務省退官後、星ほし祭まつりの後見人として客分扱いでこの場にいること。立場上ほとんど発言権もなく、星祭の同僚数人──その一人ひとりが多田だった──としか共闘出来ていないことを告げられた。

「外の連中とはほとんど連絡が取れていない、〈十じゆう字じ架か〉とのホットラインも全滅だ」

　相川は難しい表情で言った。自分の不ふ甲が斐いなさに腹をたてているようでもあった。

　事態の容易ならざることに震しん撼かんしながら、学は居きよ留りゆう区くの状況を説明した。水み無な瀬せとの電話、臨時評議会の推移、自衛隊の砲撃について漏もらさず話していく。

　ただ、何点かの情報は意識的に伏せた。まず一つ、〈秋アウトウンノ〉が行っていた大陸との秘密交渉──取り方によってはアポストリ側の裏切りとも思えるこの情報を学は隠いん蔽ぺいした。現段階で交渉の存在を漏もらせば親しんアポストリ派の態度を硬化させかねない。相川はともかく、会ったばかりの多田に話してよいか判断がつきかねた。

　もう一つは星祭の正体について。どうも多田は彼女を普通の人間だと思っているらしい。途中で相川に確認したところ、星祭の素性は組織内でも一部の職責者にしか知らされていないとのことだった。そのため学まなぶは星ほし祭まつりの活動を巧こう妙みようにぼかして説明した。

　相あい川かわと多た田だは固かた唾ずを吞のんで学の話に聞き入っていた。途中、宣戦布告まであと七十二時間と聞いて喘あえぐような声を漏もらす。彼らが想定していたよりはるかに早いスピードで事態は悪化しているようだった。

　話を終えるなり多田が血相を変えて立ち上がった。額ひたいに青筋を浮かべ扉に向かおうとする。相川は鋭い声で彼を呼び止めた。

「どこに行く、多田三佐」

「決まってます、上の連中の尻しりを蹴けり飛ばしてくるんです。こいつの話が本当なら事態はもう一刻の猶ゆう予よもねぇ」

「蹴り飛ばしたくらいで説得できるなら俺がとうにやってる。いいから座れ、話はまだ終わってない」

　相川は椅い子すに座ったまま腕組みをした。長い沈ちん黙もくの後、つっと鋭い視線を学に向ける。

「学君、我々には力がある」

「力──？」

　相川はうなずいた。

「完全武装の特殊作戦部隊、一個中隊約二百名。通常の指揮系統から切り離され我々の指示のみで動く戦力だ。こいつを動かせば市いちヶが谷やの防衛省くらい一時間で制圧できる」

「………！」

　学は息を吞のんだ。だが気色ばんだ彼を押し止めるように相川は首を振った。

「こいつは本当に最後のカードだ。動かして失敗すればもうあとはない。だからこそ上は慎重になっている。今起たつべきなのか、どこに向けて動くべきなのかをな」

「で、でも、そんなこと言っているうちに……！」

「分かってる」と相川は言った。厚ぼったい唇くちびるがへの字に歪ゆがんだ。

「俺達は居きよ留りゆう区くの状況をきちんと理解できていなかった。猶ゆう予よが七十二時間──いや、もう五十時間を切っているか……、そのあたりを伝えれば上の考えも変わってくるはずだ」

「………」

「水み無な瀬せ王おう寺じと言ったか──その男のことと宣戦布告のタイムリミット、この二つを上に説明したい。丁度、今日きようの午後に方針策定の最終打ち合わせがある。学君、悪いがそこに同席してもらえないか。君の口から彼らに直接状況を説明してやって欲しい」

　学は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした後、こくりとうなずいた。断る理由はなかった。




　──四時間後。

　学は相川に連れられ会議室に入った。

　管理職以上の打ち合わせということで葉は桜ざくらと多田は研究室に待機している。奥行きのある部屋にドーナツ型のミーティングテーブルが置かれていた。テーブルの周囲に黒革張りの椅い子すが並べられ、壁面には白のスクリーンが掲げられている。

　待っているうち背広姿の大人が次々と入室してきた。

　やがて、見事な白しら髪がの男性が姿を現す。色白だが野性的な顔立ち、頰ほお骨ぼねが突き出し目め尻じりと口の端はしにいくつもの皺しわが刻まれている。「ここの所長だ」相あい川かわが小声で囁ささやいた。

　扉の閉まる音が響ひびく。所長は最上座に座るなり鋭い視線で室内を見渡した。

「さて、始めましょうか。……その前に相川さん、そちらの方を紹介してもらえますか」

　視線が学まなぶに集まる。相川はゆっくりと席を立った。

「ひょっとしたら、見覚えのある者もいるかもしれないが──」

　前置きし室内を眺ながめ回す。一いつ瞬しゆん溜ためを作ったあと、相川は学に視線を落とした。

「南みなみ方かた大使の子息──学君だ」

　ざわりと空気が揺ゆれた。何人かが弾はじかれたように学の顔を見つめる。驚きよう愕がくが細さざ波なみのように室内を満たしていった。

「南方大使の──、ということは居きよ留りゆう区くから？」

　所長の問いかけに相川はこくりとうなずいた。

「数時間前、ここに到着したばかりだ。今日きようの議論をする前に〈十じゆう字じ架か〉の状況を共有してもらえればと思い同席してもらった」

「あまり……良いニュースではなさそうですね」

　所長は苦い笑えみを浮かべた。片目をすがめ学を見つめる。

「他の議題もあるので無制限に……というわけにはいきませんが、是ぜ非ひ状況を教えていただけますか。居留区周辺の警戒が厳しくて我々も十分情報を得られていないんです」

「はい──」

　学は席を立ち深呼吸した。大人達の視線が集まるのを感じる。汗ばむ拳こぶしを握りしめながら学は口を開いた。

　先程相川に行った説明をもう一度繰り返す。一度話した分、今度はさっきより手際よく説明できた。水み無な瀬せ王おう寺じの存在、臨時評議会の内容、自衛隊の動きについて順を追い説明していく。

　だが話す内、彼はなんとも言えぬ違和感を覚えた。

　反応が薄いのだ。

　大人達は皆、深刻な顔で聞き入っている。だがそれ以上ではない。皆、何か過去の天災について話を聞かされているような表情だった。ぞわりと、不快な感覚が這はい上がってくる。その違和感は最後、宣戦布告の期限を告げた時に決定的なものとなった。

　───。

　七十二時間という数字に反応はなかった。腕時計を覗のぞき込む者もいない。彼らは一様に沈痛な面おも持もちちで椅子に座り続けていた。

（なんで……）

　学まなぶは表情を強こわばらせ人々を見渡した。額ひたいにつぅと汗が伝う。列席者のある者は腕組みをし、ある者は彼の視線から逃げるように俯うつむいていた。

　ひょっとしたらきちんと説明できていなかったのか、すがるような思いでもう一度口を開こうとする。

「学さん──でしたか」

　静かな声が会議室に響ひびき渡った。白しら髪がの男性──所長がこちらを見ている。彼は申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「まず一つ言っておきたいことがあります。我々──ここにいる者達は全員あなたのお父様を尊敬しています。彼の理想を信じ、彼の志こころざしを継ごうと思っているものばかりです。そのことはどうか分かっていただきたい」

「………」

　押し黙だまる学に、所長はやや表情を強ばらせてみせた。

「その上で言います。我々は今回の件、アポストリとの開戦もやむ無しと思っています」

「……な！」

　学は息が止まりそうになった。目をいっぱいに見開き所長を見返す。学は机から身を乗り出した。

「ど、どういうことですか！　アポストリと戦争を始めてもよいって。あなた達は親おや父じの考えに賛成してるんでしょう!?」

「ええ」

「なら、なんで！」

　所長は溜ため息いきを漏もらした。唇くちびるを引き結び、ゆっくりと視線を上げる。

「あなたはここがどういう組織だと聞いていますか？」

「……反〈水すい車しや小ご屋や〉の拠点、親しんアポストリ派の集結場所だと聞いています」

「その認識には──若じやつ干かんの誤りがあります」

「誤り……？」

　学は眉をひそめた。所長はすっと目を細めた。

「あなたの言う通り、我々は〈水車小屋〉を滅ぼすために組織されました。だがそれは親アポストリの方針をとることとイコールではありません」

「ど、どういうことですか」

「我々の任務にアポストリ達を守ることは含まれていない──そう言っています」

　学は絶句した。まさかそんな、父親がアポストリを見殺しにする組織を作るはずない。戦争を許容するはずがない。一体この人は何を言っているのか。

「この件については何度も議論になったな、所長」

　重苦しい口調で相あい川かわが言った。両の腕を組み、睨にらみつけるような視線になっている。

「確かにあなたの言う通り、当初我々の役割は明確に区分されていた。俺達外務省はアポストリとの融和外交、あなた方防研は対〈水すい車しや小ご屋や〉戦の遂行。互いに最善を尽くことでポスト四よん・一いち八はちの体制を維持できるようになっていた。だが──」

　相川は眦まなじりに力を込めた。

「既に外務省内の親しんアポストリ勢力は壊滅し、アポストリを守る者はいなくなっている。非常事態である今、当初の役割にこだわり続ける意味はないと思うが」

「無限の戦力と時間があれば、それは相川さんの言う通りでしょう」

　所長は淡たん々たんと言った。

「だが事態は切迫し、我々に与えられた戦力は少ない。焦あせって兵を動かしても状況が改善できる見込みはありません。学さんの言うその水み無な瀬せという男──なるほど確かに彼は〈水車小屋〉の要人かもしれません。だが違うかもしれない。もし違ったら、彼を拘こう束そくしても残りの連中は地下に潜もぐるでしょう。アポストリとの開戦は避けられず我々は所在を晒さらすことになる。そうなれば──もう逆転の目はありません」

　沈ちん黙もくが室内を満たす。「〈水車小屋〉というのは」と所長は続けた。

「癌がん細胞のようなものです。切っても切ってもあちこちに転移し増殖し続ける。やがては処置が追いつかなくなり全身を蝕むしばまれる。相川さん達がこの二十年やってきたのはそういうことです。彼らを潰つぶすには指導者層全員を同時に押えるしかない。ですが──それを行うにはまだ準備が不足しています」

「だから……アポストリ達を見捨てるって言うんですか」

　学まなぶは乾いた声で囁ささやいた。口調に怒気が混ざっている。彼は掌こぶしを机に押しつけ所長を見み据すえた。

「彼女達は四よん・一いち八はちの後、ずっと協定を遵じゆん守しゆしてきたんですよ。今だって自衛隊に挑発されながらじっと耐えているんです。協定があるから、……俺達人間が自力でなんとかするって信じてるから。その期待を、信頼を裏切るっていうんですか！」

「必要ならばそうします」

　所長の声は冷ややかだった。彼は顎あごの前で両手を組んだ。

「我々は神ならぬ身です。二つの目標があり、両方を同時に達成するのが困難であれば、より優先度の高い目標を指向します。我々に与えられた最重要目標は〈水車小屋〉の撃滅。であればそれ以外のことは切り捨てざるをえません」

「そんな──」

　学は歯は嚙がみした。所長の論旨に疵きずはない。彼らは自分達の目標を達成するため最善を尽くしている。ただその目的にアポストリの生存が含まれていないだけだ。

　学は荒い息を吐いた。

「じゃあ聞かせてください。その目的を達成するために、〈水車小屋〉を倒すためにあなた達は何をやってるんですか。ここで延々会議しているだけなんですか」

「君、君、失礼だぞ」

　列席者の一人ひとりが声を荒げる。だが所長は発言者を目だけで押えた。

「まさにそれを決めようとしているのがこの場なのですよ。ですが、既に方針の半ばは決まっています。我々は全力を挙げて〈水すい車しや小ご屋や〉要人の居場所を探さぐります。戦争が勃ぼつ発ぱつすれば彼らも多くの指示を出す必要が出てくるでしょう。今のように完璧には指揮系統を隠しおおせないはずです。それらを見極め、全てが露あらわになった時点で我々の実働部隊を動かします」

「それはつまり、あいつらを──アポストリ達を囮おとりに使うってことですか？」

「そう言われてしまうと身も蓋ふたもありませんが……、そうですね、その通りかもしれません。我々は二十年来の同盟相手を生き餌えに〈水車小屋〉という獲物を釣り上げるつもりです。相あい川かわさんや学まなぶさんにしてみれば不本意でしょうが、この方針はゆずれません」

「他の選択肢は」

「ありません、何度も検討した末の結論です。アポストリ達がいなくても我々は二十年前に戻るだけですが、〈水車小屋〉のような組織の前例を作れば、この国はこれから先何度となく同じ過ちを繰り返すことになります」

　一片の惑いもない。所長の言葉はあたかも巨大な氷壁のようだった。爪をたてることも足場を見つけることもかなわない。学にできるのはただ壁の前で途方に暮れることだけだった。

　学は俯うつむいた。下唇くちびるを嚙かみしめテーブルの木目を睨にらみつける。周囲に痛いほどの静寂がたちこめていた。誰もが気の毒そうな顔をしながら何も言わない。相川も表情を強こわばらせたまま沈ちん黙もくしていた。

　質問がないことを見て取ったのか、所長はふっと肩の力を抜いた。

「それでは通常の議事に戻りたいと思います。かまいませんね、相川さん」

「………」

「では──」

「待ってください」

　学は声を張り上げた。張り上げながらも俯き続けている。

　額ひたいに汗が滲にじんでいた。ここで踏ふみとどまらなければあとはない。分かっているが、これ以上何を言えばよいか分からなかった。

　ここの人々は学と敵対しているわけでない。ただ価値観が違う。決定的に異なっている。彼らが守るべきはこの国でありアポストリでない。その事実が絶望的な亀裂となり横たわっていた。

　どうすれば彼らを動かせるのか。アポストリ達を救うことと、この国を守ることを結びつけ考えてもらえるのか。どうすれば──

　───。

「学まなぶさん、気持ちは分かりますがそろそろ──」

「いいんですか」

「？」

「説明を打ち切って本当にいいんですか」

　学は顔を上げた。表情を消し冷え切った声音でつぶやく。彼は冷徹極まりない視線でテーブルを見渡した。所長がくいと眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう意味でしょう」

「俺は今回、居きよ留りゆう区くから一人ひとりで来たわけじゃありません。同行者がいます。名前は葉は桜ざくら、〈十じゆう字じ架か〉評議長茉まつ莉り花かの姪めい──アポストリです」

　ざわりと室内が揺ゆれた。集まる視線に相あい川かわが小さくうなずいてみせる。学は顎あごを持ち上げた。

「彼女は今、外で会議の結論を待っています。もし結果が不首尾と分かれば彼女はしかるべき連絡を〈十字架〉に行うでしょう。その結果起こる事態は、おそらくあなた達にとって喜ばしくないものだと思います」

「何を……」

「アポストリ達は大陸政府と秘密交渉を実施しています」

「………！」

　参加者の表情が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。学は一拍置き声こわ音ねに力を込めた。

「〈十字架〉の宣戦布告に伴い大陸の軍隊が動き出す手て筈はずです。当初の予定では七十二時間後に作戦開始。だけど、この会議の結果がうまくいかなければ──」

「馬ば鹿かな！」

　参加者の一人が立ち上がった。両目を剝むき額ひたいに青筋を浮き上がらせている。

「た、大陸の軍隊を呼び込むだと！　内応……裏切り行為でないか！」

「裏切り……？　裏切りって言いましたか」

　学は嘲あざけるように言った。

「さっき、同盟相手を囮おとりに使おうと言ったのは誰ですか？　彼女達を餌えさにして〈水すい車しや小ご屋や〉を釣り上げようと言ったのは」

「………」

　学は悠然と腰を下ろした。足を組み、口元に歪いびつな笑えみを浮かべる。

「大陸が攻めてきたら対〈水車小屋〉戦どころじゃない。あなた達の国は綺き麗れいさっぱり消滅するか、そうでなくても大混乱に陥おちいるでしょう。廃墟と死体だらけの国で一体あなた達は何を守るつもりですか。何のために戦うつもりですか」

「………、出で鱈たら目めだ」

　参加者の一人がつぶやく。学は口の端はしを持ち上げた。

「そうかもしれません、でもそうじゃないかもしれません。結果はすぐに出ます。試してみますか？　ああ、俺達を拘こう束そくしたところで話は一緒ですよ。どうせ明後日あさつてには全てが手遅れになる」

　大人達の顔は蒼そう白はくだった。傍かたわらの相あい川かわも呆ぼう然ぜんと学まなぶを見つめている。一人ひとり、所長だけが固い表情で口元を歪ゆがめていた。

　学はふっと頰ほおを緩ゆるめた。目め尻じりを押し下げ優しささえ感じられる口調で告げる。

「さあ会議の続きをどうぞ。議事に戻りますか、それとももう少しこの件について話しますか？」




「学！」

　研究室に戻るなり葉は桜ざくらが立ち上がって学を迎えた。大きな瞳ひとみが不安そうに揺ゆれている。傍らの多た田だも待ちかねたように席を立った。

「どうだったの？　協力してくれるって……？」

「ああ」

　学は素っ気ない口調で言って、手近の椅い子すに腰を下ろした。会議冒頭のやりとりはとてもでないが葉桜に聞かせられない。彼は背もたれに身体からだを預けた。シャツが汗を吸い込み気持ち悪い。今更ながらどっと疲労がこみ上げてくる。

「とりあえず水み無な瀬せさんの居場所を探さぐってもらえる。所在が分かり次第、身柄を抑えてもらう予定だ」

「本当！」

「マジかよ！」

　多田と葉桜の声が同時に響ひびく。多田は両目を見開き学に詰め寄った。

「おい、どうやって説得したんだ？　あの石頭どもをよ。なんか魔法でも使ったのか」

「いや、まぁ」

「魔法だな、まったく土壇場であんな爆弾発言しやがって。こっちまで心臓とまるかと思ったぞ」

　ぽんと肩に手を置かれる。遅れて入ってきた相川が彼を見下ろしていた。口元に苦笑を浮かべ頰ほお肉を歪ゆがめている。「爆弾発言？」と多田が訊たずねた。相川はそれに答えず唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「で、どこまでが本当でどっからがはったりだ？　多分大陸の件は本当だろうが、葉桜さんが〈十じゆう字じ架か〉に連絡するってのはフェイクだろう。もし自由に連絡がとれるなら君達がここまで出てくる必要はない」

「……分かりますか」

「他の連中ならともかく俺はな。あの時の君は恵けい吾ご──親おや父じさんそっくりだったからな。奴やつのやり口は大体わかってる」

　学まなぶは苦い顔になった。事情が分からないのか多た田だと葉は桜ざくらはきょとんとしている。

「私が連絡って……何の話？」

「あとで説明するよ、それより相あい川かわさん。あの後、何かあったんですか？」

　会議のあと、相川は所長に呼び止められていた。すぐ追いついてきたから大して長い話ではなかったのだろうが、気になる。

「ああ、あれな」

　相川は唇くちびるを歪ゆがめた。

「〈水すい車しや小ご屋や〉中ちゆう枢すうの探索をもう一方から進めたいと相談された。君から聞いた刺客の話な、あれだ」

「刺客って……茉まつ莉り花かさんを襲った？」

　相川はうなずいた。上体を起こし髪を搔かき混ぜる。

「実は俺達も一つ調べていたことがあってな。二週間前に起きた議員殺人、覚えているか？」

　学は記憶を探さぐった。ニュースで流れていた映像──有楽町駅前の惨さん劇げきを思い出す。

「──確か、アポストリが犯人だっていう」

　相川は首しゆ肯こうした。

「ああ、だが俺も恵けい吾ごも元々疑っていた。アポストリにあんなことをする理由はない。〈水車小屋〉の謀ぼう略りやくじゃないかってな。しかしそう考えた場合、ひっかかるのはあの少女の怪かい力りきだ。銃弾を受け止めたり、素手で首をへし折ったり──普通の人間にはできないことだからな」

「だから」

　アポストリなんじゃないのか。だが相川は首を振った。

「媒介筐体Ｖｅｃｔｏｒ─ｐａｃｋａｇｅという技術がある」

　学は目をしばたたいた。

「ヴェク……？　なんですか」

「ヴェクター・パッケージ、人体の高度改造技術だ。義肢・義眼・人口臓器を組み合わせて人間の耐久度や筋力を倍増させる。元々対アポストリ戦用に試作されたもんだが、コストがかさみ実験段階で中止になっていた、……表向きはな」

　学は眉まゆをひそめた。

「まさか……それが？」

「確証はない。実際、はぐれアポストリの暴走って線もあるしな。だが刺客の件を聞いてピンときた。アポストリと同様の身体能力を持ち銀の弾も跳はね返す。そんな存在は媒介筐体以外にありえない。もし一連の事件がそいつの仕業だと証明できれば──」

「査察の……根拠自体がなくなる」

　ぽつりと葉桜がつぶやいた。学ははっとした。確かに、今回の件はアポストリが議員殺人を起こしたのがきっかけだ。そもそもの事件が謀略なら世論は逆転する。学は身を乗り出した。

「証明できるんですか」

「媒介筐体の研究施設が所ところ沢ざわにあることまでつきとめた。本来ならもう閉鎖されてるはずだが、例の事件で使われたなら何か痕こん跡せきが残っているはずだ。証拠を押え、頃合いを見計らって公表する。同時に施設の通信記録を押え〈水すい車しや小ご屋や〉中ちゆう枢すうの居所を探さぐる。これだけ秘ひ匿とく度の高い研究だ。余計な連絡先は間に挟はさまってないと見ていい。結果が水み無な瀬せ一佐の居場所と被かぶれば──」

　わかるだろう？　そう言って相あい川かわはにやりと笑ってみせた。学まなぶはぱちぱちと目を瞬またたいた。

「どうした、変な顔して」

「いや──その」

　学は口ごもった。

「随分、本気になってくれるんだなって」

「たきつけたのは君だろう」

「それはそうなんですけど──」

　先程までの消極的な様子とはまるで真逆だった。唐突な豹ひよう変へんぶりに戸惑いを隠せない。学の疑念に気づいたのか相川はふっと息をついた。

「やると決めたら全力で実行する。それがあの所長だよ。頭は固いが信頼できる男だ」

「………」

「作戦開始は今日きようの夜、二フタ〇マル〇マル〇マルだ。多た田だ君、部隊への連絡頼めるか？」

「もちろん、待ちくたびれましたぜ」

　多田はゆらりと上体を起こした。両の目に凶暴な輝きが宿っている。学は二人ふたりに視線を往復させながら難しい表情で押し黙だまっていた。傍かたわらの葉は桜ざくらが怪け訝げんそうに彼を見つめる。

「学……？」

「──あの、提案があるんですけど」

　相川と多田が同時にふりむく。学はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「俺も……連れて行ってもらえませんか？」

「はぁ……!?」

　葉桜が悲鳴のような声を上げる。ぽかんと口を開ける彼女を後しり目めに学は相川を見み据すえた。

「〈十じゆう字じ架か〉の刺客を見たのは俺と葉桜だけです。研究施設で何か見つけたとき、それが刺客のものか──証拠になるか判断できると思います」

「駄だ目めだ」

　相川は即答した。

「向こうで何が待ちかまえてるか分からない。戦闘も起こりえるし、場合に寄っては別の媒介筐体が出てくることも考えられる。民間人を同行させる余裕はない」

「でも証拠品を全部持ち帰るわけにもいかないでしょう？　限られた時間で手際よく情報を集めなきゃいけない。だったら俺の記憶は役に立つはずです」

「だ、だったら私が……！」

　学まなぶを押しのけるように葉は桜ざくらが身を乗り出した。白い頰ほおを紅潮させ鼻の頭をひくつかせる。

「私が行きます。私だって刺客の顔を見てますから」

「こいつは駄だ目めです。馬ば鹿かだから人の顔なんてロクに覚えてません」

「はぁ!?　ま、学に言われたくないわよ。クラスの子の名前もまともに覚えてないくせに！」

「そうでもないぞ。最近少しずつだけど覚えてきたところで──」

「じゃあ前に座ってる子の名前、言ってご覧なさいよ」

「──で、相あい川かわさんどうですか」

「無視!?」

　愕がく然ぜんとする葉桜の横で、ごほんと咳せき払いの音が響ひびいた。視線を向けると多た田だが物もの憂うげな表情で片手を上げていた。

「……あー、あー、ちょっといいっすかね」

　多田は小首を傾かしげ相川を見た。

「いいんじゃないっすか、二人ふたりとも連れていけば」

「多田君」

　渋じゆう面めんを作る相川に、多田は首を振ってみせた。

「現場の指揮は後方の指揮車でとるでしょう。そこに同乗して、内部の状況をモニタで見てもらえばいい。そうすりゃ彼らの判断も仰げる」

「……ううん」

　相川は弱り切った表情になった。腕組みしたっぷり数分考え込んだ後のち、天井を睨にらみ上げる。

「絶対、指揮車から出ないと約束できるなら──」

「もちろんです」

　学は即答した。

　内心、葉桜を連れていくことに抵抗はある。彼女のことだ。学に危険が迫ったら後あと先さき考えず暴走しかねない。だが、ここで異議を唱えれば多田の好意まで踏ふみにじることになる。

　仕方ないか。まぁ俺と同じように指揮車に留まるなら。

　躊ちゆう躇ちよを押し殺し相川を見つめる。相川は深い溜ため息いきを漏もらした。




　　　　＊





三月十八日　午後八時三十四分

所ところ沢ざわ市並木






「で、なんでおまえ、出る気満々なんだよ！」

　狭いバンの中で学まなぶは悲鳴のような声を上げた。完全武装の隊員が準備を整える中、葉は桜ざくらはアーミージャケットを着込み細い腕をストレッチさせている。時刻は午後八時を過ぎ窓の外には一筋の明りもない。弱い室内灯の光だけが彼女の華きや奢しやな身体からだを浮かび上がらせていた。

「なんでって……？」

　葉桜はきょとんとした表情で学を見た。罪悪感の欠かけ片らもなく小首を傾かしげる。

「モニタ越しに見てたんじゃ効率悪いでしょ。直接行って確認した方が早いわ。私が出れば戦力にもなるし」

　何食わぬ顔でそう言い放つ。学は激げつ昂こうした。

「相あい川かわさんと約束しただろ！　指揮車から出ないって」

「約束したのは学よ、私は何も言ってないわ」

「な……」

「ちなみにちゃんと出発前に事務次官から了解得てますから。止めても無む駄だ」

　にべもない態度だった。学は絶句し、次いで眉まゆ尻じりを吊り上げた。

「おまえなぁ……！」

　何を勝手な行動に出ているのか。怒りにまかせ問い詰めようとした時だった。

「私ね、学」

　ふっと葉桜がつぶやいた。スニーカーの紐を結び直しながら床に視線を落とす。

「少し──勘違いしてた」

「勘違い？」

　葉桜はうなずいた。

「学を守らないと、危険から遠ざけないと、そう思ってあなたの足ばかり引っ張っていた。あなたが正しいことをしてるって分かってるのに。後ろ向きなことばかり言ってた」

「それは──おまえ」

　共きよう棲せい者として自分を守りたいから──。だが葉桜は首を振った。

「そう、私はあなたを守りたい。でもだからってあなたの行動を邪じや魔ましても駄だ目め。そんなことをしてもあなたは私の手を振り切って遠くに行ってしまう。私の傍そばからいなくなってしまう。それは──もう嫌いやになるくらいわかってる」

「………」

「だから」と言って葉桜は顔を上げた。アップにまとめた金髪が揺ゆれる。迷いのない晴れ晴れとした表情だった。

「私が学の代わりに動くの」

「……は？」

　学は聞き返した。一いつ瞬しゆん、何を言い出したのかと思った。

「学の目的を私が達成する。学の敵を倒し、罠を粉ふん砕さいし、障害を突破する。そうすればあなたは危険を冒さなくていい。倒れるときも、傷つくときも──私が最初」

「おまえ……」

　喘あえぐように囁ささやいた瞬しゆん間かん、背後から葉は桜ざくらを呼ぶ声がした。多た田だがバンの奥から近づいてくる。彼は濃紺の戦闘服に身を包み、片手に厚手のベストを携たずさえていた。

「準備はどうだ？　お嬢ちゃん」

「──大丈夫です、もう出られます」

　多田は頭を搔かいた。傍かたわらの学まなぶを困ったように一いち瞥べつする。本当に葉桜を出してよいのか問いかけるふうだった。
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「なぁ、マジでいいのか、そんな軽装で。せめて防弾ベストくらい」

「かえって動きづらくなりますから」

　靴紐を結び終え葉桜は立ち上がった。ダークブラウンの瞳ひとみが真っ直すぐに多田を見み据すえる。

「ご指示を、指揮官殿コマンダンテ」




　研究施設は埼玉県所ところ沢ざわ市の中央部、防Ｎ衛Ｄ医Ｍ大Ｃの構内にあった。

　学達の乗る指揮車は大学敷地の裏手、はばたき通り沿いの三さん叉さ路ろに止まっている。東側には旧米軍の通信施設が広がり、茫ぼう漠ばくたる闇が大地を覆っていた。

　車内のライトは落とされモニタの明りだけがぼんやりと浮かび上がっている。学と多田、他に数人のオペレーターが車に残り画面に見入っていた。

　部隊は体育館の裏から侵入し構内奥に進んでいった。頻ひん繁ぱんに周囲を窺うかがっているのか、ヘッドマウントカメラの画像が落ち着き無く揺ゆれている。そのまま見ていると酔っぱらいそうだったので、学まなぶはわずかに顔を逸そらした。

「なぁ……おめえさ」

　耳元で多た田だの声が響ひびく。学は視線を画面に戻しながら「なんですか」と答えた。

「いやまぁ、なんだってわけじゃねえんだけど」

　多田は鼻の頭を搔かいた。奥歯に物が挟はさまったような口ぶりだった。

「おめえとあの嬢ちゃんさ、どういう関係なんだ？」

「……なんですか、藪やぶから棒に」

「いや……んー、なんだかなぁ」

　多田は喉のどの奥から唸うなるような声を上げた。

「俺は共きよう棲せいとかよくわかんねえからよぅ、おめえらみたいなのが普通って言われりゃ、まぁそうなんだろうけど。でもよ、別におまえら仲悪いわけじゃないよな？」

「仲悪いって……」

　学は鼻の両りよう脇わきに皺しわを寄せた。

「そう──見えますか」

「いや見えねえ。だから悩んでる」

「何を言われてるんだか、よくわからないんですけど……」

「あー、だからつまりな」

　多田は頭を搔いた。

「たとえばの話、俺は月つき原はらが好きだ」

「………!?」

　学は危あやうく椅い子すから転げ落ちそうになった。慌あわてて体勢を立て直し多田を見つめる。いきなり何を言い出してくれるんだ、この人は。

　だが多田はあくまで真顔だった。

「あいつのためなら俺はなんだってできる。あいつに頼まれりゃどんな不可能だってやり遂げてみせる。その結果、自分がどんな逆境に陥おちいろうと気にならねえ」

　学は蒼そう白はくな表情で首を振った。

「あ、あいつにそのことは──」

「言ってねぇ、言うときはきちんと指輪を用意してから行く」

「いや……それいくらなんでも色々すっとばしすぎでしょう!?」

「そうか？」

　ぽかんとした顔で多田が訊たずねる。学は頭痛を覚えた。駄だ目めだ、この人もどこか一本ネジが緩ゆるんでいる。

　多た田だは鼻から息を抜いた。

「まぁ俺の話はいいんだ。つまり何が言いてぇかっつうとだな。相手のことを大事に思ってたらもっとがぁっとさ、身体からだの奥からやる気っつうか力が湧わいてくるもんだと思うのよ。前向きにさ、こうごわぁっと。ところがおまえらときたら──二人ふたりともなんかすげえ苦しそうなんだよな」

「くるし……そう？」

「無理してるっつうか。……多分、あのお嬢ちゃんはおめえのこと大事に思ってるし、おまえも同じだろ？　でもなんか、そう思うのを悪いことって考えてるみたいな。……わりぃ、うまく言えねえけど」

「………」

　学まなぶは沈ちん黙もくした、

　悪いこと──なのだろう。葉は桜ざくらの思いはつまるところ学を生かし世界を殺すものだ。法律は自分達の結びつきを認めず、時が来れば引き離そうとする。なぜそんなことになってしまうのか。簡単だ、彼女が人でなくアポストリだからだ。

　一いつ瞬しゆん、学は多田に訊きいてみたくなった。あなたが好きな月つき原はらは人間じゃない、アポストリなんですよと。それでもあなたは前向きに彼女を想い続けられるのですかと。──

　だが質問するより早く無線がノイズを発した。

『イナバよりアシハラ。イナバよりアシハラ。聞こえるか』

　多田が弾はじかれたように無線機を取り上げる。彼は固い口調で答えた。

「こちらアシハラ、聞こえている。どうした」

『イナバは目標地点に到達、これより突入する』

　学はモニタを見た。夜闇に赤茶色のコンクリート壁が浮かび上がっている。壁面に巨大なガラス扉があった。

「了解、イナバ。こちらでも異常は確認していない。健闘を祈る」

　多田の声にあわせて画面が動き出した。何人かが扉にとりつき警戒装置を解除する。別の人間は認証パネルに端末を接続し解かい錠じようを試みていた。

　ふっと視界の端はしに黄金色の色彩が過よぎった。子鹿のように細い肢し体たい、ショートパンツの裾すそから伸びる長い足。他の隊員達に混じり葉桜が周囲を警戒している。その姿を見て、学は胸が締めつけられるような痛みを覚えた。

　───。

『解錠完了』

　画面奥でゆっくりと扉が開いていく。後方を確認しながら隊員達は内部に突入していった。暗い廊下、階段、踊り場を抜け施設の地下に進んでいく。

　人ひと気けはない。気味の悪い沈ちん黙もくがモニタの向こうに満ちていた。照明は廊下の非常灯のみで、それ以外の明りは一つもない。まだ八時過ぎだというのに施設は完全に静まりかえっている。

　ややあって画面の動きが止まった。廊下の突き当たりに大型の開き戸がある。白いドアパネルに『警告──ＢＳＬ─３実験設備』『入室承認者以外立入禁止』の表示が掲げられていた。

　もう一度、セキュリティが死んでいることを確認し扉を開く。ガラス壁で仕切られた前室を抜け隊員達が実験室に侵入した。

　中には──何も無かった。

　キャビネットや長机、台車などが床に点在している。だがそれだけだった。ウレタンの床にそれらしき設備は見あたらない。室内は廃屋のように閑散としていた。

「ここ……ですか？」

　学まなぶの質問に多た田だは「そのはずだけどな」と答えた。眉まゆ根ねを寄せ睨にらみつけるような視線になっている。

「撤収済みか……？　いや、だが」

　ぶつぶつとつぶやいた後、無線機を取り上げる。

「キャビネの中を確認してくれ。何か残っているかもしれない」

　───。

　息詰まるような時間が過ぎた。だが何かを見つけたという報告はない。オペレーターの一人ひとりがちらちらと時計を気にし始めた。

「三佐、そろそろ──」

『おい、なんだこれ』

　モニタから声が響ひびいた。隊員の一人が壁の照明スイッチを見つめている。長方形のパネルがずれ下から何かが覗のぞいていた。皮グローブに覆われた手がパネルを外す。浅い窪くぼみの奥に入り口のものと同じ認証コンソールがあった。

　息を吞のむ気配がした。だがすぐ別の隊員が端末をコンソールに接続する。重苦しい沈黙の後、唐突に甲かん高だかい電子音が鳴り響いた。びくりと隊員達が身体からだを震わせる中、壁が唸うなりを上げて開いていく。

　異様な光景が広がっていた。

　円筒型の水槽が立ち並んでいる。数にして十本、いや二十本以上あるだろうか。大量の柱が前後左右、等間隔に配置されている。光源が内部にあるのか、柱は内側からぼんやりと発光していた。ガラスの奥で淡い黄色の液体が怪あやしく揺ゆれている。白んだ水泡がごぼごぼと立ち上っては消えていた。

　不意にくぐもった悲鳴が聞こえた。隊員の一人が水槽を指さしている。

　学は視線をモニタの奥に向け、絶句した。ガラスの向うに『手』が浮かんでいる。ほっそりとした、女の手だろうか。白い指先が気泡にあおられゆらゆらと揺れている。肘ひじから先は存在せず、ただチューブのようなものが断面から伸びていた。

「な、なんですか、あれ……」

　息を吞のむ学まなぶに多た田だは固い表情で首を振ってみせた。

「あれが義ぎ肢しだ、媒介筐体のな」

「あれが……？」

　学は多田を見返した。噓うそだろうと思う。あんな自然な、生身の身体からだのようなものが──

『すみません、これ』

　ふっと葉は桜ざくらの声がスピーカーより響ひびいた。金髪の少女が部屋の奥で水槽を見上げている。黄色の液体にゴムボールのようなものが浮かんでいた。カメラが小走りに水槽へと近づいていく。固かた唾ずを吞んで見守っていると、やがてレンズの焦しよう点てんがあった。

「………！」

　顔があった。

　少女の顔だ。ベリーショートの髪、狐きつね目と高い鼻び梁りよう。虚うつろな瞳ひとみがじっとレンズを見下ろしている。先程の手と同様、首から下は断ち切られたように消滅し、黒い断面を晒さらしていた。

「あいつだ……」

　学は喘あえぐように囁ささやいた。〈十じゆう字じ架か〉で茉まつ莉り花かを襲った相手、黒コートの刺客。

『おい、こっちも！』

　隣の水槽から声が上がる。ガラス壁の奥で黒髪の少女が眠るように目を閉じていた。鼻筋の通った端正な容よう貌ぼう、小さな唇くちびるがわずかに綻ほころび白い歯を覗のぞかせている。

「ビンゴだな」

　多田は荒い吐と息いきを漏もらした。シルクを思わせる艶つややかなロングヘア、切れ長の双そう眸ぼう。間違いない、ニュースで何度も目にした議員殺人犯の少女だった。

「その水槽、取り外せないか？　現物を押えられりゃ一番いい証拠になるんだが」

　隊員の一人ひとりが水槽の基部を覗き込み首を振る。

『無理ですね──しっかり固定されてます。ただ、端末の接続口があるのでデータは引き出せそうですけど』

「よし、じゃあ取れるだけ情報を取ってくれ。画像記録も忘れるな」

　多田の指示に答えて隊員達が作業に取りかかる。コードを水槽に接続し、緊張した面おも持もちでデータを転送し始めた。静寂の中、端末の発する灯あかりだけが激しく移ろっていく。水槽の液体が周囲の光を受け妖あやしく揺ゆらめいた。

　ふと液体の向こうで何かが動いたように思えた。警戒中の隊員だろうか、だがそれにしては小柄だったように思える。ひょっとして葉桜？　視線を走らすと彼女は水槽内の顔を見上げていた。

　背中をひんやりとしたものが伝う。

「多た田ださん」

　学まなぶは固い声で呼びかけた。

「なにか──いませんか」

「何か？」

　多田は怪け訝げんな眼まな差ざしを向けた。

「何かってなんだ」

「分からないんですけど、なんかさっき画面の奥で動いて──」

　言い終わる前に悲鳴が響ひびいた。

　カメラが動く。部屋の奥で黒々とした影が蠢うごめいていた。隊員の一人ひとりが何かに押し倒されている。大きな──山猫かと思った。獣けものめいた姿が猫背になり、四つんばいの姿勢で隊員を組み敷いている。大きな目が爛らん々らんと輝き闇を圧していた。

『媒介筐体だ！』

　怒声が響く。一いつ瞬しゆん遅れて銃声が轟とどろき、獣の影を横凪なぎに吹き飛ばした。自由を取り戻した隊員が這はうように逃げてくる。部屋の奥で細身のシルエットがゆらりと立ち上がった。

　ショートカットの──少女だった。人形のように虚無的な表情、生気のない瞳ひとみがじっとこちらを見つめている。服装は水色の患者着、短い裾すそと袖口から剝むき出しの手足がのびている。彼女はぎこちない足取りで一歩を踏ふみ出した。

　途端、画面にいくつもの閃せん光こうが生じる。派手な銃撃音とともに少女の身体からだを無数の火花が覆った。薄手の衣が千切れボロ布のようになっていく。だが少女は意に介した様子もなく、瞬まばたき一つせず歩み寄ってくる。

「関節だ！　関節に集中しろ！」

　多田が無線機に向かって怒鳴る。一瞬の間を置き火花が少女の右膝ひざに集中した。細い身体ががくがくと瘧おこりのように震える。彼女はそれでも前に進み続けようとしたが、唐突に姿勢を崩した。右足が折れ曲がりつんのめるようにして倒れ伏す。床に叩たたきつけられた瞬しゆん間かん、ごきりと鈍にぶい音がして片腕が外れた。

『やった……か？』

　喘あえぎ声が画面から漏もれる。少女の動き出す気配はない。空気が弛し緩かんし隊員達がほっとしたように銃口を下ろした。

　──その時だった。

　少女が顔を上げた。無傷の腕が上体を持ち上げ、左足一本で床を蹴ける。患者着が翻ひるがえり細い肢し体たいが弾丸のように迫った。

　カメラの主は身を翻そうとした。だが間に合わない。少女の姿が大写しになる。学の脳のう裏りに一瞬〈十じゆう字じ架か〉の惨さん状じようが蘇よみがえった。

　空気が弾はじけた。

　学まなぶは目を逸そらしかけ、ふっと異常に気づいた。

　画面に鮮やかな色彩が現れている。眩まばゆいばかりの黄金色──葉は桜ざくらが仁に王おう立ちになり少女の手首をつかんでいる。

　少女は懸命に葉桜の手を振りほどこうとしていた。だが細い腕は万力で挟はさまれたように動かない。みしみしと鈍にぶい軋きしみ音が室内に響ひびき渡った。

　葉桜は冷ややかな視線で少女を一いち瞥べつした。

『……相手を間違えてるんじゃなくって？　あなたの敵は私達──化け物フリークスでしょう』

　真しん紅くの双そう眸ぼうが煌きらめいた。ぐんと少女の身体からだが宙に舞う。頭上高く持ち上げ、そのまま背中から床に叩たたきつけた。轟ごう音おん、衝撃波がスピーカーを震ふるわせ濛もう々もうたる粉ふん塵じんが画面を満たした。

　地鳴りが止やみ視界が晴れる。モニタの中央にクレーターが出現していた。床が陥没し、瓦が礫れきの間に少女の残ざん骸がいが嵌はまり込んでいる。残骸──まったくそうとしか言いようがなかった。胴体が裂け、中からチューブや肋ろつ骨こつが飛び出している。関節の所々が折れ曲がり壊れたマネキンのようになっていた。

「……すげぇ」

　多た田だのかすれ声が耳元で響く。見開いた瞳ひとみに畏い怖ふとも感嘆ともつかぬ光があった。

　気づけば隊員達も呆ぼう然ぜんと葉桜を見つめている。息詰まるような沈ちん黙もくの中、葉桜は膝ひざを折り少女の首に触れた。後頭部の付け根にぽっかりと空洞が開いている。紅くれないの双そう眸ぼうがすぼまった。

「からっぽ──？」

　学は眉をひそめた。頭ず蓋がいの中には何も見あたらない。媒介筐体とはあくまで生身の身体の延長、どれだけ機械化を推し進めても脳だけは本物のはずだ。それが存在しない。考えた後、一つの可能性が脳のう裏りを過よぎる。

　学は多田の持つ無線機に叫さけんだ。

「気をつけてください！　どこかにそいつを操ってる奴やつが──」

　瞬しゆん間かん、画面の端はしで何かが動いた。水槽の間をすり抜け真っ直すぐ扉に駆かけていく。白衣の男性だった。制止の声が響き、隊員達が慌あわてて男に追いすがる。

　ややあって怒声がスピーカーから流れてきた。入り口の脇わきで白衣の男が組み敷かれている。まだ若い、三十前後の男性だった。長く伸びた髪を振り乱し懸命に身を捩よじっている。

　ほうと息を吐く学の前で多田が無線機を持ち上げた。送信スイッチを入れながら学に口角を歪ゆがめてみせる。

「よかったな、使えそうな証拠が一個増えたぜ」




　部隊は風のように撤収した。

　国道４６３号──所ところ沢ざわＩＣインターチエンジの手前で停車し周囲の状況を確認する。追っ手はない。飛び交う通信を傍受したが、警察・自衛隊・マスコミに動きはなかった。派手に戦闘を繰り広げたので心配していたが、今のところ彼らの活動に気づいた者はいないようだった。

　周囲に人家の明りはなく、外灯の光だけが疎まばらに路面を照らし出している。彼らのいるのは国道沿いの物流倉庫だった。時折、トラックが轟ごう音おんを上げ道路を行き過ぎていく。学まなぶは指揮車を下り駐車場を見渡した。葉は桜ざくらは別のバンで引き上げてきている。彼女は無事なのか。先程の戦闘で怪け我がをしたりしていないか。焦しよう燥そうに突き動かされるまま彼は金髪の少女を捜さがした。

　ふっと目を引かれた。シャッター前に停車したバンから細身のシルエットが下りてくる。葉桜はアーミージャケットを脱ぎカットソー姿になっていた。

「葉桜」

　学は小走りに駆かけ寄った。葉桜が視線を上げる。瞳ひとみにほっとしたような色が現れた。

「学……って、ちょ！　ちょっとどうしたの!?」

　腕をつかみ怪我がないことを確認する。首筋、顔、頭にも疵きずはない。激しい立ち回りをしていた割にダメージは少ないようだった。いや、だがひょっとすると──

「あ、いや……だめ、足触らないで。周りに人──」

「何やってんだ、おめーら……」

　呆あきれたような声が背後から響ひびく。多た田だがげんなりした顔でこちらを見ていた。ふっと自分が何をしていたか気づく。学は慌あわてて葉桜から離れた。葉桜の顔が耳まで真っ赤に染まっている。彼は視線を逸そらした。

「心配なのは分かっけどよぅ、周りの目もあるから自重してもらえっかね。どうしてもって言うなら空いてる車貸すから」

「結構です……」

　消え入りそうな声で言って学は口元を歪ゆがめた。気づけば周囲の視線がこちらに集まっている。気まずい思いで目を逸らし多田を見た。

「そ、それよりあの男はどうなんですか。何か喋しやべったんですか？」

　白衣の男は指揮車で尋問を受けている。多田は眉まゆをひそめ鼻の頭を搔かいた。

「それがよぅ、ぜんっぜん一言も喋りやがらねぇ。かなりきつく締め上げてんだがな。多分、ありゃ民間人じゃねぇ」

「民間人じゃ……ない？」

「奴やつらだろ」

　忌いま々いましげな口調でつぶやく。学はごくりと唾つばを飲み込んだ。奴ら──あの男性が〈水すい車しや小ご屋や〉の一員だというのか。

　多田は喉のどの奥から唸うなるような声を上げた。

「厄やつ介かいだぜ、いきなりド本命たぁな。仮に連中なら多分死んでも情報は漏もらさねぇ。かといって問答無用でぶっ殺すわけにもいかねぇし。生かしたままだと監視をつけとかなきゃいけねぇ。こっちゃただでさえ人手が足りねぇっつぅのに──」

「逃がせばいいんじゃないですか」

「そうだな、それもあり……って、なにぃ？」

　多た田だは目を剝むいた。太い眉を跳はね上げ仁に王おうのような形相になる。

「おめぇ、そりゃ一体どういう意味だ」

「言葉通りです、あの男を解放してやったらどうですか」

「そんなことしたらどうなるか分かってんのか！　あいつは俺達のことを──」

「ええ、連絡するでしょうね」

　学まなぶは静かな口調で言った。顔から表情を消して訊たずね返す。

「多田さんは──あいつから何の情報を聞き出すつもりだったんですか？」

「そりゃおめぇ、連中の本拠地とか、あいつに命令出してる奴やつとか──」

　話している最中、多田の表情が凍りついた。両目を見開き喘あえぐような声を漏もらす。

「おめぇ、まさか」

　学はうなずいた。

「どうせこのまま締め上げても喋しやべらないんでしょう？　だったら向こうから連絡してもらえばいい。連中の上層部──指示を出してる人間に」

「送り狼おおかみってわけか……」

　多田の声は乾いていた。眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

「だがそいつぁかなりリスキーだぞ。俺達の存在が連中に伝わるわけだろ」

「本当にやばいことを喋り始めたら黙だまらせればいい。仮に知られたところで向こうの本拠地が分かれば先手を打てます」

「あいつが警戒して上に連絡しなかったら？」

「その時はもう一度つかまえて拘こう束そくする。どのみち監視下に置くつもりだったのなら大した回り道じゃないでしょう」

　多田はひどく難しい顔になった。鼻び腔こうが開き荒い息が漏れる。学は畳みかけるように言った。

「俺達には──時間がないんです」

「──分かってる、分かってるさ畜ちく生しよう」

　多田は舌打ちした。口元を歪ゆがめ天を仰ぐ。

「いいだろう、目う黒えに了解をとってみる。どのみち何をやったところで博ばく打ちにゃ違いねぇ」

　意を決した表情で多田は通信科の隊員を呼び出した。防研の上層部に連絡し学のプランを説明するよう告げる。隊員は敬礼し指揮車に飛び込んでいった。

　ややあって隊員が指揮車の扉から顔を出した。緊張した面おも持もちで「許可が出ました」と言う。学と多田は顔を見合わせた。




　作戦の開始時刻は二十二時とされた。

　事前の計画に従い男の見張りを徐々に緩ゆるめていく。やがて監視の隊員が席を外した瞬しゆん間かん、男は逃走した。バンの扉を開け夜闇に向かって走り出す。その後を、待機していた追跡班が音もなく追尾していった。

　三十分程経たって指揮車に連絡が入る。男が公衆端末を使い通信を開始したとのことだった。即座に電子戦班が周辺回線をチェック、中継ノードを押え通信内容を解析し始める。

　学まなぶと葉は桜ざくらは固かた唾ずを吞のんでモニタの状況を確認していた。通信を示す矢印がノードからノードを移動していく。解析が終わる度、ノードの横に通信先と通信内容が表示されていった。

　別の画面には首都圏近郊の地図が描画されている。光点と線が次々と接続され東京の南西に向かっていった。

「おい、こいつは……」

　多た田だが画面に顔を近づけた。オペレーターの動どう揺ようした声が車内に響ひびく。

「通信先は──海上自衛隊横よこ須す賀か基地？　横須賀……地方総監部」

　多田の唇くちびるから呻うめくような声が漏もれた。

「海自の中ちゆう枢すうかよ……。連中、一体どこまで入り込んで」

「いや、待ってください！　横須賀から更に通信が──」

　オペレーターがモニタを睨にらみながらキーボードを叩たたく。地図上の矢印は陸地を離れ海へと向かっていった。やがて東京湾の海上、何もないところで停止する。

　凍りついたような沈ちん黙もくが車内を満たした。オペレーターが呆ぼう然ぜんと画面に見入っている。何が起きたのか、困惑する学の前で多田がオペレーターの顔を覗のぞき込む。

「おい、どうした。こりゃ一体どこだ」

　オペレーターがかすれた吐と息いきを漏らした。顔中の筋肉を引きつらせ絞り出すような声で叫さけぶ。

「最終通信先は洋上の護ご衛えい艦かん。第一護衛隊群ぐん旗き艦かん、ＤＤＨ─１８３〈ながと〉！」




　　　　＊




　〈ながと〉の司令部作戦室ＦＩＣは緊迫した空気に満ちている。

　壁にはぎっしりとスクリーンが並べられ、艦内外の状況をリアルタイムに映し出していた。室内は薄暗い。闇の中、無数の計器類が宝石箱をぶちまけたように煌きらいている。壁際のオペレーター達は一いち様ように大きなヘッドセットを身につけ画面を注視していた。

　今のところ全ては予定通りに推移していた。〈ながと〉は一昨日、訓練の名目で横須賀を出港し、以来〈水すい車しや小ご屋や〉の臨時司令部として機能している。市いちヶが谷や、霞かすみヶが関せき、居きよ留りゆう区くからの連絡が全てここに集められ処理されていた。

　水み無な瀬せ王おう寺じは幹部席にいる。周囲の人間が指示通りに動く中、彼は手元のメモをどう扱って良いか考えあぐねていた。掌てのひら大の紙面には横須賀からの報告が記されている。

　──所ところ沢ざわの研究施設職員から連絡あり。緊急事態につきＹ区分以上での通信を希望するも、通話中に回線断。現在状況確認中──

　水み無な瀬せは鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せた。

　緊急事態……なんだろう。所沢の研究施設といえば媒介筐体を扱っていたところだ。茉まつ莉り花かの暗殺失敗以降、あの設備は厳重に封印・隠いん蔽ぺいしてある。外部の人間に嗅かぎつけられることはないはずだった。

　何か事故でもあったのか。下のレイヤでは対処できないようなトラブル・問題──

　水無瀬は口の端はしを押し下げた。妙みような胸騒ぎがする。

「何かあったんですか？」

　柔らかな声が肩越しにかけられる。吊り目がちの女性が彼を覗のぞき込んでいた。水色の上衣にネクタイ、紺こん青じようのズボンを着用している。艶つややかな黒髪が後ろでまとめられ背中に流れ落ちていた。

　八や幡わた三尉だった。

「いや──」

　水無瀬はメモを畳んだ。分からないことを思い悩んでも仕方ない。とりあえず職員と連絡がつくのを待つ。時間がかかるようなら、あらためて近場の部隊を向かわせればいい。今はそれより先に考えることがある。

「居きよ留りゆう区くの様子はどうだい？」

　水無瀬の質問に八幡は眉まゆをひくつかせた。

「アポストリ達に動きはありません。本日一ヒト二フタ〇マル〇マルより三度、威い嚇かく射撃を行っていますが反撃の兆候は皆無です。二度目以降の攻撃では彦ひこ根ね港をはじめかなりの被害が出ているはずですが」

「………」

　水無瀬は顎あごを揉もんだ。予想よりアポストリ側の動きが鈍にぶい。彼女達の性格を考えれば、そろそろなんらかの行動に出そうなものだが。何かが彼女達の動きを堰せき止めている？　だが一体何が。もはや穏健派──〈夏エスターテ〉氏し族ぞくにそれ程発言力があるとも思えない。

　……もう一押しするか。

「八幡三尉」

　水無瀬は静かにつぶやいた。即座に「はい」と答えが返ってくる。水無瀬は地図上の居留区を見み据すえながら言った。

「ネジレバネを出そう」

　息を吞のむ気配がした。八幡の眉み間けんに皺が寄る。

「このタイミングでですか」

「不服かい？」

「いえ──ですが、先制攻撃になります」

「そう見えないよううまくやれと言っておいて。できるはずだよ、彼らは慣れているんだから」

「………」

　八や幡わたは表情を強こわばらせ、それでもきびきびした動作で敬礼を返した。短靴の踵かかとを巡めぐらし部屋の奥に戻っていく。

　水み無な瀬せは頰ほほ杖づえを突いた姿勢で、すっと目を細めた。地図上の居きよ留りゆう区くに向かい低い声で囁ささやく。

「さて、どこまで我慢するつもりかな。ぼやぼやしてると何もかもなくなってしまうよ。異星人諸君」




　　　　＊





三月十九日　午前六時四分

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く　四番ゲート






　視界に薄く靄もやがかかっている。

　歩ほ哨しようのアポストリは、寒さに身を縮こまらせながら両の肩を撫なでた。空はすっかり明るくなり大気が白く輝いている。無人の街路に行き交う車はなく、交差点の信号だけが空しく明滅を繰り返していた。

　強ばった筋肉をほぐしつつ彼女は首を巡らした。背後に巨大なコンクリート壁がそびえている。彼女がいるのは壁の内側──中なか濠ほり東西通りの東端付近だった。長く伸びた道路を断ち切るようにスライド式のゲートがそそり立っている。手前に検問ブースとバリケードが設けられ、不審者の内応に備えていた。

　あの向こうに──人間達がいる。

　歩哨は背筋にひんやりとしたものを感じた。もし彼らが本気で攻めてくるつもりなら、このゲートは真っ先に攻撃対象となるだろう。小火器ならともかく、戦車砲やロケット弾を喰くらえばいくらアポストリでもただですまない。敵の姿が見えないまま背中に脅きよう威いを感じ続けるのは正直あまりよい気分でなかった。

　そういう意味では──あっちの方がいいかな。

　視線をついと横にやる。

　門の脇わき、壁との連結部に無骨な塔が立っていた。周囲を階段が取り巻き、頂上にサーチライトや双眼鏡、拡声器が据すえつけられている。四番ゲートの監視塔だった。物見台には警備兵が配置され自衛隊の様子を窺うかがっている。あそこなら外の状況が分かる分、今自分の感じているような不安はないはずだった。かわりに、いつ撃たれるか分からないという懸け念ねんはあるが。

　どっちにしろ……ロクなものじゃないか。

　肩をすくめ正面に向き直ろうとした時だった。

　監視塔の上で何かが光ったように思えた。鏡で陽光を反射したような鋭い煌きらめき。一度ではない。続けて二度、三度。やがて光が消え何とも言えない静寂が周囲を満たす。彼女は眉まゆをひそめた。端末を取り出し監視塔の警備兵をコールする。

「監視塔、どうした。何かあったのか」

　返事はない。低い風の音が端末から流れ出してくる。彼女は表情を強こわばらせ、もう一度端末に呼びかけようとした。

　どすり。

　唐突に身体からだが震えた。

　肺の奥に熱の塊かたまりが生まれている。彼女はぱちぱちと瞬まばたきして視線を落とした。胸から鏃やじりのようなものが生えている。鋭い切っ先から赤黒い液体が滴したたっていた。

「……え？」

　意識がついていかない。一体なぜこんなものが自分の身体からだから生えているのか。ぬめりを帯びた血は誰のものなのか。唇くちびるを震わせ鏃に触れようとした瞬しゆん間かん、更なる衝撃が彼女を襲った。肩に、腹に、足に、腕に、続けざまに銀色の矢が突き立つ。

　彼女は悲鳴を上げその場に倒れた。端末が手から離れ地面を転がっていく。一いつ瞬しゆん遅れて耐え難い苦痛が全身を襲った。細胞が焼け、ただれた皮膚から白煙が噴き上がる。

　敵襲だ。

　彼女は喘あえいだ。

　どこから撃たれたのか分からない。だが明らかに人間の──〈銀〉による攻撃だった。彼らだ。人間達が攻めてきた。本部に、〈十じゆう字じ架か〉に知らせなければ──

　震える手を伸ばし端末を引き寄せようとする。瞬間、ぐいと腕を踏ふまれた。

　無骨なタクティカルブーツが彼女の手首を踏みつけている。視線を上げると白ずくめの、がっしりした体格の男性が見えた。ゴーグル付きの鉄帽に肩からかけた大型の防護マスク袋、上衣の胸に徽き章しようとネームがある。見間違えようもない、陸自の戦闘服だった。だが生き地じの色は通常と違い、積雪地装備のように真っ白だった。

　なんで自衛隊が……壁の中に──

　男は無表情に銃を構えた。グローブの指がトリガーを引き絞る。轟ごう音おん──閃せん光こうが瞬またたき、彼女の側頭部をハンマーで叩たたいたような衝撃が襲った。

　激しい炎が頭ず蓋がいを満たしていく。失われていく意識の中で彼女は低い地鳴りを聞いたように思った。

　最後の力を振り絞り首を傾かたむける。

　ゲートの扉が開いていた。霧が流れ込み、その中に無数のシルエットが浮かび上がる。白ずくめの兵士達が銃を構え整列していた。鉄帽の下に髑どく髏ろのような防護マスクが見える。

　ごぉ、と頭上で爆音が轟とどろいた。

　高空を黒々とした機影が通り過ぎていく。翼の長いマンタのようなシルエット、無人観測機とは明らかに異なる、重厚で巨大な機体だった。

　──死神の軍勢のようだ。

　薄れゆく意識の中で、彼女はふっとそう思った。







　第四話








三月十九日　午前六時三十分

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く　城しろ町まち






　彼女は居留区大の学生だった。城町のマンションに共きよう棲せい相手のアポストリと二人ふたりで暮らしている。

　四日前、居留区に避難勧告が出た時、共棲相手は彼女を懸命に避難させようとした。事態は悪化し今後何がどうなるか分からない。だから今のうちに安全な所へ逃げてほしいとのことだった。

　彼女は怒った。あなた一人ひとりを置いていけるわけないでしょう。逃げるなら二人一緒。あなたが居留区を出られないなら私も残る。

　共棲相手は憤いきどおり、必死で反論し、ついには泣き出した。だが駅が封鎖されるに至って諦あきらめたのか、最近は元の静かな関係に戻っている。

　朝方の居留区は静せい謐ひつそのものだった。白んだ陽光が無人の町並みを明るく照らしている。昨日きのう砲撃があった時は何事かと思ったが、夕方の砲声を最後に騒ぎも落ち着いていた。

　ベランダで栗色の髪が揺ゆれている。

　共きよう棲せい相手が洗濯物を干しているのだろう。こんな時だというのに、このアポストリは一切生活習慣を崩さない。こっちはもう一度寝ようかと思っていたくらいなのに。ふっと口元が綻ほころんでくる。しょうがない奴やつだ、どれ、コーヒーでも入れてやるか。

　寝乱れた髪を搔かき上げキッチンに向かおうとした時だった。

　ベランダから「あ」と声がした。

「雪──」

　共棲相手がタオルをもったまま空を見上げている。彼女はぴくりと眉まゆを持ち上げた。

「えー？　そんな天気悪くないでしょ」

　返事はない。彼女は肩をすくめサーバーとポットを棚から出した。お湯を沸わかしながらペーパーフィルターにコーヒー豆を入れる。

「本当に雪なら洗濯物、中に入れといてよ。あんた、前も見とれて洗濯物壊滅させたでしょ」

　確か急用でとっとと家を出なければいけなかった時だ。大量の洗い物を雪まみれにして、これどうするんだと喧けん嘩かになったっけ。

　懐なつかかしく思いながら、さて朝ご飯はどうしようと考えた時だった。

　ベランダで絹を裂くような悲鳴が響ひびいた。

　慌あわてて振り返り目を疑った。

　共棲相手が燃えていた。身体からだ中から白い煙を上げ両手を振り回している。剝むき出しの皮膚が見る間に赤く焼けただれていった。

「ちょっと……ちょっとどうしたの!?」

　ベランダに飛び出し共棲相手の肩をつかむ。半狂乱になった彼女を部屋に上げ外を見渡した。

　雪が降っている。

　晴れた空に銀色の粉が舞っていた。陽の光をあびてきらきらと、尽きることなく居きよ留りゆう区くに降り注いでいる。

　爆音がした。顔を上げると巨大な影が上空を行き過ぎていくところだった。一機、二機、三機、機影が通り過ぎる度、雪はその激しさを増していく。居留区は白銀色に染まりつつあった。




　評議会は大混乱に陥おちいっていた。

　居留区から悲鳴のような報告が次々と上がってくる。先程飛来した大型輸送機から、大量の銀が散布されていた。市街地は同胞の血と煙で地獄のような有様となっているらしい。加えて敵の非正規戦部隊が侵入したのか、市街のあちこちで破壊活動が行われていた。

　目撃証言によれば敵は白一色の戦闘服に身を包んでいるらしい。おそらく銀散布下の迷彩効果を想定しているのだろう。であれば対アポストリ戦を目的に編成された部隊ということか。

　灯とう籠ろうは記憶を探さぐった。

　そう言えば、去年情報部から上がってきたレポートにそれらしい集団がいた。陸上自衛隊特殊作戦群ＳＦＧｐ第４中隊。四よん・一いち八はちの戦訓を徹底的に研究し、アポストリを殺し尽くすためだけに編成された集団。秘ひ匿とく名称──ネジレバネ。

（………）

　灯籠は瞳ひとみに氷のような輝きをたたえ議場を見渡した。

　政治屋達の混乱は見ていて滑こつ稽けいな程だった。敵がこちらとの開戦を望んでいる以上、この程度の挑発は予想の範はん疇ちゆうだろう。むしろ〈十じゆう字じ架か〉に攻撃が加えられていない分、まだ様子を見られていると考えるべきだった。彼らが本気で仕掛けてくるなら大型誘導弾を用いた飽和攻撃をかけてくるはずだ。しかる後、空爆と機甲部隊で一気に片をつける。〈十字架〉本体にどう攻撃をかけるつもりかは分からないが、二十年前と同じなら何らかの大威力兵器を準備しているのだろう。いずれにしろ、この程度の事態も想定せず宣戦布告を延期したのかと言いたかった。

　だが今の彼女に発言権はない。憲兵隊ドラゴーニの取り調べこそ終わったものの、ほとぼりが冷めるまで彼女の権限は停止されている。彼女にできるのはただ、目の前の騒ぎを眺ながめていることだけだった。

　ちらりと視線を上座に向ける。茉まつ莉り花か評議長と星ほし祭まつりは固い表情で議論の行ゆく方えを見守っていた。

「〈銀〉アルジエント、〈銀〉アルジエント！　あんなものを撒まき散らして連中は一体どういうつもりだ。我々はまだ交戦状態にも入ってないんだぞ！」

「公式発表は電波欺ぎ瞞まん紙の散布です。居きよ留りゆう区くからの電子攻撃ＥＡに対処するためだと──」

　〈夏エスターテ〉評議員のわめき声に情報参さん謀ぼうが回答する。議場内に怒声が響ひびき渡った。

「馬ば鹿かにするにも程がある。そんな子供だましの言い訳が通用すると思ってるのか」

「公開チャンネルで抗議するべきだ。状況を明らかにすれば日本ソーレの世論も──」

「もうよい」

　低い、遠雷のような声が轟とどろいた。単眼鏡モノクルのアポストリが杖つえの先で床を叩たたく。波打つ銀髪と豪ごう奢しやなガウン、〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの長老だった。

　彼女は傲ごう然ぜんと周囲を見渡した。

「和平の道は断たれた。この上は一刻も早く兵を進めるのみ」

「待ってください……！」

　悲鳴のような声を上げて星ほし祭まつりが立ち上がった。アーモンド型の瞳ひとみを見開き、真っ直すぐに長老を見つめている。

「約束の時間までまだ猶ゆう予よがあります。あいつらは──東京の連中は今も必死で！」

「状況が変わったのだ、鶺せき鴒れいの子」

　長老は冷ややかに言った。

「こうしてる間にも同胞は一人ひとり、また一人と斃たおれてゆく。ぬしの策は未だその成否も見えぬ。約束の時間まで半ばを過ぎてるにもかかわらずだ」

「そ、それは……でも！」

「一分一秒でも早く動けば救える命がある。それともぬしはこう言うのか、今まさに死のうとしている同胞に対して、あと一日待てと」

「………」

　星ほし祭まつりは拳こぶしを握りしめ奥歯を嚙かみしめた。その間、茉まつ莉り花かは目を閉じて沈ちん黙もくしている。白い頰ほおは白磁のように冷ややかで何を考えているのか窺うかがいしれない。

「よいな、〈夏エスターテ〉の」

　長老の問いかけにも茉莉花の回答はなかった。長老は視線を逸そらし軍務省の官僚達を見た。

「戦の準備を始めよ。インセット、カプラ、〈十じゆう字じ架か〉の砲、使えるものは全て使え。遠慮は無用だ。人間どもの家族を殺し町を焼き払え。彼らに自分達が何をしたか思い知らせてやれ」

　ざわりと空気が沸き立つ。参謀達が固い顔で連絡を取り始める中、長老は灯とう籠ろうを見み据すえた。

「参事官」

　重々しい声がかけられる。灯籠はすっと頭こうべを垂れた。

「ぬしの計画を使う。省に戻り作戦の指揮を執とれ。よいな」

「はい」

　灯籠の返事を聞き終え長老がガウンを翻ひるがえした。自みずからも軍の状況を確認するつもりなのだろう。歩きながら〈秋アウトウンノ〉のアポストリに指示を出している。

　灯籠は席を立ちながら評議員席を一いち瞥べつした。星祭は色を失うほどに下唇くちびるを嚙かみしめている。端正な顔に一昨日の余裕はない。彼女は自分の無力さを嚙みしめるように床を睨にらみつけていた。

「………」

　灯籠は議場を退出し廊下を歩いていった。昇降機に乗り込み扉を閉める。瞬しゆん間かん、なんともいえない感覚が胸を満たした。

　なんだろう、自分は勝ったはずだ。計画の再開が認められ指揮権も復活した。やや回り道をしたが結局は皆、彼女の正しさに気づいたはずだ。人間相手に譲歩してもろくなことはない。力を見せつけ恐れられてこそ平和が保てるのだと。

　勝った。勝った。勝った。──

　囁ささやくように繰り返し勝利の果実を味わおうとする。だが胸中の虚無感はなくならなかった。

（わかってるくせに）

　心の中で誰かが囁く。

　彼女は勝ったのでない。状況に流されているだけだ。人間内部の反動勢力に、長老に、評議会の混乱に。

　違う、と思う。

　自分が望んでいたのはこんな勝利でない。事態に翻ほん弄ろうされ、約束を反ほ故ごにし、交渉のルールを曲げるような勝ち方ではない。もっと正々堂々真っ向から叩たたき潰つぶしたかった。あの人間の子供を、生意気そうな目の少年を。

　そう、自分は見たかったのだ。彼が悔くやしさに表情を歪ゆがめ敗北を認めるのを。彼女の足下に屈するのを。

　ばか……みたい。

　こくりと首を傾かたむけ天井を仰ぐ。これじゃあまるでこっちが子供みたいでないか。彼に褒ほめてもらい認めてもらいたがっているような。

　………。

　彼女は唇くちびるを結んだ。すっと瞳ひとみの色を落ち着け端末を取り出す。目当ての連絡先を選択すると彼女は深呼吸し通信ボタンを押した。




　　　　＊




「手詰まりです」

　所長の言葉に、学まなぶは耳を疑った。

　防衛研究所に戻り、所ところ沢ざわでの出来事・逆探知結果を告げた瞬しゆん間かんのことだった。

　学の後ろには葉は桜ざくらと相あい川かわ、多た田だが控えている。この部屋の主──所長は彼らの正面、執務机の向こうに腰掛けていた。黒革張りの椅い子すに背中を預け表情を歪ゆがめている。彼は口元の皺しわを深め深刻な面おも持もちで彼らを見渡した。

「手詰まりです。あなた方の報告が本当なら我々に打つ手はありません」

「ど、どういうことですか！」

　学は詰め寄った。議員殺人の証拠を手に入れ敵の中ちゆう枢すう部らしきものも見つけ出している。あとは兵を投入し押えるだけだ、そう思っていた。ここで動かなければ何のための秘ひ匿とく戦力か。所長が何を躊躇ためらっているのか分からなかった。

「ひょっとして、あれですか？　あの船……護ご衛えい艦かんとは別に敵の司令部を見つけたんですか。そっちに戦力を割さかなきゃいけないから──」

　それで動くのを躊ちゆう躇ちよしているのか、だが所長は首を振った。

「いいえ、おそらくこの〈ながと〉が当たりでしょう。君の言っていた男──水み無な瀬せ王おう寺じですが、一昨日栃とち木ぎへリポートから〈ながと〉に向かったのが確認されています。目的は訓練視察とのことですが……間違いなく今回の件の指揮を執とるためでしょう」

　息を吞のむ学の前で、所長は手元の資料に視線を落とした。節くれ立った指がファイルを繰る。

「水無瀬という男について少し調べてみました。結論を言えば真っ黒です。異例な昇進スピードと特権的ポジション、所属は情報本部ですが本部長の指揮は一切彼に及んでいません。経歴の大半も偽装、ただ──防大時代、彼がある研究会に所属していたことは確認できました」

「……研究会？」

「対アポストリ戦の研究サークルです。再度の四よん・一いち八はちを想定し具体的な動員計画・用兵・戦後処理に至るまでを検討していた集団。ちなみに──その成員の大半は後の〈水すい車しや小ご屋や〉創設メンバーと重なっています」

「………！」

　学まなぶは喘あえいだ。所長は厳しい表情のまま顎あごの下で手を組んだ。

「最初の〈水車小屋〉はその研究内容の過激さから十二年前に解体され、組織の主要メンバーも公職を追放されました。ですがこの時まだ水み無な瀬せ一佐は自衛隊に任官していません。〈水車小屋〉にも所属しておらず、組織解体の影響も受けませんでした。理由は単純です。彼はこの時、まだ防大の学生だったからです」

「………」

　所長は小さく息を吐き出した。瞑めい目もくし囁ささやくような声で告げる。

「私の考えはこうです。彼は〈水車小屋〉の思想を受け継ぐ者として温存され、任官後、時期を見て組織の遺産を引き継いだ。政財界を掌しよう握あくし、組織を再構築して今回の作戦に踏ふみ切った。つまり彼こそが〈水車小屋〉の原型アーキタイプであり、組織そのものだということです」

「な、ならなおさらでしょう!?　水無瀬さんさえなんとかすればこの騒ぎが収まるなら、早くあの人を捕まえればいいじゃないですか！」

　学の問いに所長は首を振った。眦まなじりに力を込め学を見返す。

「学さんは……護ご衛えい艦かんがどれだけ恐ろしい存在か分かっていません」

　所長の声は重々しかった。

「艦対空ミサイルＳＡＭ、対潜魚雷、アスロック、近接防御火器システムＣＩＷＳ。空から海、水中に至るまで比類無き防御力を誇る鋼鉄の要よう塞さい、それが護衛艦です。ＳＡＭの有効射程は約百キロ、最大追尾目標数は同時三百。潜水艇てい、高速ボート、ヘリ、何を使っても取りつくことさえできません。うかつに近づけば一いつ瞬しゆんでこちらの戦力は壊滅します」

「だからって……」

　学はぎりっと歯を食いしばった。

「だから何もしないなんてありなんですか!?　明日あしたになったらもう戦争が始まるんですよ。それを黙だまって見過ごすんですか、手をこまねいて見てるんですか！」

「学君」

　相あい川かわが顔をしかめる。だが学は構わず言葉を連ねた。

「リスクのない作戦なんてありえません。本当にちゃんと考えたんですか。最後の最後まで方法を探したんですか。ただ危険だからって理由で全てを諦あきらめようとしてるなら、──俺はあなた達を絶対に許しません」

「おい、おい学まなぶ君、ちょっと落ち着け」

　相あい川かわが慌あわてて彼の肩をつかむ。嚙かみつかんばかりに身を乗り出していた学を、ぐっと引き戻した。相川は眉まゆ根ねを寄せ所長を見た。

「すまない所長。だが彼の言うことも一理ある。ここまで状況をお膳立てされて開戦を見過ごしたら我々は後世の笑いものだ。なんでもいいから手を打っていくべきじゃないのか」

「……手は打ちます」

　所長は固い声で言った。

「海かい幕ばく経由で〈ながと〉の訓練を中止するよう要請します。帰港さえすれば水み無な瀬せ一佐を拘こう束そくする機会はいくらでもあるはずですから」

　言いながらも薄い唇くちびるが歪ゆがんでいる。沈ちん黙もくが交渉の困難さを雄弁に物語っていた。

　学は救いを求めるように多た田だを見た。彼ならば動いてくれるのでないか、何か道を示してくれるのでないか。だが多田は壁にもたれかかったまま、じっと目をつぶり腕を組んでいた。

「……っ」

　拳こぶしを握りしめ踵きびすを返す。「学君、待て、待つんだ」相川の慌てた声を学は振り切った。扉を開け廊下に出る。遅れて葉は桜ざくらが小走りに追いかけてきた。早足で歩く彼を紅色の瞳ひとみが不安そうに見上げる。

「……どうするの？」

「分からない」

　学は内心の混乱を吐き出した。

　実際、何をどうしたらいいか見当もつかなかった。所長の言うことは事実なのだろう。相手は難攻不落の要よう塞さいに閉じこもり、こちらの手が届かないところから指示を出している。うかつに近づけば被害を出すだけだ。かといってこのまま手をこまねいていても破滅の瞬しゆん間かんは容よう赦しやなく訪れる。

　どうすれば事態を打開できる。水無瀬の凶きよう行こうを止められるのか。重苦しい顔で下唇を嚙かみしめた時だった。

「おい、テレビだ。テレビをつけろ」

　廊下の向こうから声が響ひびいた。制服姿の職員が強こわばった表情で駆かけ抜けていく。顔を上げると突き当たりの研究室に職員が集まっていた。中に入りきれないのか、何人かが扉の隙すき間まから室内を覗のぞき込んでいる。

　学は葉桜とともに研究室に近づいた。つま先立ちになり中を窺うかがう。大型のテレビに見慣れた景色が映っていた。青く広い空と茫ぼう洋ようたる湖面。陽光が濃紺の水面を眩まばゆく煌きらめかせている。琵び琶わ湖だった。

　どこから撮影しているのだろう、対岸遙はるか彼方かなたに空色の構造物──〈十じゆう字じ架か〉が見える。その脇わきにキラキラと瞬またたく銀白色の光があった。

「何あれ……雪？」

　葉は桜ざくらの問いかけを遮さえぎるようにテレビからリポーターの声が響ひびいた。

『こちら滋し賀が県高たか島しま市の船ふな木き崎ざきよりお送りしています。あちらの方、見えますでしょうか。今け朝さ七時ごろより居きよ留りゆう区く周辺に真っ白な破片が降り注いでいます。防衛省の発表によれば、これは電波欺ぎ瞞まん紙──チャフと呼ばれるもので、アポストリからの不正な電波を遮断するために散布しているとのことです。……あ、もう一度散布が始まった模様です。あちら、居留区の上空を自衛隊の輸送機が。──』

「……スノウフォールだ」

　乾いた声が室内に響いた。職員の一人ひとりが真っ青な顔で首を振っている。そこかしこから呻うめき声が漏もれた。学まなぶは目を瞬またたき、傍かたわらの職員を見上げた。

「なんですかあれ。スノウフォールってなんのことですか」

　壮そう年ねんの職員は眉み間けんに皺しわを寄せ学達を見下ろした。葉桜の赤い瞳ひとみを見て辛そうに顔を歪ゆがめる。

「空自の戦略兵器だ。大型のコンテナに銀の破片を満載して投下、目標上空で破裂させ銀の雨を降らせる。四よん・一いち八はちの遺産──対アポストリ戦の切り札だ。……畜ちく生しよう、あんなものまで持ち出させるなんて。何考えてるんだ、市いちヶが谷やは」

「そんな……」

　葉桜の顔から血の気が引く。よろめきかけた彼女を学は危あやういところで支えた。細い肩が凍えたように震えている。学は無言のまま、彼女の肩をつかむ手に力を込めた。




　相あい川かわは忸じく怩じたる思いでいた。

　ベストは尽くしている。

　生き残りの親しんアポストリ派を見つけ出し、可能な限り防衛研究所に匿かくまった。ともすれば消極策に走りがちな上層部を急せき立て、打てる手から打たせている。星ほし祭まつりを居留区に送り込めたのもそうやって維持した人脈と連絡手段があったからこそだ。だが彼は客分の身であり、できることは自おのずと限られていた。

　歯がゆい。恵けい吾ごが亡くなって以来、ずっと同じ無力感が彼を苛さいなんでいる。もっと何かできることはなかったのか。自分がもう少しうまくやっていれば、この惨さん状じようを避けられたのでないか。

　今もそうだ。

　必死で動き続ける学に、自分は有効な手を差し伸べられないでいる。あの少年は自衛隊の包囲を突破し何百キロの距離を越えここにたどりついた。命の危険を顧かえりみず前線に赴おもむき、敵の中ちゆう枢すうに繫つながる手がかりを示した。ただの高校生──特別な力など何一つない子供にもかかわらずだ。

　反面自分はどうだ。

　たかだか身内一つ満足に説得できない。代案も出せず、分かりきった困難を前にただ右往左往している。なんという無能、なんという無為無策ぶりだろう。

　相あい川かわは胸ポケットから煙草タバコを取り出した。多た田だは退室し研究室には彼一人ひとりしかいない。眉まゆ根ねを寄せライターの火を点ともした瞬しゆん間かん、ふっと『研究室内は禁煙！』の文字が目に入った。窓際の壁に張り紙がある。紙面の左下に漫画のようなイラスト、吊り目がちな女の子が牙きばを剝むき『ガー』と吠ほえている。横には「月つき原はら友とも深み」のサイン。相川はぱちぱちと目をしばたたき、苦笑した。

　あー、わかったわかった。

　髪を搔かき混ぜ煙草をしまう。笑うとわずかに──ほんのわずかにだが気分が落ち着いた。思い詰めていてもしょうがない、自分は自分にできることをやっていくしかなかった。

　と、言ってもな。

　状況は相変わらずの八方ふさがり。どこから手をつけてよいか見当もつかない。さて、どうするべきか。考え込んでいると不意に内線が鳴った。受話器を持ち上げ「相川だ」と名乗る。受付の担当者は一言「外線です」と告げた。相川は眉まゆをひそめた。

「外線？　どこからだ」

「それが訊きいても名乗ってくれなくて……繫つなげば分かるの一点張りで」

「………？　まぁいい、繫いでくれ」

　ガチャリと回線の切り替わる音、相川はもう一度「相川です」と名乗った。途端、ハスキーな声が耳元で炸さく裂れつした。

『つ……ながったぁあ！』

　鼓こ膜まくがビリビリと痺しびれたように震える。相川は受話器を遠ざけ顔をしかめた。考えた後、声の主に思い当たる。彼は片目をすがめ問いかけた。

「星ほし祭まつりか……？」

『おう！　そっちは相川のおっさんか？　別人のところにつながってねーだろうな。あ、ちなみにあたしは本物だぞ。疑うなら──』

「疑わんよ。これだけやかましいのはおまえさんくらいだ。それよりこの回線、どこに繫がってるんだ？　そっちの……居きよ留りゆう区くの通信は遮断されてるんだろう？」

　学まなぶからは居留区の基地局・中継局含め全て無効化されていると聞いていた。彼女が〈十じゆう字じ架か〉にいる限り一般回線に接続できるはずない。

　星祭は『へへ』と得意そうに笑った。電話向こうで胸を張る彼女の姿が見えるようだった。

『ちょいと色々細工させてもらってさ。朝方からの騒ぎで湖西に外国のマスコミが集まってんだよ。連中の使ってる衛星回線にちょっと相乗りさせてもらった』

「相乗り……って、そんなことできるのか？」

『普通は無理だろうけどさ。あたし、小こ平だいらの情報科でいくつか通信衛星の仕様見てたから。そん時の知識使ってこうちょいちょいと』

「ちょいちょい……」

　相あい川かわは眉まゆを寄せた。なんだか国際回線のセキュリティについて大変なことを聞かされた気がする。難しい表情で沈ちん黙もくしていると、星ほし祭まつりがはっと何かを思い出したように息を吞のんだ。

『ってそんなことはどうでもいいんだ！　おっさん！』

　彼女は怒鳴った。荒い息づかいが耳元で響ひびく。

『そっち南みなみ方かた学まなぶは到着してるのか？　今どんな状況になってるんだ？』

　激しい剣幕にたじろぎながら相川は状況を説明した。敵の中ちゆう枢すうを発見したこと。洋上の護ご衛えい艦かんが本部となっており、うかつに手が出せないこと。明あ日す正午のタイムリミットに向けて護衛艦を呼び戻せないか手配していること。──

　だが聞き終えるなり星祭は悲鳴のような声を上げた。

『だめだ、だめだ、だめだ。それじゃあ間に合わねぇ』

「間に合わないって……どういうことだ。宣戦布告の期限は──」

『早まったんだ、もう〈秋アウトウンノ〉の連中は攻撃準備を始めてる。態勢が整い次第打って出るつもりだ。このままいったらもう今夜には総攻撃が始まる』

　相川は絶句した。「なぜ」という問いかけに星祭は低い声で『ニュース見てないのか？』と告げた。慌あわててリモコンを取り上げテレビをつける。民放からＮＨＫ、ケーブル局、どのチャンネルも同じ映像を流していた。青空の下、銀白色の雪が居きよ留りゆう区くを包み込んでいる。

　息を吞む彼の耳元で星祭のかすれ声が響いた。

『この回線もそんなに長くもたねぇ。だから手短に用件を言うぞ。あたしは茉まつ莉り花か評議長と二人ふたりで出来る限り総攻撃のタイミングを遅らせる。だからおっさん達は一刻も早くその水み無な瀬せって奴やつを押えてくれ』

　心臓の音が跳はね上がる。ごくりと喉のどを鳴らし相川はうなずいた。

「……わかった。どのくらいその……総攻撃を遅らせられる？」

『もって今日きよう中……いや、明日あしたの朝──日が昇るまではなんとかしてみせる』

「日が昇るまで」相川は逆算した。今の季節なら日の出は朝の五時頃、あと十九時間しかない。

　呻うめき声が唇くちびるから漏もれる。たったそれだけの時間で何ができるのか。だが今は考えるより先に動くしかなかった。

『とにかくそっちは頼むぜ、あたしは東京が瓦がれ礫きの山になるとこなんて見たくないからな』

「こっちも彦ひこ根ねの町が燃えるところなんて見たくない。俺はまだ恵けい吾ごの墓参りにも行ってないんだ」

　相川の声に星祭は一いつ瞬しゆん息を詰まらせた。わずかな沈ちん黙もくの後『……うん』とうなずく。優しく、少し寂しげな声だった。彼女は小さな溜ため息いきを漏もらした。

『それじゃああたし、評議長に今聞いたこと報告してくるから。──ああ、そうだ。南方学と葉は桜ざくら、ちゃんとおっさんの方で面倒見といてくれよ。あいつらとにかく後あと先さき考えないから。総攻撃の件聞いたら問答無用で飛び出して行きかねねぇ』

「ああ」

　相あい川かわは苦笑した。

「わかってる。心配するな、あの子達をこれ以上危険には晒さらさない。彼らは──もう十分役に立ってくれた」

　───。

　受話器を置き天井を仰ぐ。まったく、次から次へと楽しくなってくるじゃないか。悠長に悩んでいる暇もないってことか。畜ちく生しようめ。

　もう一度状況を整理してみる。敵の司令部──洋上の護ご衛えい艦かんを正面から無力化する方法はない。対艦ミサイル装備の支援戦闘機でもあればともかく、現状自分達の手元にあるのは個人用の火器と装具に過ぎなかった。可能性があるとすれば特殊部隊による突入作戦ぐらいか。だが今のままだと所長は一切の戦力投入を許可すまい。

　せめて海自の特別警備隊ＳＢＵでも動かせればな──そう思った瞬しゆん間かん、ふっと一つの可能性に思い当たる。確かに〈水すい車しや小ご屋や〉の影響は自衛隊の端はし々ばしまで及んでいるのだろう。だがこの国の海上戦力は自衛隊だけでない。陸戦ばかりを想定していたため意識から抜け落ちていたが、彼にはもう一つ味方となりうる組織の当てがあった。

　受話器を取り上げアドレス帳から目的の番号を呼び出す。

　程なく相手が出た。野太い声がスピーカーから漏もれてくる。

『珍しいな、おまえがこっちにかけてくるなんて。てっきり今回の祭りには混ぜてもらえないかと思ったぞ』

「すまん、そっちの手を煩わずらわすまでもないと思ったんだが、──どうやらおまえ達向きの仕事らしい」

『海保向きの仕事』

　相手は笑いを含んだ口調で言った。

『なんだ、巡視船でも貸し出せっていうのか』

「それもありがたいが、今回必要になりそうなのはあっちだ。大阪のＳＳＴ──あれを借りられないか」

　ＳＳＴ──と相手はつぶやいた。海上保安庁Ｓｐｅｃｉａｌ　特殊警備Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　部隊Ｔｅａｍ、海上テロやシージャック事案を専門に扱う部隊だった。理由を告げた瞬間、相手は猛獣のように低い唸うなり声を漏もらした。

『随分美う味まそうな獲物を譲ゆずってくれるじゃないか。いいのか、本当にこっちで食っちまって』

「やってくれるのか」

『あたりまえだ。まぁ事が公になれば幹部連中の首は軒並み飛ぶだろうが、俸給の範囲だ。腹を括くくってもらうさ』

「……恩に着る」

　頭を下げて具体的な内容を伝える。一時間後に再度の状況報告を約し電話を切ろうとした時だった。相手がふっと声の調子を変えた。

『そういえば──おまえ、桜さくら田だ門もんに連絡したか？』

「………？　いや、なんでだ」

『警備部の警備第一課に妙みような動きがあるらしい。あそこのボスを個人的に知ってるが〈水すい車しや小ご屋や〉に荷担するような人じゃないんでな。てっきりおまえらの指示で動いてるのかと思ったんだが』

　桜田門──警視庁の警備部警備第一課……？

　眉まゆ根ねを寄せる。あそこには警察の中でも最強の火力を持つ部隊がいた。第六機動隊を前身とした凶悪事件専門の制圧集団。特殊急襲部隊──ＳＡＴ。

　電話を切ってから首を傾かしげた。記憶を探さぐってみるがやはり思い当たる節はない。自分達以外に〈水車小屋〉と敵対している勢力がある？　……まさか。

　一応確認しておくべきか。そう思い受話器を取り上げた時だった。廊下から甲かん高だかい靴音が聞こえてきた。何事かと思う間もなく扉が開く。廊下を背に、顔見知りの女性隊員が荒い息を吐いていた。

「じ、事務次官──大変です……」

「なんだノックもなしに」

　咎とがめながら相あい川かわはなんとも言えぬ不安を感じていた。星ほし祭まつりの電話を受けた時とは異なる得体のしれない感覚。女性隊員はドアにつかまったまま、上目遣いに彼を見上げた。

「み、南みなみ方かたさんと例のアポストリが──」

　説明を聞き終えるなり相川はぽかんと口を開けた。両目を見開き顎あごを落とす。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、彼は裏返った声で叫さけんだ。

「逃げたあ!?」




　学まなぶは恵え比び寿す駅に続く坂を下っている。

　日は大分高くなり、空気が熱を持ち始めていた。降り注ぐ陽光に街路樹の緑が眩まばゆく輝いている。周囲は閑静な住宅街で狭い道沿いに団地やマンションが立ち並んでいた。

　背後から足音がついてくる。学が止まると消え、歩きだすとまた聞こえ始める。何度か繰り返した後、学はたまりかねたように振り返った。

「葉は桜ざくら」

　固い声で呼びかける。金髪の少女は思い詰めた表情で彼の後ろに立っていた。学は口の端はしを押し下げた。

「何度も言わせるな。相川さんのとこにいろ」

「嫌いや」

「嫌じゃなくて」

「嫌いや」

「怒るぞ」

「私も怒るわよ」

　言いながらぐっと鼻の頭を突き出す。葉は桜ざくらは直線的な眉まゆを持ち上げた。

「言ったはずよ。私は学まなぶの代わりに戦う。絶対に離れない。学が行くところにはどこだってついていく」

「おまえな……」

　学は深い溜ため息いきをついた。眉根を寄せ諭さとすように言う。

「さっきも言っただろ、俺は横よこ須す賀かに行く。行ってあいつらの本拠地──〈ながと〉とかいう護ご衛えい艦かんに乗り込むつもりだ。正直勝ち目なんて一パーセントもない。ほとんど自殺覚悟の突撃だ。おまえがついてきたってどうしようもない」

「勝ち目なんて」

　葉桜は鼻を鳴らした。

「今更何を言ってるの？　あなたと出会ってからずっと勝ち目なんて考えて動いた覚えはないわ。学も言ってたじゃない。リスクのない作戦なんかありえないって」

「それは……」

　学は一いつ瞬しゆんひるみかけて、だがすぐ反論した。

「だからって二人ふたりとも危険を冒すことはないだろ。失敗した時のことを考えたらどっちかが残って後のことに備えるべきだ」

「それなら私が行くわ。学は残って」

「………」

　無言で睨にらみ合っているとクラクションが鳴り響ひびいた。無視しているともう一度、今度は二回連続で鳴らされる。なんだ、こっちはちゃんと道みち端ばたに寄ってるだろう──剣けん吞のんな表情で顔を上げると、すぐ傍そばに真しん紅くのスポーツカーが停車していた。

　運転席の窓が開き丸顔の男が顔を出す。鋭い眼光と吊り上がった眉、短く刈り込んだ髪が精せい悍かんな印象を強めている。多た田だだった。彼はくいと親指で後部座席を指した。

「乗れ」

　学はたじろいだ。ほら見ろ、こんなところでもたもたしてるから見つかってしまった。息を潜ひそめ一歩後じさる。

「戻りませんよ、俺は。……多田さん達に迷惑はかけませんから放っておいてください」

「もどらねぇよ」

「……え？」

「いいから乗れ、時間がないんだろ」

　言って窓の中に引っ込む。どうしてよいか分からずたたずんでいると、急せかすようにエンジン音が鳴り響ひびいた。そのまま後続の車も顧みず道の真ん中に停車している。学まなぶは葉は桜ざくらと顔を見合わせた。

　思い悩んだ後、車に向かう。多た田だは噓うそをつくような人物でない。戻らないと言うなら本当に戻るつもりはないのだろう。どのみちこの一本道では逃げることもできない。とりあえず話を聞いてみるか──そう思いドアを開け後部座席に乗り込んだ。待ちかねていたように車が走り出す。坂を下り大きな交差点を左折した。

「どこに行くつもりなんですか」

　学は恐る恐る訊たずねた。方向的に研究所でないことは理解できる。だがナビも土地勘もない状態では、東西南北どちらに向かっているのかさえ分からなかった。

　多田は学を一いち瞥べつし、すぐ視線を正面に戻した。不ふ機き嫌げんそうな口調でつぶやく。

「横よこ須す賀か」

　一いつ瞬しゆん、耳を疑った。呆ぼう然ぜんとする学の前で多田は気け怠だるげに言葉を続けた。

「〈ながと〉に乗り込むんだろ？　俺も付き合う。あと部隊の連中も別口で向かってる。あっちで合流予定だ」

「しょ、所長さんがＯＫ出したんですか？」

「いや」

「じゃあ、……なんで」

　電子音が響き渡る。フロントガラスの向こうでＥＴＣのゲートが開き、車が加速した。

　何とも言えない静寂が車内に満ちる。視界の端はしを渋しぶ谷や線３と書かれた標識が通り過ぎていった。

「──大人になるってのはな、痛みを知るってことだ」

　長い沈ちん黙もくの後、ぼそりと多田が言った。眉まゆ根ねに深い皺しわが刻まれている。

「火に触ったら熱い、刃物で切ったら痛い。──そういう失敗を何度も繰り返して、やっていいことといけねぇことを学んでいく。俺はな、南みなみ方かた。まぁ俺だけじゃねぇ他の大人もだが──おまえさんの何十倍も何百倍も失敗を経験している。痛い目も見てる。正直、おめぇみたいなガキにリスクがどうのと語られたくねぇ」

「………」

「だけどな──」多田は口元を歪ゆがめた。鼻から息を抜く。

「その小利口な大人があれは駄だ目めだ、これは危険だと言いあった挙げ句選んだのは結局『何もやらない』ってことだ。笑えるよな、そりゃ何もやらなきゃ失敗はしないさ。最終的に結果がどうなろうと、自分達は悪くなかったって言い張れる」

「多田……さん」

「十二日だ」

　多田はぽつりとつぶやいた。

「媒介筐体が議員をぶっ殺してから十二日、俺達は何もしてなかった。あの目め黒ぐろの一角に閉じこもって延々議論してただけだ。その間にどんどん状況は悪くなって、この国丸ごと引火寸前の火薬庫みたいになっちまった。だがおめぇは──」

　言いながら多た田だはちらと学まなぶを一いち瞥べつした。強い視線が学を射貫く。

「おめぇはたった一日で状況をここまで変えちまった。怖いもの知らずだからってのもあるだろう。本当に恐ろしい思いをしたことがねぇから好き勝手言えるのかもしれねぇ。だけど、少なくともおまえは結果を残した。奴やつらへの道を示した。俺達にゃできなかったことだ」

　だから──と多田はつぶやいた。

「だから……俺達はおまえに賭ける」

「………！」

　息を吞のむ学の前で、多田の目がきゅっとすぼまった。

「全員は無理だった。だが一個小隊八十名は今回の賭けに乗る。上には裏切り者扱いされるかもしれねぇが、何かまいやしねぇ。元々俺達は反抗戦力だ。上に弓引くのは慣れてる」

　学はぶるりと身体からだを震わせた。胃の底から形状しがたい昂こう揚ようが沸わき起こってくる。自分は一人ひとりでない。壁の外──彼にとって異国も同然の地で一緒に戦ってくれる仲間がいる。そのことがこれほど悦よろこばしいと思わなかった。

「ありがとうございます」

「礼を言われる筋合いはねぇ。これは俺のためでもあるんだ」

　多田はすんと鼻を鳴らし表情を険しくした。

「月つき原はらは今、居きよ留りゆう区くにいる。あの空襲の下でじっと息を潜ひそめてるはずなんだ。あいつを助けるためにも俺は奴らをぶっ潰つぶさなきゃならねぇ」

「………？　あの子なら大丈夫でしょ、だって星ほし祭まつりは今〈十じゆう字じ架か〉に……ん！　んー!?」

「なんだ……？　何か言ったか？」

「いや……なんでもないです」

　葉は桜ざくらの口を押えながら学は薄笑いを浮かべた。冷や汗を拭ぬぐい、やや表情を強こわばらせる。

「あいつのこと……本気なんですか」

「月原のことか？」

　学はこくりとうなずいた。多田は不思議そうに片かた眉まゆを持ち上げた。

「あたりめぇだ。言っただろう、俺はあいつのためなら何だってできる。どんなやばい状況にでも飛び込んでいけるって」

「でも──」

　学は続く言葉を飲み込んだ。でも、あいつはアポストリなんですよ──そう訊きいて多田の反応を窺うかがってみたかった。彼がなんと答えるか、それによって自分の選ぶ道が見つかるかもしれない。

　だが、彼女の正体を告げるのは自分の役割でない。代わりに彼は訊たずねた。

「あいつの……どこがそんなに気にいったんですか」

「あー？」

　多た田だは頓とん狂きような声を上げた。頰ほお肉を歪ゆがめ眦まなじりに力を込める。左右非対称のひどく猛たけ々だけしい笑えみが口元に浮かんだ。

「ガキが」

「が……」

「恋に理由はねぇ！　以上！」

　言いながらアクセルを一杯に踏ふみ込む。エンジン音が高鳴り身体からだがシートに押しつけられた。周囲の景色が飛ぶように流れていく。車は高層ビルの谷間を猛スピードで西に向かっていった。




　茉まつ莉り花かは〈十字架〉の執務室にいる。

　机の向こうには白衣の少女──星ほし祭まつりが立っていた。相あい川かわからの情報を報告し終え茉莉花の反応を窺うかがうように沈ちん黙もくしている。アーモンド型の眼がきゅっとすぼまり、こちらを見つめていた。

「そうですか──学さんが」

　茉莉花は溜ため息いきをついた。彼の無事を喜ぶとともに、あの少年の尋常ならざる行動力に震しん撼かんする。まったくなんという子供だろう。七十二時間という制限の中で彼は本当に事態を打開しつつある。敵の姿を暴あばき、その中ちゆう枢すうに迫りつつある。自分達が二十年かけて成し遂げられなかったことだ。

　あの家の男達は──本当に。

　瞑めい目もくし笑みを漏もらす。いいだろう、彼は義務を果たした。今度は自分の番だ。彼に約束した七十二時間、自分の身命を削ってでも稼ぎ出して見せる。

「それで星祭、〈秋アウトウンノ〉の動きはどうですか」

　茉莉花の質問に星祭は顔を強こわばらせた。

「すっげぇ勢いで〈十じゆう字じ架か〉の閉鎖区画を開放しまくってる。対消滅炉のリミッターもいくつか解除が始まった。このままいくと日が変わる頃にはドカンだ」

　艦かん載さい砲の射撃準備が整うということだ。茉莉花は指の節に顎あごをのせた。

「産業省のエネルギー部門に知ち己きがいます。彼女の連絡先を教えますから、裏から対消滅炉の出力を落とさせてください。小手先ですが時間稼ぎにはなるはずです」

　星祭は考える表情になった。眉まゆ根ねに皺しわを寄せこくりとうなずく。

「了解、他には？」

「高等法院──〈冬インヴエルノ〉氏し族ぞくに噂うわさを流しましょう。閉鎖区画の開放手続きに法的な不備が認められると。彼女達は法の番人です。噂の真しん偽ぎにかかわらず放置はできないでしょう」

「あー……あいつら頭固いからな。全力で〈秋アウトウンノ〉の邪じや魔ましてくれそうだぜ」

　星ほし祭まつりは不敵な笑みを浮かべた。背筋を伸ばし踵かかとを打ち鳴らす。

「ＯＫ。んじゃ仕事に取りかかるわ。なんかあったら端末に連絡くれ」

　茉まつ莉り花かがうなずく間もなく星祭は踵きびすを返した。そのまま振り返ることなく執務室を出ていく。足音が消え室内に静寂が落ちた。

　茉莉花はじっと扉を見つめていた。星祭の情報、それに自分の出した指示をもう一度反はん芻すうする。

　──これで、なんとかなるだろうか。

　胸中に疑問を投げ込む。全てがうまくいけば──学まなぶ達が敵の中ちゆう枢すうを抑え、媒介筐体の存在を公表、自分と星祭が〈秋アウトウンノ〉の暴走を押し止めれば、それで事態は収まるだろうか。

　否いな。

　一時の昂こう揚ようが引き、冷徹なリアリストとしての顔が表に出てくる。あれだけ巨大な組織なのだ。頭を潰つぶしても身体からだはそのことに気づかず暴れ続けるだろう。いや──むしろ指揮系統を失った分、歯止めがきかなくなるかもしれない。自衛隊は攻撃の手を休めず〈秋アウトウンノ〉は応戦する。駄だ目めだ、これでは何も解決しない。

　両目をつぶり、編んだ指の上に額ひたいを置く。

　全てを終わらせる方法、議員殺人から始まった歪ゆがみを元に戻す手段。

　………。

　彼女はふっと唇くちびるを綻ほころばせた。そう、方法はとっくに分かってる。むしろもっと早く実行するべきだったのだ。全てを維持しようなどと考えたから結局大事なものがこぼれおちてしまった。たった一つ、ただ一個のものさえ捨て去れば事態は何事もなく収まる。それは──

　茉莉花は端末に手を伸ばした。

　発信音のあとに相手が出る。茉莉花は静かな口調で言った。

「すみません、星祭。あと一つお願いがあります。あなたが確保した衛星回線──まだ使用できますか？」




　　　　＊





三月十九日　午後十二時四十六分

下しも北きた半島上空　高度三万三千フィート






　眼下に雲の海がある。

　日差しは鋭い。目の痛くなるような青色が視界の半ばを埋めている。視線を転じると雲間に複雑な海岸線が見えた。地形から見て本州の北端、津つ軽がる海峡のあたりだろうか。羽はね田だを出て幾ばくも経たっていないのに随分遠くまで来てしまった気がする。

　男は方形の窓から外を眺ながめていた。狭い個室に人の姿はない。主しゆ翼よくを伝いエンジンの音が低く長く響ひびいてきていた。

　不意に──壁の端末が着信音を鳴らした。内線取り次ぎではない、直通の外線コール音。男は眉まゆをひそめた。この番号を知っている者は彼の周囲でもほとんどいない。彼はタッチパネルを操作し回線を繫つなげた。

『──おひさしぶりです、首相閣下』

　鈴を転がすような声がスピーカーから響いた。画面に黒髪の童女が現れる。芥から子し色の着物に袖を彩る桜の柄。彼女は半月型の眼を緩ゆるめ男を見つめていた。

「これは……評議長閣下」

　男は喘あえぐように言った。一いつ瞬しゆんだけ表情を強こわばらせ、頰ほおの力を抜く。彼は居住まいを正し画面と向き合った。

「まったく……久しいですな。昨年頭の首脳会談以来ですか。あの時お互いの連絡先を交換させていただきましたが、政府専用機エアフオースワンの番号までお伝えしていたと思いませんでした」

　茉まつ莉り花かは微ほほ笑えんだ。

『残念ながらこちらの連絡先は教えていただけませんでした。今日きようは火急の用件があり、非礼を承知で調べさせていただきました』

「調べる」

　男は苦笑した。

「調べようとして分かってしまうのでは秘ひ匿とく回線の意味がありませんな。是非改善のご指導を──と言いたいところですが、もはやそんな状況ではありませんか」

　男は顎あごの前で両の手を組んだ。それで──と口調に諧かい謔ぎやくの響きを加える。

「どのようなご用件でしょう。こちらを撃ち落とす前に遺言の機会でも与えてくださいましたか」

「いいえ、閣下」

　童女──〈十じゆう字じ架か〉評議長茉莉花は頭を振った。口元に柔らかな笑えみを浮かべる。

「申し上げたはずです、お話がしたいと。ただその前に一つ確認させていただきたいことがあります。首相閣下の……現在の境遇についてです」

「ほう」

　男は興味深そうにつぶやいた。

「私の境遇ですか」

「ええ、閣下が今なぜ空の上にいらっしゃるかです。想像になりますが、防衛省から避難指示が出たのではありませんか？　アポストリが東京を攻撃する可能性あり、即時〈十字架〉の射程外に退避すべしと」

「仰おつしやるとおりです」

　男はうなずいた。それはまさに今け朝さ方、彼が言われたことだった。

　茉まつ莉り花かは言葉を連ねた。

「専用機に乗り込まれたタイミングで全てのホットラインを切断、外部との通信を遮断された。表向きは無線封鎖などの理由でしょうが、とにかく閣僚、省庁への連絡を全て封じられている。それが閣下の今の状況ではないですか」

「驚きましたな」

　男は額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「いやはや、これもあなたがたのオーバーテクノロジーですか。何か未知の技術で私の心を覗のぞかれているのですか」

　茉莉花は微ほほ笑えみながら首を横に振った。

「そのような技術があれば私個人がまず恩恵にあずかりたいところです。残念ですが、これはただの推測です。情報を集め、繫つなぎ合わせ、仮説を打ち立てただけです」

「──どうやら評議長閣下は私の知らないことを知っておられるようだ」

　男は口角を持ち上げた。両目をすぼめ少女の真っ赤な瞳ひとみを見つめる。

「教えていただけますか、一体今何が起きているのか。評議長閣下はどのような目的で私にご連絡されたのか」

　茉莉花はこくりとうなずき語り出した。

　それはとても長い物語だった。この国が十年以上にわたり抱えてきた暗部、闇、病びよう巣そう。

　自分達が表の世界で政治を繰り広げている間、裏でどれだけ熾し烈れつな抗争が繰り返されてきたのか。南みなみ方かた恵けい吾ご、茉莉花、その他無数の人々が担になってきた役割、使命。勝利と敗北、気が遠くなるような戦いの歴史。そして今まさに両勢力のバランスが崩れようとしていること。それを防ぐため何人もの人々が必死に抗あらがっていること。──

　聞き終えるなり男は大きく息を吸い込んだ。天井を仰ぎ首を振る。

「なぜそれを」

　もっと早く話してくれなかったのか。──訊たずねようとして答えに気づく。

　茉莉花──いや南方恵吾もだろうが、彼らは誰が敵で誰が味方か分からなかった。自分を信用してよいか、今の今まで判断できなかったのだろう。〈水すい車しや小ご屋や〉の中ちゆう枢すうを見つけ出し、その他の情報を繫ぎ合わせ、ようやく自分を容疑者から除外した。相談の相手として認めてくれた。

「寂しいものですな」

　男は素直に感情を表わした。

「私はこの二年、あなたと友ゆう誼ぎを結んでいるつもりでいた。信頼できるパートナーとしてともに歩み続けていると思っていた。ですが、あなたは私の知らないところで別の政治を繰り広げられていたのですね」

「申し訳ありません」

　茉まつ莉り花かは心底すまなそうに頭を下げた。男は「いえ」と手を振った。

「謝る必要はありません。むしろ真実を教えていただき感謝したいくらいです。──それで、今の私に何ができるのでしょう？」

　茉莉花は顔を上げた。紅こう玉ぎよくのような瞳ひとみが鈍にぶく輝いた。

「今、ある者達が〈水すい車しや小ご屋や〉の中ちゆう枢すうを抑えに向かっています。同時に議員殺人の真相も公開の準備を進めています。これらが完了した暁あかつきに、総理の口から全てを暴ばく露ろして欲しいのです」

「全て？」

　茉莉花はうなずいた。

「〈水車小屋〉の存在、貴国の裏側で十年以上にわたり続いてきた闘争。その全てをです」

「それは……ですが……しかし」

　男は荒い息を吐いた。ごくりと喉のどを鳴らし唇くちびるを引き結ぶ。冷や汗が頰ほおを滴したたり落ちていった。

「大変なことになりますよ。政財界全てが得体の知れない組織に牛ぎゆう耳じられていた、しかも十年以上。──こんなことが表おもて沙ざ汰たになれば国家の信用は失墜します。世論は沸騰し与野党中央官庁悉ことごとく弾だん劾がいされるでしょう。……無政府状態になりますよ。どう考えても和平交渉どころじゃなくなります。あなた方だってそうでしょう。〈夏エスターテ〉はともかく、〈秋アウトウンノ〉や他氏し族ぞくは我々を決して許さないはずです」

「話を貴国の中だけで閉じるなら確かに」

「………？　どういうことでしょう」

　茉莉花は表情を消した。視線を正面に据すえたまま、冷気さえ感じられる口調でつぶやく。
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「〈水車小屋〉をアポストリ内の反動勢力も含めた組織とします。そうすれば事態は〈日本国〉対〈アポストリ〉ではなく、〈反体制勢力〉対〈現体制〉となります」

「………!?」

「我々〈十じゆう字じ架か〉評議会と日本政府は総力を結集し、双そう方ほうの反動勢力を駆く逐ちくした。こういう絵図であればどちらが悪いという話にもなりません。世論の矛先も、〈水車小屋〉だけに向けられるはずです」

「で、ですがそれでは……！」

　男は声を震わせた。

　他の人間はともかく、〈水車小屋〉の存在を公表すれば彼は間違いなく責任を問われる。反動勢力の暴走を看過した無能な宰さい相しようとして後世に記憶されるはずだ。

　それは構わない。事態の悪化を察知できなかった時点で彼の非才は明らかだ。覚悟はできている。だが茉莉花の策を取れば悪名は彼女にも及ぶ。今回の件で、彼女はまったくの被害者であるにもかかわらずだ。

　茉まつ莉り花かはふっと口元を緩ゆるめた。

「ご心配には及びません。どのみち私の政治生命はとうに尽きかけています。後世の評価を捨てる程度で今の状況を挽ばん回かいできるなら、政治家としてはむしろ本望です」

　絶句する男の前で茉莉花はこくりと小首を傾かたむけた。肩をすくめ、ひどく幼い表情になる。彼女は微ほほ笑えんだ。花の蕾つぼみが開くように可か憐れんな笑えみだった。

「私もお供します閣下、二人ふたり仲良く無能者として歴史に名を残しましょう」




　　　　＊





三月二十日　午前〇時四分

横よこ須す賀か市浦うら郷さと町






　隊員が次々とホワイトボードに地図を貼りつけていく。

　通信端末が起動し厖ぼう大だいな情報が指揮車に流れ込んできた。オペレーターが手を動かすのに合わせて壁のモニタが息を吹き返していく。スピーカーが唸うなりを上げ、雑多な音声を吐き出し始めた。民間のラジオや携帯通話、船舶無線が無秩ちつ序じよに混ざり合い室内を満たす。

　学まなぶの見ている前で、多た田だが机上に図面を広げた。円弧状の複雑な海岸線──東京湾の地図だった。

　多た田だがサインペンを取り上げ彼ひ我がの位置を書き込んでいく。彼らの現在位置は横よこ須す賀か市北部の港湾だった。湾に面してボートの係留施設、南方に海上自衛隊の基地群が広がっている。

「で、〈ながと〉はここだ」

　多田は三み浦うら半島の沖合、十キロメートル地点に赤の×印を書き込んだ。房ぼう総そう半島の先端──館たて山やま湾と伊い豆ず大おお島しまのほぼ中間地点だった。

「対水上レーダーの探知距離は約五十キロ、ぶっちゃけ東京湾は全部こいつの監視下にあると思っていい。うかつに近づきゃ一いつ瞬しゆんで蜂はちの巣だ」

「水中からは？　潜水艦かんか何かで近づくのは」

　所長とのやりとりを思い返しながら学まなぶは質問した。潜水艇てい、高速ボートＲＨＩＢ、ヘリ、何を使っても取りつくことさえできないと言っていた。疑うわけでないが、もう一度頭を整理しておきたかった。多田は唇くちびるを歪ゆがめた。

「厳しいな、こいつに装備されているソナーは深々度の戦略原潜も探知可能なものだ。東京湾程度の深さじゃどこから近づいても気取られる」

「空からは」

「こいつの百キロ圏内に入った瞬しゆん間かん、対空ミサイルで撃ち落とされる。七面鳥撃ちターキーシユートってやつだ」

　多田はぎろりと眼球を動かした。

「さぁ状況のおさらいは以上だ。どうやって近づく南みなみ方かた。こっちで用意できる装備はせいぜい高速ボートＲＨＩＢかヘリどまりだ」

　学は図面を睨にらみつけた。机に両手を突き表情を強こわばらせる。無言で考えた後、ぽつりとつぶやいた。

「死角はないんですか」

「ある」

　多田の言葉に学は顔を上げた。多田は×印──〈ながと〉を囲むように赤い丸を描えがいた。

「〈ながと〉を中心に半径二キロメートル、このエリアは海面反射を抑制するためレーダーがきかない。所謂いわゆるレーダー不感帯ってやつだ。ここまで近づきゃ奴やつらの目はくらませる」

「………！」

　一瞬息を吞のみかけて、学はだがすぐ問題の先送りに気づいた。そもそも〈ながと〉に近づけないことが課題なのだ。二キロメートル圏内に近づく方法があれば、最初から頭を悩ます必要もない。眦まなじりに力を込め図面上の赤丸を見つめる。何かないか。敵の探知網からこちらを見えなくする方法──

　待てよ。

　学は眉まゆをひそめた。ふっと違和感が脳のう裏りを過よぎる。

「多田さん、──東京湾って結構船の数、多いですよね？」

　彦ひこ根ね港でさえ日に何十便も〈十じゆう字じ架か〉行きの船が出入りしていた。首都圏の交通量はその比であるまい。

　多た田だはうなずいた。

「だいたい……一日に千隻せきって言われてんな」

「それだけの交通量があってレーダーはパンクしないんですか？　敵か味方か確認できないうちに近づいてくる船もいるでしょう。その──半径二キロ以内に」

「ＡＮＳってシステムがある」

　多田は冷えた口調で言った。

「次世代Ａｄｖａｎｃｅｄ航行支援ＮａｖｉｇａｔｉｏｎシステムＳｕｐｐｏｒｔ、海上保安庁が運用している航行管制システムだ。船の自動識別装置ＡＩＳや航路申請データと連係して、どの船がいつどこを通るか確認できる。多分だが、〈ながと〉の航海用ＡＩはこいつを参照して民間船の接近を自動回避してる。回避した上で、不自然に接近してくる相手だけをレーダーでピックアップしているはずだ」

「そのＡＮＳ──画面とか見られますか」

　多田は壁際のオペレーターに声をかけた。モニタの一つにＡＮＳの画面が表示される。黄色と青──二色で塗り分けられた東京湾の地図だった。右下にスライダーが表示され、日付と時間を選択可能になっている。水上を大小の赤い三角が行き交っていた。

　学まなぶはオペレーターに頼んでＡＮＳの画面を操作させてもらった。スライダーを動かし今晩から明あ日すにかけての船せん舶ぱくの流れを確認する。午前零時、一時、二時、時間を進めていき、ある時刻でスライダーを止めた。

「多田さん」

　学は画面に視線を据すえたまま訊たずねた。

「このＡＮＳ、騙せますか」

「ああ？」多田は唸うなるような声を上げた。

「やれねぇことはねぇだろうが……あんま意味ねぇと思うぞ。ＡＮＳに噓つかれても〈ながと〉のレーダーが死ぬわけじゃねぇからな。怪あやしげな船が近づいてきたら即座に退避勧告、従わなけりゃズドンだ」

　二キロ圏内に近づく余裕もない。学はうなずいた。

「一隻だけならそうでしょうね」

「ＡＮＳ丸ごと落とせってか？　そんなことしたら奴やつらが怪しむだけだぞ。今から誰か攻めてくるって知らせるようなもんだ」

「丸ごとの必要はないです。ほんの一時期、ある航路データさえ改ざんできれば」

　言いながら学はふりむいた。多田の目がぎらりと輝く。唇くちびるに肉食獣のような笑えみが浮かんだ。

「何か考えついたみてぇだな」

　学はうなずき自分の考えを語り出した。







　第五話








──三時間後

城じようヶが島しま沖十五キロ地点　ＤＤＨ〈ながと〉






　夜風が冷たい。

〈ながと〉の見張り員は救命胴衣の上から肩を抱いた。彼は艦かん橋きよう──左さ舷げんウィングで見張りを担当している。眼下には長大な飛行甲かん板ばんが伸びていた。艦かん首しゆにＣＩＷＳの白いレドーム、その向こうに黒々とした闇が見える。

　時刻は午前三時を過ぎていた。周囲はしんと静まりかえり、波の音だけが規則的に響ひびいている。ともすれば緊張の糸が切れそうになるのを見張り員は意思の力で繫つなぎ止めた。

〈ながと〉の乗員は約三百名、だが今、船にはその半分程度しか乗り込んでいない。全員を彼らの同志──〈水すい車しや小ご屋や〉メンバーで揃そろえるための措置だった。作戦は最終段階に入っている。万が一の間違いも許されない。部外者を入れず同志のみで船を固めればそれだけ不測の事態も減る。──

　理屈ではその通り。だが代わりに艦内は深刻な人手不足に見舞われていた。無論、最新型護ご衛えい艦かんである〈ながと〉は人工知能を活用し可能な限りの省力化を図っている。だが機械に頼れる部分も限界があった。たとえば至近距離の水上監視はレーダーでカバーできない。彼ら見張り員の目のみが頼りだった。

　手の甲で顔を擦こする。深呼吸し胸一杯に冷たい空気を送り込んだ。しっかりしろ、あと少しで交替の時間だ。そう自分に言い聞かせた時だった。不意に、視界の端で光が瞬またたいた。

　瞬まばたきし顔を向ける。気のせい──ではない。船の右舷前方から緑と白の光が近づいている。見張り員は大型双眼鏡に取りつき光源を確認、ヘッドセットのマイクに向けて叫さけんだ。

「右艦首に青灯、方位上る」




〈ながと〉副長は見張り員の報告を艦長席で受けた。

　青灯──すなわち右方向から来た船せん舶ぱくが〈ながと〉の進路に重なりつつあるということだ。ブリッジに緊張が走る。副長はレーダーのＡＮＳ連携を解除するよう命じた。フィルタが消滅し、周辺水域の全目標に対して自動捕捉が開始される。カラーモニターに当該船舶の光点が表示された。距離にして五～六キロメートルといったところか。

　副長は眉まゆ根ねを寄せた。なぜこんな至近まで近づけてしまったのか。ＡＮＳの登録艦かん艇ていなら航海用ＡＩが自動で回避行動をとる。未登録艦艇ならもっと早くレーダーの警告が出るはずだ。システムに何か不具合があるのか。──いや、原因追及はあとでいい。

「機関減速、前方船せん舶ぱくに向けて発光信号」

　続けて信号員に命じ汽き笛てきを吹すい鳴めい。ボゥと低い警告音が連続で鳴り響ひびく。副長は窓の外を注視した。こちらは既に回避行動を取っている。前方の船舶が直進し続ける限りこれで距離を取れるはずだった。だが、もしあれが敵性目標なら。

「艦かん首しゆＣＩＷＳ射撃準備、距離二千で射撃開始。警告は不要」

　固い声で指示を出す。疑わしい船舶・航空機は問答無用で撃破してよい旨、許可を得ている。躊ちゆう躇ちよは不要だった。近づくものは全て排除し海の藻も屑くずと変える、それが彼の役割だ。戦闘指揮所ＣＩＣや司令部作戦室ＦＩＣ──艦長及び組織上層部への連絡は事後でいい。

　伝令が即座に復唱する。

「了解、艦首ＣＩＷＳ射撃準備。距離二千で──、……え？　なんだって」

「どうした」

　副長は眉まゆをひそめた。伝令がヘッドセットに片手を当てている。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、彼は顔を上げた。

「艦かん尾び見張り所から連絡です。方位３００に別の青灯、距離７マイル！」

　なんだと──と訊たずね返す間もなく、今度は右う舷げん側のレーダー員が悲鳴のような声を上げた。

「続いて後方に五……いえ六隻せき、目標増加中！　船団です、大規模な船団が本艦進路を横断中！」

　副長は愕がく然ぜんとした。艦長席を離れ電子海図装置を覗のぞき込む。事実だった。十以上の光点が〈ながと〉の頭を押えるように移動している。

「馬ば鹿かな」

　呻うめき声が唇くちびるから漏もれる。いくら東京湾周辺が過密状態といっても一度にこれ程の船舶と遭遇する可能性は低い。一体どこから湧わいてきたのか。これだけの数をまさか全部撃沈するわけにもいかない。一隻沈めている間に他の船がＳＯＳを出したら収拾がつかなくなる。かといって今から転てん舵だしても船団の何隻かは〈ながと〉の至近を通過するだろう。

　副長は機関停止を命じＣＩＣに判断を仰いだ。その間にも船団は刻一刻と接近しつつある。レーダー上で、光点のいくつかが〈ながと〉のレーダー不感帯に触れた。




「急げ！　併走していられる時間は大してないぞ！」

　後部甲かん板ぱんに怒声が響き渡る。学まなぶの頭上を巨大なボートが通過していった。ＲＨＩＢ──特殊部隊用の高速機動船だ。デリックのワイヤが黒い船体のあちこちに繫つながっている。舷げん側そくまで移動した後、ゆっくりとフックが降下。ボートは甲板の高さで停止した。突入部隊の隊員達が待ちかねていたように乗船を開始する。視線を転じると、右舷の僚船も同様にボートの発進準備を始めていた。

　──うまくいった。

　学まなぶは荒い息を漏もらしつつ彼方かなたの〈ながと〉を一望した。巨大な艦かん影えいに動きはない。長大な船体が闇の中、眠るようにたたずんでいた。

　ＡＮＳの航海情報を欺ぎ瞞まんし、目的の船について本来と別の経路を表示させる。〈ながと〉の航海用ＡＩは欺瞞航路に従い回避行動を実施、結果として航路のニアミスが生じる。だがここまでならレーダーとＡＮＳの連携を切った瞬しゆん間かん、一発で発見されてしまう。不必要に近づく船があれば〈ながと〉は容赦ない攻撃を加えてくるはずだ。

　それが、ただ一隻なら。

　学がＡＮＳの航路予定に見つけたのは漁船の船団だった。数にして十二隻せき、その全部が一時に接近すればさすがの〈ながと〉も対処に迷う。彼ら──〈水すい車しや小ご屋や〉はこのタイミングで目立つことを極度に恐れているはずだ。一いつ瞬しゆんで全船せん舶ぱくを撃沈できない限り攻撃を躊躇ためらうだろう。

　レーダー不感帯まで近づけば、あとはＲＨＩＢで一気に距離を詰める。黒い船体は夜の波間に溶け込み肉眼での発見は難しい。船団自体は〈ながと〉から離れるので、敵の目はそちらに引きつけられる。

　あくまで素しろ人うと考え──アマチュアの思いつきにすぎない。だが多た田だは学の考えを採用した。船主と交渉し二隻の漁船を借用、ＲＨＩＢと突入用の装備を積み込んだ。最悪〈ながと〉から攻撃を受けた場合は、分散し各個に突入する手て筈はずだった

　学はタクティカルベストを着込み舷げん側そくに向かった。ボートに乗り込み腰を下ろす。膝ひざを胸に引き寄せた瞬間、横にどしりと多田が座った。

「いいぞ、出せ」

　多田の声に応えてワイヤが下がっていく。見る間に真っ黒な海面が近づいてきた。ややあって衝撃が走る。波が船体を突き上げワイヤがたわんだ。隊員達はきびきびした動作でフックを外した。低いエンジン音が響ひびき渡る。ぐんと加速がかかりボートは猛速で海上を滑すべり出した。

　学は船ふな縁べりをつかんだ。油断すると外に投げ出されそうな勢いだった。波なみ飛沫しぶきが剝むき出しの肌を叩たたき体温を奪っていく。葉は桜ざくらは──と思い視線を巡めぐらすと、彼女は反対側でコートのフードを揺ゆらしていた。

　──結局、ここまでついてこさせてしまった。

　学はぎりっと歯を食いしばり視線を伏せた。名状しがたい苛いら立だちが胸を満たしている。葉桜の強情さが腹立たしいのか。──いや違う。許せないのは自分だ。本当に彼女を危険に晒さらしたくないなら陸に残ると言うべきだった。彼女と二人ふたりで港に留とどまり、あとは多田に全てを任す。その決断さえできれば葉桜は死地に赴おもむく必要もなかった。

　だが自分は行くことを選んだ。なぜだ？　決まっている。彼にとってこの世界がとてつもなく大切なものだからだ。父親が、茉まつ莉り花かが、たくさんの人やアポストリが守り育はぐくんできた世界。自分は彼らの思いを背負うと決めた。である以上、後方で安あん穏のんとなどしていられない。最後の最後まで前に出て結末を見届けてやる。葉は桜ざくらに対する思いがどうあれここだけは譲ゆずれない。

　だがそのために葉桜が傷ついたら、倒れたら、一体自分はどうなってしまうのか。

　──狂うだろう。

　自然とそう思えた。彼女のいない世界など考えられない。たとえ〈水すい車しや小ご屋や〉が壊滅し、人とアポストリが友好を取り戻しても、そこに葉桜がいなければ自分は正気でいられない。抜け殻のようになるか、あるいは──

　学まなぶは両の目を閉じた。荒い息を漏もらし船ふな縁べりに爪を立てる。気を抜けば身体からだが二つに引きちぎれてしまいそうだった。葉桜の無事を祈る自分、父親の思いを継ごうとする自分、どちらも南みなみ方かた学であり彼以外の何者でもない。

　息が苦しかった。もしどちらか一方を選べと言われたら、自分はどうすればいいのか。気づけばぐるぐると思考が回まわっていた。

「おい、大丈夫か？　なんか顔色悪いぞ」

　多た田だの声が耳元で響ひびく。学は首を横に振った。

「大丈夫です。ちょっと──緊張してるだけですから」

「おっかねぇならボートで待機しててもいいんだぞ。別におまえがいなくても水み無な瀬せ一佐の顔は全員分かるようにしてある」

　学は絞り出すようにもう一度「大丈夫です」と告げた。実際、死の恐怖はどうということもない。実感が湧わいていないのか、それとも神経が麻ま痺ひしているのか。いずれにしろ彼の心を占めているのは別のことだった。

「……多田さん、ちょっと訊きいてもいいですか」

「あ？　なんだ」

　多田はぴくりと眉まゆを持ち上げた。黒くろ玻は璃りのような目が学を見み据すえる。学は喘あえいだ。

「もし、もしもの話ですよ。どうしても守りたいものが二つあって、どっちか一つしか選べないとしたら。多田さんはどうしますか？」

「あぁ？」

　多田は怪け訝げんな表情になった。「なんだそりゃ」とつぶやいた後、学の真剣な眼まな差ざしに気づいたのか小首を傾かしげる。

「そりゃおめぇ、どっちがより重要か考えるんだろうな」

「で、でもどっちも大切だとしたら」

「だとしてもだ」

　多田の声に硬質な響きが混じった。

「俺達の手は二つしかねぇ、三個も四個もボールが飛んできたって受け止められねぇんだ。どちらも大事だってことは分かった上で、そんときの最善を選んでくしかねぇ。少なくとも俺はそうしてきた。これからも同じだ」

「………」

　多た田だは視線を逸そらした。左さ舷げん側の葉は桜ざくらをちらと一いち瞥べつする。

「おめぇにとって一番大切なものはなんだ。他の全てを切り捨ててもそれだけは守りたいってものは」

　学まなぶは唇くちびるを引き結んだ。「俺は──」とつぶやきかけて沈ちん黙もくする。どちらが大切か、答えを出せれば随分と楽になるだろう。葉桜か、それとも父親の遺志か。

「まもなく接せつ舷げんします！」

　隊員の声が周囲に響ひびき渡る。正面に黒々とした壁が現れていた。長大な飛行甲かん板ぱんを持つ鉄くろがねの巨獣、〈ながと〉だった。

　程なくして彼ひ我がの船足が揃そろう。波なみ飛沫しぶきがかかりそうな距離でボートを併走させながら、多田はすっくと腰を浮かせた。

「アンカーを射出。左舷スポンソンの制圧後、後続部隊の合流を待って内部に突入する。全員、死ぬ気でかかれ。後はねぇぞ」

　隊員達が無言でうなずく。低い破裂音が響きワイヤ付きのアンカーが直上に打ち出された。鉤かぎ爪づめは過あやまたずデッキ下部の柵にからみつき、艦かん内ないへの道を作る。即座に数人の隊員がロープに取りつき船体を上り始めた。

　息を吞のんで見守っていると、ややあって艦上で眩まばゆい光が煌きらめめいた。続いて銃声と悲鳴、足音が渾こん然ぜん一体となり降り注いでくる。ごくりと喉のどを鳴らす学の肩に、多田は静かに手を置いた。

「さて──南みなみ方かた、覚悟はいいか？　ここを上ったらもう引き返せねぇぞ」

　眦まなじりを細め低い声で問いかけてくる。学は固い表情のまま、だが決然とうなずいてみせた。




　司令部作戦室ＦＩＣへの連絡は混乱している。

　最初の報告は不審船の接近だった。レーダーに表示されていない船が〈ながと〉に向かっている。警告した後、更に接近するようなら撃沈すると。それが途中から一隻せきでなく船団という話になった。攻撃する。攻撃しない。とりあえず第１配備──いや戦闘配置だ。散々情報が二転三転した挙げ句、先程、船団は離れていったと報告を受けたばかりだ。ところが、騒ぎの混乱も収まらぬうち今度は艦内に侵入者だという。

　何が起きてるのか。水み無な瀬せは表情を強こわばらせた。

「状況を整理させろ。船団の件はいい、侵入者の規模・装備・目的を知るのが先だ。手の空いてる者は武装して格納庫に集合、整備長の指示に従え。ＦＩＣ、ＣＩＣにだけは近づけるな」

　オペレーターが青い顔でうなずき通信端末に手を伸ばす。水無瀬は八や幡わた三尉──と呼びかけた。黒髪の女性が、すっと瞳ひとみの色を落ち着け向き直る。

「はい」

「市いちヶが谷やに言って緊急のモグラ狩りを。この手際は多分、自衛隊身内だ。防衛省内にまだ親しんアポストリ派の残党が残っている」

「まさか──」

「思い過ごしならそれでいい。とにかく徹底的に内部を洗い直して怪あやしげな人間は全員拘こう束そくするんだ。少々手荒い手段になっても構わない」

「〈親方マイスター〉！」

　オペレーターが悲鳴のような声を上げた。水み無な瀬せはぎりっと奥歯を食いしばった。今度はなんだ。

「どうした」

「きょ、居きよ留りゆう区くの様子が変です」

「変……？」

　どういうことだ。眉まゆ根ねを寄せオペレーター席に赴おもむく。画面に佐さ和わ山の観測所からと思おぼしき画像が映し出されていた。闇に沈む居留区の街並み、そこかしこに見える炎と煙。

　何もおかしいことはない──そう言おうとして水無瀬は気づいた。あるはずのものがない。本来見えてしかるべき色彩が画面に存在しない。

　水無瀬は呆ぼう然ぜんとした。意識が空白化する。一体何が起きているのか。侵入者の件といい、この映像といい。そもそもなぜアポストリはこれだけの挑発にかかわらず反撃しようとしないのか。何かがおかしい、何かが根本的にずれていた。

　遠くで爆発音が響ひびく。壁が震え、どこかで何かがミシリと鳴った。

　歯車が軋きしむ音のようだ。そう水無瀬は思った。







　第六話







　三月二十日、午前三時三十分。

　この瞬しゆん間かん、複数の事態が並行して動いている。

　相あい川かわは海保との調整を終え横よこ須す賀かに特殊警備部隊ＳＳＴを向かわせていた。

　茉まつ莉り花かは首相との約束を果たすべく、内部工作を実施していた。

　星ほし祭まつりは〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの開戦準備を遮しや二に無む二に妨害していた。

　このうち、特に星祭の働きはめざましかった。

　本来なら日の変わり目──午前零時をもって宣戦布告が行われていたはずだった。だが星祭は徹底した妨害工作で現場を攪かく乱らん、反目させ身動きをとれなくした。同一情報について相反する噂うわさを流し関係者を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせる。最終的に軍務省、軍、高等法院は一体何が問題で、誰が何に反対しているのかさえ分からなくなっていた。

　だが工作開始より半日が経たつと、さすがに各組織とも混乱から立ち直ってきた。軍は秩ちつ序じよを取り戻し高等法院は全ての法的手続きを承認した。あと幾ばくもなく開戦の準備は整うだろう。そうなればもはや事態を止める術すべはない。

　星祭の努力は一種悲愴ささえ帯びていた。彼女が相川に約束したタイムリミットは午前五時、だが彼女の持ち札はとうに尽き、あと十分二十分を稼ぐのが限界となっている。それでも彼女は抗あらがっていた。差し違えさえ覚悟し〈秋アウトウンノ〉上層部との交渉に臨んでいる。

　もちろん南みなみ方かた学まなぶはその事実を知らず、〈ながと〉中ちゆう枢すうまでの距離はまだ遠い。




　　　　＊





午前三時三十二分

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く　立たち花ばな町






　彼女は暗いコンビニで息を潜ひそめていた。

　一体なぜこんなことになったのだろう。自分はごくふつうの女子大生──居留区大の学生だったはずだ。それが戦場のようになった町で生命の危険に怯おびえ逃げまどっている。

　昨日きのう銀色の雪が降り始めてから町のあちこちで火災や爆発が起きていた。白服の男達が駆かけ回りアポストリ達を容よう赦しやなく撃ち殺していく。悲鳴と怒号が町中に溢あふれ、か細い啜すすり泣きを銃声が断ち切った。

　足音が階下に近づいてきたのを悟さとり彼女はマンションから逃げ出した。どこをどう走ったのかよく覚えていない。とにかく銃声から遠ざかろうとするうち路上に白服を発見、慌あわてて逃げ込んだのがこのコンビニだった。

　略奪を受けたのか入り口のガラス扉は割れていた。中の棚も倒れ商品が床にばらまかれている。彼女は棚の裏に隠れごくりと唾つばを飲み込んだ。傍かたわらでタオルケットに包まれた共きよう棲せい相手がぐったりとしている。全身に火やけ傷どを負い呼吸は弱い。手当してやりたいが、病院も薬局も開いていない状態ではどうしようもなかった。

　窓の外に白んだ光が見えた。舞い散る粉雪の中、ヘッドライトの灯に人影が浮かび上がっている。先程見かけた白服の男達だ。どこかに移動する途中だったのか、様子を窺うかがううち光は徐々に遠ざかっていった。よかった──行き過ぎてくれる、そう思った時だった。

　ぐっと髪をつかまれた。悲鳴を上げる間もなく強い力で引き倒される。

「二匹いたぞ！　こっちだ！」

　野太い声が頭上で響ひびく。彼女はパニックに陥おちいり目を見開いた。血走った双そう眸ぼうがこちらを睨にらみつけている。白いヘルメットの──兵隊だった。男の腕が彼女の自由を奪い、ずた袋のように引きずっていく。抗あらがう術すべもなく店の外に投げ出された。

「なんだこいつ……死にかけじゃないか」

　ふりむくと、彼女の共棲相手も道路に引きずり出されていた。力なく横たわる少女を男達が靴で仰向ける。

「やめて！」

　彼女は叫さけんだ。髪をつかまれたまま、頭皮が痛むのも構わず顔を向ける。

「やめて、その子は怪け我がしてるのよ！」

　だが男達は聞く耳を持たなかった。上官らしき男性が顎あごをしゃくった。

「念のためスピアで心臓を潰つぶしとけ、その後は通常通りテルミットで焼却」

「こっちのはどうしますか？　人間ぽい感じもしますけど」

　ぐっと顔を上げさせられた。上官の目がすぼまる。彼女はぞくりとした。路ろ傍ぼうの石ころでも見るような目つきだった。

「殺しとけ、確認している手間も惜おしい」

　了解と声が響き背中を踏ふみつけられる。激痛とともに肺の中の空気が残らず絞り出された。ガチャリと重い金属音。何か固く冷たいものが左の肩けん胛こう骨こつに押し当てられる。彼女は喘あえぎながら首を傾かたむけた。

　共棲相手の周囲に男達が群がっている。白いグローブに槍やりとライフルを組み合わせたような銃が握られていた。槍の先端が鈍にぶく輝き少女の左胸を睨ねめつけている。

「いや……」

　彼女はかすれた声でつぶやいた。涙がつうと頰ほおを流れ落ちていく。いやだ、殺さないで。その子は悪くない。彼女は自分に逃げろって言って。自分がそれを聞かなかったから。それで私に付き合って居きよ留りゆう区くに残らなきゃいけなくなって。だから──

「たす……けて」

　誰か、誰でもいいから。この地獄から、悪夢から、あの子を。──




　瞬しゆん間かん、ぐわりと大気が震えた。




「!?」

　声にならない叫さけびが響ひびいた。続けて破は砕さい音、悲鳴、銃声。砂煙が頰ほおを叩たたき暴風が頭上で吹き荒れる。何が起こったのか、呆あつ気けにとられる彼女の頭上で低い呻うめき声がした。空気が揺ゆれ、ふっと背中から重しが消える。

　彼女は目を開けた。恐る恐る周囲を窺うかがい絶句する。男達が地面に転がっていた。銃を折られ、ボディアーマーを引き裂かれ、白目を剝むいて横たわっている。

　夜空に黒衣のシルエットが浮かび上がっていた。倒れ伏す男達を圧するように傲ごう然ぜんと周囲を見渡している。洋装の──麗れい人じんだった。透けるように白い頰ほお、暗色の唇くちびる、月明かりを浴びて煌きらめくシニヨンの銀髪。

　人影はすっと真しん紅くの瞳ひとみを彼女に向けた。

「立てますか？」

　奇き妙みようなアクセントだった。まるで、外国人が覚えたての日本語を喋しやべっているような──

「……ええ、あの……はい」

　彼女は混乱も露あらわにつぶやいた。急な展開に頭が追いついていかない。それでも懸命に足の震えを止め立ち上がった。人影は小さくうなずくと共きよう棲せい相手に向き直った。そのまま細い身体からだを抱き上げ彼女のもとに運んでくる。

「港に向かってください、そこに救援部隊がいます。この子の──アポストリの手当もできるはずです」

　彼女はよろめきながら共棲相手の身体を受け止めた。腕の中に少女の温もりがある。彼女は喘あえぎ声を上げ少女を抱く手に力を込めた。

　靴音が響く。顔を上げると人影が踵きびすを返し歩み去ろうとしていた。彼女は慌あわてて声を上げた。

「あ、あの……あなたは」

　足音が止まった。銀髪が揺ゆれ血のように赤い瞳が彼女を見み据すえる。彼女はたじろいだ。

「え……えっとそのお名前を」

「私ですか？」

　人影は笑った。口の端はしを持ち上げ、ややとぼけた表情になっている。黒衣の麗人は口元に笑えみをたたえたまま諧かい謔ぎやくを含んだ口調で言った。

「名乗るほどの者じゃありません。ただの──通りすがりの憲兵です」




　ネジレバネは観測所の一つを駅前デパートの屋上に置いている。

　コンクリートの床は通信機材で溢あふれ、何枚ものモニタが居きよ留りゆう区くの映像を映し出していた。

　ほんの三十分前まで観測所スタッフはさしたる問題もなく業務を遂行していた。現場の報告を受け地図に制圧ポイントを記入、次の制圧目標を指示する。感情も思い入れもなく、ただ流れ作業のように眼下の町を殺していった。居留区に残るのは民間人が主で、数少ないアポストリもスノウフォールで封じている。大した困難はないはずだった。

　だが今、観測所は収拾不能な混乱に陥おちいっている。

　無線からつんざくような悲鳴が響ひびいていた。怒声と足音、銃声と爆発音。モニタが無秩ちつ序じよなマズルフラッシュを映し唐突にブラックアウトする。状況を確認する間もなく、ＧＰＳ画面から味方部隊のマーカーが一つ、また一つと消失していった。

「なんだ、何が起きてる」

　ネジレバネの観測班長は通信士に問いかけた。通信士は蒼そう白はくな表情で首を振った。

「わ、わかりません。通信が混乱して状況がよく──」

　動どう揺ようも露あらわに口ごもる。観測班長は舌打ちした。肩越しに振り返り待機中の隊員を見渡す。

「斥せつ候こうを出せ。現場を直接確認して状況を報告、急げ」

　了解と声を上げ隊員達が屋内に向かう。観測班長は親指の爪を嚙かんだ。一体何が起きているのか。敵の反攻？　だがそれならこうも一時に味方が撃破されるはずない。自分達は対アポストリ戦の専門部隊。丸腰ならともかくスノウフォールの支援下で遅れをとると思えなかった。

　何かの間違いでは。そう、例えば敵に同士討ちを誘われているとか──

（そうだ、その可能性はありえる）

　顔を上げ通信士に向き直る。攻撃相手をよく確認しろ、そう指示を出そうとした時だった。

　背後でくぐもった声が響いた。重々しい音をたてて何かが床に倒れる。観測班長は振り返った。階下に向かった隊員が崩れ落ちている。その向こう、開いた扉の奥に小柄なシルエットがあった。

「あら……こんなところに隠れていたのね」

　シルエットが一歩踏ふみ出す。月明かりが影をはぎ取り、作り物のように精せい緻ちな美び貌ぼうが露になった。高い鼻び梁りようと涼しげな目元、薄い唇くちびるに冷ややかな笑えみをたたえている。小さな頭には黒のベレー帽、緑のスカーフとハーフコートが風になびいている。

「な……」

　観測班長は絶句した。闖ちん入にゆう者の瞳ひとみは炎のように赤く眩まばゆい。異相の少女──アポストリだった。

　観測班長は息を吞のみながら後じさった。

「な、なぜ普通に歩けてるんだ？　銀は……銀が降ってるだろう！」

「銀……？」

　少女は不思議そうに首を傾かしげた。すっと掌てのひらをかざし彼に向けて差し出す。

「銀って……これのことかしら？」

　観測班長は目を見開いた。白い掌に黒く焼けこげたような破片がある。親指の先程の断片に白銀色の煌きらめきはない。彼は天を仰いだ。闇色の空から降り注ぐ粉は全て黒かった。

「な、なんで……こんな」

　喘あえぎながら後退する。少女は優しささえ感じられる口調でつぶやいた。

「火山に銀の装飾品を持ち込んではいけない──そんな話を聞いたことないかしら」

「なにを……」

「火山ガスに含まれる硫化水素、これは銀を腐食させその化学的性質を変容させる。──[image: えいちつー]Ｓ＋Ａｇ＝Ａ[image: じーつー]Ｓ＋[image: えいちつー]。俗に言う硫化銀よ。あなた方の言葉では〈銀の錆さび〉というのかしら」

「ぎ、ぎんの……さび？」

「見えるでしょう、この黒い塊かたまりのことよ」

　言いながら少女は掌の断片を落とした。黒い煤すすがひらひらと宙を舞い落下していく。少女は小さく顎あごを持ち上げた。切れ長の瞳ひとみが空を見上げる。

「今、この町の上空には硫化水素の雲ができてるわ。ナノマシン──何億というインセットが大量のガスを散布しているの。あなた方がどれだけ銀を撒まき散らそうと、雲を通る断片は全て腐食する。そして変質した銀は、もう私達にとって何の脅きよう威いにもならない」

「………！」

　観測班長は呻うめいた。背筋に悪お寒かんが走る。銀が──効きかない？　そんな馬ば鹿かな。必死で否定しようとするが、目の前のアポストリは平然と素肌を晒さらしていた。周囲の温度が一気に低下する。身につけた鎧よろいを跡形なく剝はぎ取られた気分だった。

　かつりと固い靴音が響ひびき渡る。少女の目が弓のようにすぼまった。

「本当、舐なめられたものね。馬鹿の一つ覚えに二十年前と同じ方法で攻めてくるなんて。四よん・一いち八はちから現在まで私達が何の対策も立てずにいたと思っているの？」

「く、くるな……！」

　銃を抜き撃ち放つ。だが少女は小さく首を傾かたむけ銃弾をかわした。薄い唇くちびるに嘲あざけるような笑えみが浮かぶ。

「あなた方が戦争という娯楽を覚えて五千年、それとも六千年かしら。悪いけど私達はその何倍も前からこの遊びをたしなんできたの。あなた方人間が文明を手に入れる──ずっとずっと昔からね」

　観測班長は身を翻ひるがえした。荒い息を漏もらし観測所要員に応戦を命じようとする。だが眼前に広がっていたのは一面の血の海だった。血だまりに死体が浮かんでいる。ある者は頭を砕くだかれ、ある者は四し肢しを引き千切られ絶命していた。

　呆ぼう然ぜんとする彼の耳元で低い声が響ひびいた。




「──生き物としての、キャリアが違う」




「………！」

　恐怖を顔にこびりつかせ振り返る。背後に無数の赤い光が灯ともっていた。

　悲鳴を上げる間もなかった。黒い塊かたまりが猟犬の群れのように襲いかかってくる。鋭い牙きばが喉のど笛を食いちぎり、無数の爪が臓ぞう腑ふをえぐり出した。遠ざかる意識の中、最後に彼が見たのは月明かりを背に微ほほ笑えむ少女の姿だった。




　背後で肉の千切れる音が響く。

　彼女の部下が人間達の臓物を喰くらい鮮血をすすっているのだ。おそらくハイエナのように死体を取り囲み貪むさぼっているのだろう。むせかえるような血の臭いがあたりに充満している。彼女──〈秋アウトウンノ〉の灯とう籠ろうは瞑めい目もくし熱い吐と息いきを漏もらした。

　身体からだの奥に火のような疼うずきがある。捕食者としての本能がゆっくりと蘇よみがえりつつあった。部下達に混ざり人間を食い荒らしたい。肉を裂き、血潮を浴び、熱い腑はらわたに牙を突き立てる。それはなんと甘美な誘惑だろう。だが彼女は強烈な意思の力でこみあげる衝動を押し殺した。

　屋内に戻り通信端末を取り出す。ほとんどコール音を待たず軍務省との回線が繫つながった。

「私よ。敵の〈銀〉兵器は無効化、民間人の避難も完了したわ。開戦準備を止めさせなさい。今すぐにね」

『で、ですがそれは……！』

「七十二時間」

　灯とう籠ろうは声を低くした。切れ長の目をきゅっとすぼめ瞳ひとみを端末に向ける。

「それが彼らに約束した期限よ。老人達が忘れているようなら、その事実を思い出させてあげなさい。責任は私の方で取るわ」

　回線向こうのわめき声を断ち切るように、灯籠は通信を切った。

　ほうと吐息を漏らし天井を仰ぐ。ふと暗がりに人の気配を感じた。顎あごを持ち上げたまま視線を向ける。柱の影に黒衣の人物がたたずんでいた。白い面おもてを伏せ月明かりにシニヨンの銀髪を輝かせている。

　暗色の唇くちびるがふっと綻ほころんだ。

「参事官自みずからご出陣とはどういう風の吹き回しですか？　現場の肉体労働はお嫌いかと思っていましたが」

　灯籠は顔から感情を消した。

「あなたこそ──憲兵風ふ情ぜいがこんなところで何をしてるの？　ここは〈十じゆう字じ架か〉の外よ、憲兵隊ドラゴーニの管かん轄かつじゃないわ」

　黒衣の人物──軍務相憲兵隊中尉、稻いな雀すずめはふっと肩をすくめた。

「散歩ですよ、散歩。今夜は月が綺き麗れいです。そぞろ歩きするにはよい日よりかと」

「血の臭いをさせて──よく言う」

　灯とう籠ろうのつぶやきに稻雀は微笑した。「そちらも」と屋外に視線を向ける。

[image: ]

「虎の子の特殊作戦部隊ノーヴエまで駆かり出して、随分派手に暴れ回ってるじゃないですか。珍しいですね、優等生のあなたが上の指示に逆らうなんて」

「……別に、逆らってるわけじゃないわ」

　灯籠は視線を逸そらした。鼻から息を抜き薄い唇くちびるを結ぶ。

「居きよ留りゆう区くの同胞を保護するためにも敵は排除しないといけない。どのみち市街に兵は進める。早いか遅いかの違いだけよ。それが開戦の前でも後でも大して差はない」

「そうですか……、私はてっきりあの少年達を手助けしているのかと」

「手助け？」

　灯籠は心底意外そうに目を見開いた。

「なぜ私が人間風ふ情ぜいの──しかも子供を？」

「そう思っただけです、お気に障さわったなら失礼」

　稻雀はとぼけた表情で小首を傾かしげた。大きな瞳ひとみに揶や揄ゆするような光がある。灯籠は眉まゆをひそめた。

「勘違いしないで、私はアポストリの信義を守っただけ。人間相手の約束でも約束は約束、どんな理不尽な内容でも破るつもりはないわ」

「………」

　ぎりっと奥歯を嚙かみしめる。灯とう籠ろうは内心の苛いら立だちを吐き出すようにつぶやいた。

「あの子は今回の件で私の立場を目茶苦茶にしてくれた。手助け……？　助けるどころか八つ裂きにしてあげたいくらいよ。でもそれはこんな済なし崩しの勝利じゃない、正々堂々真っ向から叩たたき潰つぶした後の話」

　稻いな雀すずめは不思議そうに彼女を見つめた。しばらく沈ちん黙もくした後、くいと細い眉まゆを持ち上げる。

「灯籠参事官」

　呼びかけに顔を上げる。長い睫まつ毛げに縁取られた目がわずかにすがめられていた。

「気づいてないかもしれませんが、……今のあなたの顔、まるで恋する乙女おとめのようですよ」

「………!?」

　慌あわてて掌てのひらで顔を押える。

　低い笑い声が周囲に響ひびき渡った。きっと睨にらみつける灯籠の前で、稻雀は優雅にスカートの裾すそを翻ひるがえした。そのまま足音もなく階下の闇に消えていく。

「あの、窓際憲兵……」

　灯籠はぎりっと歯を食いしばった。恋？　恋だと？　馬ば鹿かなことを言う。この憎にくしみが──苛立ちが南みなみ方かた学まなぶに対する思し慕ぼ？　笑わせてくれる。ならば自分の愛は劇薬だ。思い人を屈服させ、跪ひざまずかせ、負けを認めさせることが最大の悦よろこびなのだから。だが彼は容易に膝ひざを屈しないだろう。だからこそ自分は彼を対等と認める。死力を尽くし戦うべき相手として認識する。それが恋だというなら──なるほど自分は彼に恋しているのかもしれない。

　灯籠は深い息を漏もらした。呼吸を整えた後、扉の外を見つめる。

　デパートの周囲が騒々しい。低いエンジン音に指示出しの声、金属の擦さつ過か音が階下から響いてきている。おそらく敵の本隊が集結しているのだろう。自分達の存在が気づかれたのか、だとすれば今度は奇襲というわけにもいくまい。完全装備の対アポストリ部隊と真っ向からやりあうことになる。インセットの硫化水素も無限に散布できるわけでない。もってあと一時間、二時間といったところか。少なくない被害がこちらにも出るだろう。あるいは、この自分も──

　灯籠は唇くちびるの端はしを持ち上げた。

　いいだろう……自分は義務を果たす。あとは彼次第だ。戦争も平和も、同胞十万の生も死も、全てはあの少年の選択で決まる。なんというギャンブル、なんという快楽だろう。彼女は歪いびつな微笑を浮かべた。彼方かなたの夜空を眺ながめぽつりとつぶやく。

「ここまでお膳立てしてあげたんだもの、精々私を失望させないで欲しいものね。南方学殿」




　敵の反抗は進むにつれ激しさを増していた。

　当初〈ながと〉に突入した味方は約四十名。だが方々より現れる敵に兵力を割さくうち、いつしか部隊の人数は半減していた。辺りを銃弾が飛び交い硝煙の香りが鼻び腔こうをつく。血塗れの味方隊員が踵かかとをひきずられるようにして後送されてきた。

「とにかく頭下げてろ！　小さくなってりゃそうそう当たるもんじゃねぇ！」

　多た田だに言われ学まなぶは慌あわてて身体からだを縮こまらせた。手元の端末に〈ながと〉の地図が映し出されている。今自分達がいるのは第二甲かん板ぱんの──右う舷げん艦かん首しゆ部だった。目標となる司令部作戦室はここから艦かん尾び側の方角にある。直線距離でなら百メートルもないだろう。だがそこにたどりつくまであとどれだけの犠牲が必要となるのか。学は全身から血の気が引く思いだった。

　ひょっとしたら、このまま全員すり潰つぶされてしまうのでないか。たとえ司令部にたどりついても、もはや戦う力が残っていないのでないか。恐ろしい想像が次々と脳のう裏りを満たす。自分が机き上じようでたてた作戦──その現実を、欠陥を、まざまざと見せつけられた気分だった。

　だが今は作戦の出来を悔くやんでいる余裕もない。

「次の角を押えるぞ、二、三人ついてこい。残りの連中は負傷者の治療と後方警戒」

　多田が手を振りながら前進する。銃を構えたまま壁にとりつき、曲がり角の向こうを確認した。途端、激しい火線が浴びせかけられる。多田は舌打ちしながら顔を引っ込めた。

「……畜ちく生しよう、イナゴみたいに湧わいてきやがる」

　力押しはきついな、そうつぶやいた時だった。

　背後で重い鉄の音が響ひびいた。

　ふりむいた彼らの目に巨大な獣けものの姿が映った。グレーを基調とした都市迷彩、ヒトデ型のボディに短い四本の足がついている。中央部のカメラアイが小刻みに動き彼らを見み据すえた。

「な……」

　隊員達が声を上げる間もなくヒトデの胴体下部から青白い光が迸ほとばしった。空気の焼ける音がして最後尾の隊員がもんどりうって倒れ伏す。続けて二発、三発。レーザー光が煌きらめく度、味方の命が呆あつ気けなく絶ち切られていく。

「学……あれ！」

　息を吞のむ葉は桜ざくらに学はこくりとうなずいてみせた。昆虫を思わせる異形のシルエット、車輪とマニピュレータを組み合わせた複雑な機構には見覚えがある。〈片かた腕うで〉事件で式典会場を襲った陸自の対人兵器、──二五式無人警戒車だった。

　あんなものまで持ち込んでたのか。

　背筋に冷たいものが走る。前方には敵の強力な防御陣地、この上後方まであんな化け物に押えられたら。

　全滅──

　恐ろしい単語が脳のう裏りに浮かぶ。ここまで来て、敵の中ちゆう枢すうを間近に臨みながら、為す術すべもなく嬲なぶり殺しにされるのか。

　冗談ではない、そう思った瞬しゆん間かん、傍かたわらでブロンドが翻ひるがえった。葉は桜ざくらがきつい表情で一歩進み出る。

「葉桜……!?」

「私があれの相手をするわ。その間に前の敵をなんとかして」

「相手……って」

　学まなぶは通路の奥を見つめた。二五式は狭い空間を巨体で埋め、倒れた隊員を車輪で踏ふみつけながら進んでくる。真正面から向かっていけば間違いなくレーザーで狙い撃たれるだろう。確かに──式典の時、葉桜は二五式を撃破した。だがあれは広い空間で十分な回避スペースがあったからこそだ。今とは環境が違う。彼は固い表情で首を振った。

「よせ、無茶だ」

「で、でもこのままじゃ……！」

　言っているうちに二五式のカメラアイがこちらを見た。真っ黒な銃口が学達をとらえる。虚うつろな空洞に鈍にぶい光が煌きらめいた。

　………！

　ひゅんと羽虫のような音が響ひびく。学は無意識のうち葉桜の前に進み出ていた。だがレーザー光は彼らを貫くことなく明後日あさつての方向──天井を焼いていた。

「な……」

　学は目を見開いた。

　二五式の足下で若い隊員が上体を起こしていた。グローブに包まれた手がレーザーの銃身をつかんでいる。彼はにぃっと学達に笑いかけた。

　床に暗色の血だまりがある。既に致命傷を受けているのだろう、見ている間にも隊員の顔から徐々に生気が抜け落ちていく。だが彼は口元に笑えみをたたえたまま、太ふと股もものポーチより黒い筒を取り出した。

　学は一いつ瞬しゆん目をしばたたき、すぐ男の意図に気づいた。

「待……！」

　叫さけびながら手を伸ばす。だが男は躊ちゆう躇ちよなく筒の蓋ふたからピンを抜き取った。

　轟ごう音おん、激しい地じ響ひびきとともに紅ぐ蓮れんの炎が弾はじける。二五式の巨体が飛び上がり、一瞬遅れて爆風が押し寄せてきた。

　学は腕で顔をかばいながら煙の奥を見た。小山のようなシルエットが傾かしいでいる。脆ぜい弱じやくな腹部を貫かれたのか、巨大なヒトデは装甲の隙すき間まから火と煙をたなびかせていた。足下に隊員の姿はない。あれだけの爆発だ。ひとたまりもなく吹き飛んでしまったのだろう。

　学は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

　あまりにも凄そう絶ぜつな光景だった。身体からだの奥から激しい震えがこみあげてくる。だが呆ほうけている余裕もなく背後から多た田だの声が響ひびいてきた。

「前方クリア！　動ける者は続け。負傷者はここに残って敵の追っ手を食い止めろ」

「……!?」

　学まなぶは目を剝むいて振り返った。残ざん骸がいと化した二五式の向こうから多数の足音や金属音が響いてきている。おそらく敵の増援だろう。とても手負いの味方が食い止められる数でない。

「多田さん……！」

　叫さけびかけて、だが学は息を吞のんだ。多田の表情は修しゆ羅らのようだった。眦まなじりが吊り上がり両の目が血走っている。前歯が下唇くちびるに食い込み皮膚が裂けていた。

　ああ──と思った。

　多田は分かっているのだ。自分がどれだけ非人間的な指示を出しているのか。人の道を踏ふみ外した行動に出ているのか。

　分かった上で、だが彼は目的を優先しようとしている。使えるものを全て使い敵中ちゆう枢すうに突入するための時間を稼ごうとしている。

　学はぎりっと歯を食いしばった。荒い息を整え顔を上げる。

　重い。

　課せられた責任が。遺された思いが、果たすべき役割が、背負うべき罪が。──

　学は喘あえぐような声を漏もらした。身体の震えを押し殺すうち一つの事実に気づく。

　そうだ、もはや自分に良心を語る資格などないのだ。

　自分は名前さえ知らぬ人々を巻き込み死地に送り込んだ。両の手は血塗られ、おそらく永遠に清められることはないだろう。

　だが自分は顔を上げ進み続けなければならない。全ての死と罪ざい科かを背負い前に歩いていかなければならない。そうすることでのみ、彼は死んでいった者達に報いられる。自身の冒してきた非道と悪に意味を与えられる。それが多くの人々を動かし命を賭けさせた者の義務だった。

「……ま、学」

　葉は桜ざくらが狼狽うろたえた表情で彼を見上げる。学の様子が変わったことに気づいたのか、瞳ひとみに不安そうな光を宿らせている。学はぎりっと奥歯を食いしばり「行くぞ」とつぶやいた。

　小走りに多た田だの後を追う。走りながら彼は自分の胸に手を当てた。

　気づけばもう身体の震えは消えていた。




　〈ながと〉の司令部作戦室ＦＩＣは混乱していた。

　艦かんの内外から破滅的な報告が次々ともたらされてくる。艦内の防衛線は次々に突破され、敵の進撃は更にその勢いを増していた。ブリッジからの連絡は数分前に途絶している。銃声と爆音は次第に大きさを増し、敵が作戦室にたどりつくのも時間の問題と思われた。

　居きよ留りゆう区くの状況も混迷を深めている。スノウフォールは消滅、ネジレバネからの通信も途絶え、アポストリ達は未だ動こうとしない。状況は加速度的に悪化し彼らの制御を離れつつあった。

「敵が来ます、〈親方マイスター〉」

　船務長が固い表情で言った。銃を抜き、瞳に氷のような光をたたえている。

「脱出してください。〈親方マイスター〉さえいれば再起は可能です。ここは一旦退き反撃の機会を」

「まだだ──」

　水み無な瀬せは口元を歪ゆがめた。奥歯を食いしばり荒い息を漏もらす。

「ここまで来るのにどれだけ時間を費やしたと思ってる。十二年、十二年だ。無ぶ様ざまに落ち延びて次の十年があると思うほど、僕はおめでたくない」

「〈親方マイスター〉」

　船務長の手を水無瀬は払いのけた。眉まゆ根ねに深い皺しわを刻みオペレーター席に歩み寄る。

　一体どこから計画が狂いだしたのか。親しんアポストリ派を排除し日本政府の中ちゆう枢すうを押える。ここまでは完璧だった。暗殺自体は失敗したものの、ＶＺヴイー・ジーを送り込み穏健派──茉まつ莉り花か評議長の発言権も奪ってある。南みなみ方かた大使亡き今、開戦を押し止めるものは何一つないはずだった。

　何か──得体の知れないものがいる。アポストリ達の後ろに、日本政府の中に。それは交わるはずのない勢力を糾きゆう合ごうし、津波のように彼の計画を押し流しつつあった。

　だが──だがしかし。

　水無瀬はモニタを覗のぞき込んだ。視線に力を込め居留区の地図を見つめる。市街を取り囲むように展開する戦車部隊、哨しよう戒かい艇てい、ヘリ部隊。居留区侵攻の主力は無傷で健在だった。後方には護ご衛えい艦かん隊たいと空自の飛行隊、戦術弾道ミサイル連隊も控えている。彼はオペレーター席の背中をつかんだ。

「中部方面総監部に連絡。居きよ留りゆう区く周辺に展開中の部隊は本日〇マル四ヨン〇マル〇マルより総攻撃開始、〈十じゆう字じ架か〉並びに居留区市街を制圧せよ。全武装使用自由」

「りょ、了解、復唱します」

「復唱は不要、すぐに連絡しろ」

　オペレーターが慌あわてた様子で回線を接続する。ノイズとともに通信が繫つながり、端末向こうの同志と会話が始まった。やがて地図上の部隊が続々と動き始める。水無瀬は唇くちびるを引き結んだ。

　これでよし。これで自分がどうなろうと戦いが始まる。当初のシナリオと違うがあとで調整の効きく範囲だ。一旦動き出した歯車は誰にも止められない。自衛隊は事前の計画に基づき最後まで戦い続けるだろう。

　あとは敵対勢力の特定だ。水無瀬は八や幡わた三尉を顧かえりみてモグラ狩りの進しん捗ちよくを訊たずねようとした。

　瞬しゆん間かん、背後で爆音が轟とどろいた。




　学まなぶは突入部隊と葉は桜ざくらに続き、司令部作戦室ＦＩＣを覗のぞき込んだ。

　室内の空気は爆煙で白く濁にごっていた。火薬の臭いが鼻を突く。彼は目元の涙を拭ぬぐいながら瞳ひとみを凝らした。

　ディスプレイや通信機器の影に制服姿の男女が見える。彼らは咳せき込みつつも立ち上がりつつあった。手にはオートマチックの拳銃を構えている。

「銃を捨てろ！　抵抗は無意味だ」

　多た田だの呼びかけに、だが応じる者はいない。銃声が轟とどろき扉とびらの脇わきで火花が弾はじけた。多田は舌打ちし応戦を命じた。

　室内中央の作業台を挟はさんで激しい銃撃戦が起こる。跳ちよう弾だんが壁を叩たたき、千切れた書類やケーブルが宙を舞った。

「危ねぇぞ、下がってろ！」

　多田の怒鳴り声が響ひびく。学は首をすくめながら視線を走らせた。柱の向こうで黒い影が動く。瘦そう身しんの──男性だった。姿勢を落とし前屈かがみになって部屋の奥に向かっていく。走るにつれ、長く伸びた前髪が揺ゆれた。

「多田さん！」

　学は叫さけんだ。飛び交う銃弾も忘れて室内に身を乗り出す。

「あそこ……机の影！」

　多田は銃を撃ちながら顎あごを持ち上げた。目的の人物を認め、きゅっと目をすぼめる。彼は息を一杯に吸い込んだ。

「いたぞ！　水み無な瀬せ王おう寺じだ！」

　瞬しゆん間かん、室内の空気が凍りついた。次いで敵の銃撃が爆発したように激しさを増す。味方の隊員が一人ひとり頭を吹き飛ばされて倒れた。応戦して射撃の密度を上げるが、遮しや蔽へい物のない状況では明らかにこちらの分が悪い。見ている内、水無瀬は反対側の扉にたどりついた。

「……っ」

　気づけば身体からだが動いていた。頭をぎりぎりまで下げ突入する。作業台を盾にして一直線に水無瀬を目指した。渡されていた拳銃を取り出し安全装置を外す。

「おいこら、馬ば鹿か！」

「学!?」

　背後で多田と葉桜の声が同時に響く。構わず彼は銃を構えた。

「水無瀬……さん……！」

　叫さけびながらトリガーを引き絞る。

　一発、二発、三発、銃弾は水無瀬から大きく離れた場所に着弾する。当たらない。駄だ目めだ、もっと近づかないと。学は奥歯を食いしばりさらに距離を詰めようとした。瞬間、背後で悲鳴のような声が上がった。

「学まなぶ！　横！」

　左手の方向──長机の脇わきにすっくと影が立ち上がっていた。瘦そう身しんの女性だった。長い黒髪を翻ひるがえし殺気に満ちた表情でこちらを睨にらみつけている。伸ばした手に黒い拳銃が握られていた。

「………！」

　銃口は真っ直すぐに学を見み据すえている。女は一切の躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。つんざくような銃声、激しいマズルフラッシュが網膜を焼く。学は思わず目を逸そらしていた。だが、いつまで待っても痛みは訪れない。恐る恐る視線を戻す。すぐ前に細い背中があった。細身のシルエットが金髪を揺ゆらし右手をかざしている。硝しよう煙えんがジャケットの腕から立ち上っていた。

「葉は桜ざくら……」

　ブロンドの少女は肩越しにふりむいた。真しん紅くの双そう眸ぼうに激しい怒気が漲みなぎっている。

「あなたは……あなたはなんでいつもそうやって……一人ひとりで！」

　息を吞のむ学の前で、ゆらりと黒い影が動く。葉桜の向こうで女が銃を構え直していた。先程の拳銃と違う、奇き妙みように銃身の長い銃だった。銃口の先に葉桜の後頭部がある。

「葉桜！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、つんざくような轟ごう音おんが響ひびき渡った。女の身体からだがくの字に折れ曲がる。彼女は足をもつれさせ、操り糸の切れた人形のように倒れ伏した。脇わき腹ばらを撃たれたのか、鮮血がじわじわと水色の上衣を染めていく。黒曜石のような瞳ひとみから徐々に生気が失われていった。

　学は小さく息を吐き視線を巡めぐらした。室内に水み無な瀬せの姿はない。作戦室奥の扉が開き、その向こうに暗い通路が見えた。

　彼は床を蹴けった。靴の底で身体を押し出すように、前傾姿勢で扉に向かう。

「馬ば鹿か！　馬鹿……戻れ！」

　多た田だの声は無数の銃声に搔かき消された。

　開いた扉に転がり込み周囲を見渡す。長い通路が左右に続いていた。頭の上に無数のパイプが走っている。蛍けい光こう灯とうの明りがまだらに床を照らし出していた。

　どっちだ、どっちに行った。

　きつい視線で左右を探さぐる。艦かん首しゆかそれとも艦かん尾び側か。

　自分達が潜入したのは艦首左さ舷げん側、であれば普通は反対方向に逃げるはずだ。だがもし水無瀬が裏を搔くつもりなら？　一旦艦首に逃げ延び、包囲の手薄な場所を見つけ突破するつもりなら──

　学はぎりっと歯を嚙かみしめた。迷った後、艦尾側に走り出す。水無瀬王おう寺じという男はギャンブルをしない。なぜだかそういう確信があった。彼は長い年月にわたって周到にアポストリ殲せん滅めつの準備を推し進めていた。決して暴発せず、焦あせることなく、着実にだ。この状況でも冷静に生存率の高い道を選んでいるはずだった。

　背後から靴音が追いかけてくる。ふりむくと葉桜が必死の表情で彼に続いていた。学は眉まゆ尻じりを持ち上げ苦笑した。

「しょうがない奴やつだな……おまえも」

「な、何がおかしいのよ」

「なんでよりにもよって俺なんだ。他にもまともな人間はいっぱいいるだろう。俺なんかにつきあうから──こんな夜中に海の上を走り回ることになる」

「知らないわよ」

　葉は桜ざくらは拗すねたように言った。鼻の両りよう脇わきに皺しわを作り唇くちびるを尖とがらせる。

「自分でもひどい選択だと思う。でもしょうがないでしょ、あなたのことを……その……す、好きになってしまったんだから」

　どくりと心臓が高鳴る。顔が熱くなり首筋にぞわぞわと震えが走った。ああ畜ちく生しよう、もはや疑うべくもない。自分はこのアポストリに惹ひかれている。どうしようもないくらい、今すぐ他の全てを投げ捨てたくなる程に。

　だが自分が死地に臨む度、彼女もまた命の危険を冒す。そう考えた瞬しゆん間かん、体内の熱が下がりいつもの疑問が脳のう裏りを満たした。最後の最後に自分はどちらをとるのか、彼女かそれともこの世界か。

　───。

「葉桜」

　彼は低い声で呼びかけた。自分でも意外なくらい冷静な声だった。葉桜がぱちぱちと目を瞬またたく。学まなぶは小さく息を吸い込んだ。

「おまえに──言っておかなきゃいけないことが──」

「いたぞ！　侵入者だ！」

　背後で怒声が響ひびいた。続いて複数の足音、銃を構える重い金属音が聞こえる。学は慌あわてて葉桜をつかみ柱の影に隠れた。途端、床が火花とともに爆はぜる。顔を出し確認すると作業服姿の男達が数人、銃を持って近づきつつあった。

　学は拳銃を取り出し連射した。男達が壁の窪くぼみに隠れる。だがすぐ身体からだを乗り出し、こちらに倍する銃弾を叩たたき込んできた。

　学は舌打ちした。こちらにアポストリがいることを知っているのか、相手も闇雲にはつっこんでこない。だが代わりにこちらも動きようがなかった。こうしている間にも水み無な瀬せは遠ざかっていく。かといって背中を向け走り出せば、すぐに撃ち殺されてしまうだろう。

　───。

　考えた後、決断する。学は銃を撃ちながら首を傾かたむけた。

「葉桜」

　真しん紅くの瞳ひとみが揺ゆれている。細い指が彼のジャケットをつかんでいた。絶対離さない、離れない。悲愴ささえ感じられる覚悟が彼女の全身から漂っていた。

　学まなぶはやさしく彼女の腕をつかんだ。

「ここは頼めるか？　無理に奴やつらを倒さなくても、食い止めてくれるだけでいい」

「学は……？　学はどうするの？」

「俺は──水み無な瀬せさんを追う」

　葉は桜ざくらが息を吞のんだ。ジャケットをつかむ指にぎゅっと力がこもる。彼女は激しく頭を振った。

「だめ……だめ、だめ！　一緒に行く、私も一緒に行く！」

「あいつらとやりあいながらじゃ水無瀬さんに追いつけない。ここは分担して行くのが一番いいんだ。分かるだろう」

「分からない！　何を言ってるんだか全然分からない！」

　葉桜の声は悲鳴のようだった。彼女は瘧おこりのように肩を震わせた。膝ひざを落とし、しがみつくような姿勢となる。

「い、言ったでしょ。私にとってあなたの命より重いものなんてないの。他のことなんてどうでもいい。水無瀬なんて男、追いつけなくても全然構わない。それより、あなた一人ひとりで行ってもしものことがあったら私……私……」

「大丈夫だ、俺は死なない」

「そんな……口約束！」

　直線的な眉まゆが吊り上がる。唇くちびるから炎のように熱い吐と息いきが漏もれた。

「あなたはいつもそう！　口先だけで大丈夫大丈夫っていつも危険なことばかり！　自分の命なんかどうでもいいんでしょ!?　学にとって大事なのはあなたの中の正義、それだけよ。それを貫くためなら自分も他人もどうでもいい。そうよ、わ、私のことだって──！」

　学は葉桜に向き直った。片手で彼女の背中をつかみぎゅっと引き寄せる。大粒の瞳ひとみに心を奪われながら、学は自分の唇を──

　彼女の口に押しつけた。

「………!?」
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　葉桜の目がいっぱいに見開かれた。一いつ瞬しゆん背筋を強こわばらせたあと、身を捩よじり逃れようとする。だが許さない。背中を引き寄せ上から押えつけるように彼女の唇を奪う。

　甘い匂いが鼻び腔こう一杯に広がった。意識が蕩とろけそうになる。だが、それより前に強烈な飢餓感が彼の心を満たした。衝動に突き動かされるまま、彼は舌で彼女の唇を割り、歯列をなぞり、口こう腔こうを蹂じゆう躙りんした。

　───。

　ややあって唇を離す。葉桜の身体からだがぐらりと傾かたむいた。両肩を落とし、魂の抜け落ちたような表情になっている。学は荒い息を漏もらし彼女の目を見み据すえた。

「好きだ」

　絞り出すようにつぶやく。葉桜の体温が移ったのか吐く息は火やけ傷どしそうな程に熱い。葉桜の唇くちびるがわなないた。衝撃に真しん紅くの瞳ひとみが揺ゆれる。

「どういう……こと……」

「南みなみ方かた学まなぶは〈夏エスターテ〉の葉は桜ざくらに恋してる。そういうことだ」

　学ははっきりとした口調で言った。一切の解釈が入り込む余地なく、これ以上ないくらい明確に自分の意思を宣言する。

「俺はおまえとずっと一緒にいる。おまえがどこに行こうと、どんな立場になろうと傍そばに居続ける。十年だろうが二十年だろうがずっと、ずっとだ。だからこんな所で死ぬつもりはない。おまえを失うつもりもない」

「で、でも共きよう棲せいが終わったら私達は──」

「そんなもの──忘れちまえ」

「わ……忘れる？」

「共棲も居きよ留りゆう区くもたかだかここ二十年で出来た制度だ。昔ながらの伝統や習慣なんかじゃない。だいたい、その制度がきちんと機能してなかったからこんな有様になってるんだ。どうせ不完全な仕組なら、いっそ俺達のやりやすいように変えてやればいい」

「変え……る……」

「おまえと俺の進む道なら、それができるだろう」

　学は口の端はしを歪めた。双そう眸ぼうに鋭い光をたたえ、彼女を引き寄せる。

「俺は何一つ手放すつもりはない。おまえもこの世界も全部、全部まとめて引き受けてやる。どちらか一つなんて選べるか」

「そ、そんな……夢みたいなこと！」

「無理だと思うか？」

　葉は桜ざくらは一いつ瞬しゆん押し黙だまった後、おずおずとうなずいた。学まなぶは微笑した。

「多た田ださんにも言われたよ。最終的にはどちらか一方を選ばなきゃいけないだろうって。人間の手は二本しかない、ボールが同時に三つも四つも飛んできたら受け切れないって」

「………」

「でもな、それは俺一人ならの話だ」

　学は語気を強めた。葉桜を抱く手に力を込める。

「俺とおまえ、二人ふたりならやれることは倍になる。人間とアポストリの共存も、おまえが評議員になる夢も、俺達二人の日常も。全部全部手に入れられる。だから──」

　一瞬言葉を切り葉桜の顔を窺うかがう。蒼そう白はくだった頰ほおに赤味がさし始めていた。学は息を吸い込んだ。

「俺を手伝え、葉桜。俺は俺の義務を果たす。だからおまえはおまえの仕事をしろ」

　学は手を離した。葉桜の身体からだが揺ゆれる。だが彼女はもう崩れなかった。無言のままじっと彼を見上げている。ややあって、細い首がこくりとうなずいた。学はふっと唇くちびるを綻ほころばせ、おもむろに踵きびすを返した。

　姿勢を低くし次の遮しや蔽へい物に向かう。一瞬遅れて慌あわてたように敵の火線が追いかけてきた。だが距離があるせいかまともに狙ねらいをつけられていない。ちらと後ろをふりむく。葉桜は柱の影から動かずにいた。

　二手に分かれた彼らを見て敵は明らかに混乱した様子だった。距離を詰めるべきか銃撃を続けるべきか躊ちゆう躇ちよしている。

　学は全力で艦かん尾び側に走っていった。後ろは気にしない。いや、気にならない。彼の背中は今、この世で最も信用できる存在が守っている。




　唇が熱い。

　葉桜はそっと口を撫なでた。触れたところから新たな熱が生まれ、じりじりと痺しびれたようになる。口こう腔こうにまだ暴力の余韻があった。歯茎に前歯に舌に、彼の感触を、体温を感じる。

　なんて──なんて、ひどい人だろう。

　たった一瞬で、彼は自分の全てを奪ってしまった。怒りも、悲しみも、覚悟も、気負いも、理性も、反論の機会さえも。強引に、理屈にさえなっていない説明でねじ伏せてしまった。

　分かっている、彼の言葉にはなんの裏づけもない。彼の理想を実現するためには、山のように越えなければならないハードルがある。それを克服する方法は具体的に示されていない。彼の言っていることはつまりこうだ。

　──なんとかするからついてこい。

　彼女は口元を歪ゆがめた。変わっていない、まったくもっていつもの舌先三寸だ。結果として今ある事実は彼に置き去りにされた、その一点にすぎない。なのに、それなのに。




　なんで──こんなに嬉しいんだろう。




　震えが走る。全身の血液がざぁと沸騰した。熱い。身体からだの奥底が溶鉱炉と化し燃えたぎっていた。止まることなく燃料がくべられ、彼女の体温を押し上げていく。気づけば背筋が伸び天井を仰いでいた。

　ああと彼女は喘あえいだ。瞑めい目もくし、胸に満ちた感覚を存分に味わう。

　私は──私は幸せだ。

　瞬しゆん間かん、左手後方で銃声が響ひびきわたる。拳銃とは違う、低く重いライフルの射撃音。狙ねらっているのは彼女の側頭部だろうか。葉は桜ざくらは身体を斜に向けたまま。

　無造作に手を伸ばし。

　銃弾を。

　鷲づかみにした。

「なぁ……!?」

　廊下の奥で悲鳴のような声が上がる。常識外の光景に、追っ手達の顔が凍りついていた。

　葉桜はゆらりと男達に向き直った。握りしめた銃弾を床に落とす。砕くだけた弾頭が固い音をたてて転がっていった。

「運がいいわ、あなた達。……私、今とっても気分がいいの」

　彼女は口元に笑えみをたたえたまま追っ手を見渡した。瞳どう孔こうが収縮する。息を吞のむ男達に、彼女は優しささえ感じられる口調で告げた。

「全員──半殺しで勘弁してあげる」




　学まなぶは艦かん尾びへの道を走っていく。

　周囲の空気が冷たさを増していた。外が近づいているのか、潮の香りが鼻び腔こうをくすぐる。学は風の流れを見定め足を早めた。

　ややあって突き当たりに黒い点が見えてくる。長方形の扉が開け放たれ、その奥に漆しつ黒こくの大気が満ちていた。息を潜ひそめながら足音を忍ばせる。扉の影にたどりつくと、彼は顔の脇わきに銃を構え中を覗のぞき込んだ。

　天井が高い、倉庫のような空間だった。反対側のシャッターが開放されその向こうに夜空が広がっている。低い機関音と波音が混ざり合い周囲の空気を揺ゆらしていた。

　ゆっくりと視線を巡めぐらせる。空間の中央に灰色のボートがつり下げられていた。何本ものワイヤが船体から伸び手前のウインチに繫つながっている。ウインチの横には操作盤と思おぼしきコンソールが見えた。

　コンソールの横で何かが動いた。長身のシルエット、高い鼻び梁りようと瘦やせた顎あごのライン。

「水み無な瀬せさん！」

　叫さけびながら外に飛び出す。鼻から息を吸い込みトリガーに指をかけた。シルエットの動きが止まる。長身の影がゆるゆるとふりむいた。

「──君か」

　船内灯に照らされ男の青白い顔が露あらわになった。長い前髪が顔の半ばを隠している。眠たげな眼まな差ざし、面おも長ながだがすっきりした目鼻立ち。見間違えようもない、水無瀬王おう寺じだった。心なし口元の髭ひげが濃くなったように思える。

　水無瀬は口角を持ち上げた。

「なるほどね、どうも妙みような案配になっていると思ったら──裏側にいたのは君か。学まなぶ君」

　学は頭を振った。掌てのひらが汗ばむ。彼は荒い息をつきながらグリップを握り直した。

「俺だけじゃないです。葉は桜ざくらや茉まつ莉り花かさん、……親おや父じの意思を継いでくれたたくさんの人達のおかげです」

「だがそれらを繫つなぎ合わせたのは君だ。本来なら交わるはずもなかった点と点を──異なる意思を結びあわせ一つの方向に向かわせた。アポストリ達を、自衛隊の内部を説得し同じ目的のために動かした。全て君がやったことだ。違うかい？」

「………」

　水無瀬は肩をすくめた。

「まったく……恐れ入るな。一体どんな魔法を使ったんだい？　こんな芸当ができるのは南みなみ方かた大使──君の父親だけだと思っていた。だからこそ僕は手段を選ばず彼を殺した。なのに──君は彼と同じことをやってのけている。亡霊のように僕の前に立ちふさがっている」

「俺は──」

　学はぎりっと歯を食いしばった。

「俺は特別なことなんて何もしてません。ただがむしゃらにあがいただけです。うちの親父だって同じだ。あいつは特別な力や能力なんて持っていなかった。ただ必死に、無ぶ様ざまなほど一生懸命動き続けてただけです。あなたが思っているように──特別な人間なんかじゃない」

「………」

　学はトリガーを引く指に力を込めた。眦まなじりに力を込め水無瀬を見み据すえる。

「チェックメイトです、水無瀬さん。降伏して俺と一緒に来てください」

「君と……？」

　水無瀬は笑った。小首を傾かたむけ肩をすくめてみせる。

「君と一緒に行ってどうなるんだ。アポストリ達に頭を下げて回れとでも？」

「いいえ」

　学まなぶは首を振った。

「居きよ留りゆう区くを包囲する自衛隊に撤退命令を出してください。そのあと、今回の件について全てを公表してもらいます。議員殺人の件、媒介筐体の件、居留区に銀を降らせたこと、──全部、全部です」

「それは……なんともまぁ」

　水み無な瀬せは呆あきれたような表情になった。

「随分と欲張ったものだね。僕がおとなしく言うことを聞くと思うのかい？」

「聞きます。……いえ、聞かせてみせます」

　銃口を水無瀬の胸に向ける。相手との距離は五～六メートルしかない。水無瀬が防弾チョッキを着ていても、無事ではすまないはずだった。

「三つ数えます。その間に、両手を頭の後ろに当てて背中を向けてください。隠してる武器がないことを確認したら、一緒についてきてもらいます」

　水無瀬はおかしそうに口元を歪ゆがめたたずんでいる。学はゆっくりと息を吸い込んだ。

「一」

　動きはない。眠たげな目が学をじっと見つめている。

「二」

　鼓こ動どうが激しくなる。脳のう裏りに不安が過よぎった。三まで数えて水無瀬がこのままでいたら？　その時自分は撃てるのか？　人を撃つ撃たないの覚悟以前に、彼を殺した瞬しゆん間かん、自衛隊を止める術すべはなくなる。約束の時間まであと幾ばくもないのだ。ゆっくり正規のルートで撤退を要請している暇ひまはなかった。

　彼はぎりっと歯を食いしばった。もしここでカウントを止めれば、相手にこちらの弱みを晒さらけ出すことになる。どうせ殺せない、逃げようが反撃しようが思いのままだと。かといって水無瀬を撃てば戦争回避の道は閉ざされる。どうする、いや──考えるまでもない。撃つ撃たないにかかわらず、一度始めたカウントは最後まで続けるしかなかった。

　彼は大きく息を吸い込んだ。

「さ──」

「分かった」

　水無瀬の声が響ひびく。学はびくりと肩を強こわばらせ、ついで目をしばたたいた。水無瀬が肩をすくめる。両の手を後頭部に当てながら学に背中を向けた。

「さぁ、武器を隠してないか調べるんだろう。手短にしてくれたまえよ。正直さっきからの騒ぎで神経が磨すり減りそうでね、今にもしゃがみこんでしまいそうなんだ」

　軽口を叩たたきながら顎あごをしゃくる。学は動どう揺ようを押し殺しながら、ゆっくりと近づいていった。銃口は目の前の背中から逸そらさない。右手をグリップから離し水み無な瀬せのジャケットを探さぐった。

「銃なら左胸のポケットだぜ」

「喋しやべらないでください」

　きつい声で告げながら、だが視線が胸ポケットに吸い寄せられる。確かに何か四角形の膨ふくらみがあった。小型の銃かスタンガンだろうか。学まなぶは水無瀬の右脇わきから身を乗り出すようにして、胸ポケットに手を伸ばした。

　瞬しゆん間かん、──首筋に激痛が走った。目の前に火花が散り意識が瞬断する。水無瀬の右肘ひじが後頭部の付け根に突き刺さっていた。よろめきながら銃口を向け直すと、今度は回し蹴げりが下腹をえぐった。たまらずしゃがみこむ。水無瀬の腕がぐいと彼の左手首をねじり上げた。

「……あ……ぁ！」

　開いた掌てのひらから拳銃が滑すべり落ちる。水無瀬は銃を拾い上げ、胸ポケットを広げてみせた。中から黒い──携帯端末が頭を出す。学は歯嚙がみした。

「……っ！」

「こういうものはね、一人ひとりが銃をつきつけてもう一人がボディチェックをするもんなんだよ。単独でやるもんじゃない」

　言いながら銃口を学の肩に向ける。水無瀬はすっと瞳ひとみの色を消し、躊ちゆう躇ちよなくトリガーを引き絞った。

「………！」

　学は絶ぜつ叫きようした。火ひ箸ばしを無理矢理肩にねじ込まれた気分だった。ごぼりと傷口が弾はじけ、生温かいものが背中を伝っていく。だが水無瀬は更に左腕をねじった。苦痛に震える彼を愉ゆ快かいそうに見つめる。

「形勢逆転だな」

　囁ささやき声が耳元で響ひびく。薄い唇くちびるがサディスティックに歪ゆがんでいた。

「一体なにをそんなに焦あせってるんだい？　ここまで僕を追い詰めたんだ。銃で見張ったまま味方が来るのを待っていればいいだろう。慣れないボディチェックまでして、何をそんなに急ぐ必要があるんだい？　功を焦ったのか……いや、ああ、そうか」

　水無瀬の声に昂こう揚ようが混じった。はっと息を漏もらし、低い笑い声を響かせる。

「なるほど、なるほどね。君の使える魔法には制限時間があるのか。アポストリが開戦を思いとどまる期限、──それまでに自衛隊を撤退させなきゃいけない、そういうからくりか」

「………！」

　学は息を吞のみかけて必死で声を殺した。だが動どう揺ようは火を見るより明らかだった。水無瀬は笑った。青白い顔に生気が戻っている。

「これはいい、素晴らしい。僕らの計画は──夢はまだ終わっていない。いつまで逃げ切ればいいんだ？　明日あしたか、それとも今日きよう一日か」

　ぐいと腕を引かれた。後ろ手にねじられたまま強引に立たせられる。水み無な瀬せは彼の背中を押しながらウインチの操作盤に向かった。

「殺しはしないよ。君にはまだ訊ききたいことがいっぱいあるからね、君が居きよ留りゆう区くを出た方法、開戦延期を勝ち取った条件、自衛隊の中で君の味方をしたセクション。ゆっくり教えてもらおうじゃないか。そして時間が来たら──君は僕と一緒に始まりの瞬しゆん間かんを見る」

「……っ！」

　学まなぶは血走った目で水無瀬を睨にらみつけた。激痛が身体からだを揺ゆらし、まともに動くこともできない。だが意識はこれ以上ないくらい鮮明に澄み渡っていた。この男を野放しにはできない。このまま解き放ってはならない。強烈な危機感が彼の脳のう裏りを満たしていた。

　彼は左右に視線を走らせた。何か、何か反撃の手段はないのか。今の自分──まともに立ち続けることさえできないこの身体でできること。

　水無瀬は淡たん々たんとウインチを操作している、レバーの動きに合わせボートがゆっくりと海側に動いていった。きゅるきゅると耳障ざわりな音が周囲に響ひびき渡る。学はじっと操作盤を睨みつけたあと、水無瀬の身体を突き飛ばした。

「おっと……」

　三歩、四歩と水無瀬が後じさる。口元に哀れむような笑えみが浮かんだ。

「何をするんだい。傷口が開くからあまり無理しない方がいいよ。そんな非力な体当たりをいくら喰くらったところで──」

　学は構わず身体を前に押し出した。しがみつくように操作盤をつかみ、目当てのレバーを見つける。『下降』──そう書かれた方向に力一杯レバーを押し下げた。

　ぶぅんと不吉な音が周囲に響き渡った。ウインチが狂ったように回転し頭上の影が大きくなる。巨大なボートの船体が水無瀬に覆い被かぶさってきた。

「!?」

　水無瀬は表情を凍りつかせ飛び退のこうとした。だが間に合わない。轟ごう音おんが弾はじけ床が地鳴りのように震える。飛び散る粉ふん塵じんと破片が学を叩たたき、千切れたワイヤが蛇のように荒れ狂った。

　濛もう々もうたる白煙が視界を満たす。学はぎりっと歯を食いしばり目を凝らした。殺してしまっては元も子もない。だがこのまま彼を逃がすわけにはいかなかった。

　息を吞のんで見守る。煙が薄れ徐々に夜空が見えてきた。廃墟と化した空間に人の姿は見えない。押し潰つぶされたのか、あるいは──

　ゆらりと影が動いた。長身のシルエットが白煙の向こうに浮かび上がる。学は息を吞んだ。銃を構えた姿は見間違えようもない、水無瀬王おう寺じだった。

「……っ!?」

　思わず後じさる。あの状況で全くの無傷だというのか。息を吞む彼の前で人影が銃口を持ち上げる。学は逃げようとした。だが身体が動かない。先程の攻撃で体力を使い果たしてしまっていた。

　彼は奥歯を食いしばり瞑めい目もくした。

　カラン──と乾いた音がした。

　学まなぶは目ま蓋ぶたを持ち上げた。前方の床に銃が落ちている。彼は瞬まばたきしながら視線を上げた。

　言葉を無くした。

　水み無な瀬せの左腕はごっそりと失われていた。左足も膝ひざから下がありえない方向に折れ曲がっている。額ひたいから流れ落ちた血が白い顔を赤く染めていた。

「は……」

　水無瀬は笑った。肩で荒い息をつき眦まなじりを細める。

「まったく……ひどいことをするな、君は」

　学は言葉もなく水無瀬の惨さん状じようを見つめていた。大量の血が床に流れ落ち血だまりを作っていく。水無瀬はそれでも右足を踏ふみ出し銃を拾おうとした。だが学は先に腕を伸ばし銃じゆう把はをつかんだ。

「……形勢逆転です、水無瀬さん」

　銃を構えてそう告げる。激痛による腕の震えを抑えながら、彼は水無瀬に狙ねらいをつけた。

「その傷じゃ手当てしないと持ちません。投降してください。勝負はもうつきました」

「そして居きよ留りゆう区くへの攻撃を止やめ、全てをつまびらかにしろと？」

　水無瀬は天を仰いだ。だらりと腕をぶらさげ背後のボートに背中をあずける。

「いっそ殺して欲しいもんだね。生き恥をさらしたまま自みずからの手で夢の幕引きをしろなんて、残酷にも程がある」

「………」

　学は無言のままグリップを握りしめた。だが他に手はないはずだ。あの怪け我がではもう学とやりあうこともできまい。もちろんこちらもまともに立ち上がれる状況ではないが。

　水無瀬の唇くちびるが自じ嘲ちよう気味に歪ゆがむ。

「英雄たるものの末路──か」

「………？　なんですか」

「いや……」

　水無瀬はボートから身体からだを離した。左肩を右手で押え後ろに移動していく。

「………！　動かないでください、動くと──」

「撃ちたまえよ、どうせもう長くない」

　彼は足をひきずりながら甲かん板ぱんの縁にたどりついた。

　風に襟えりと髪がなびく。ジャケットの裾すそを翻ひるがえしながら彼は背中を伸ばした。海風を身体全体で受けとめたあと、ふっと学の方向を向く。

「学君、君は自分のことを英雄だと思うか」

「………？　なんですか、それ」

「人を動かし、時代に抗あらがい、世界を変えていく。そういう存在が英雄だとするなら今の君はまさに英雄だ。この事件が終われば君は人間とアポストリの双そう方ほうから賞賛されるだろう。父上がそうだったように、この国の人々全てが君の名と顔を覚えるかもしれない。だが──」

　水み無な瀬せは笑った。この世の全てをあざ笑うような、そんな酷薄な笑えみだった。

「気をつけたまえよ、学まなぶ君。英雄は消費される。十年後か二十年後か、いつの日か次の価値観、正義が現れ君を打ち倒すだろう。そうならないためには早めに自分から英雄を廃業するか、あるいは」

　言いながら彼はふっと後ろに足を滑すべらせた。背後の空間には何もない。「あっ」と止める間もなかった。上体が傾かたむき、ジャケットが突風に膨ふくれあがる。水無瀬は薄く微ほほ笑えんだ。

「──ごきげんよう学君、あの世で君が来るのを待ってるよ」

　闇が水無瀬の身体からだを飲み込む。はっと我に返った時にはもう彼の痕こん跡せきは消えていた。低いエンジン音と波音だけが間断なく周囲に響ひびいている。

　学は呆ぼう然ぜんと夜空を眺ながめていた。ややあってじわじわと悪お寒かんがこみあげてくる。肩が燃えるように熱い。血を流しすぎたのか、視界が狭くなり世界から急速に光が失われていった。

　彼は膝ひざを突きながらタクティカルベストの無線機を取り出した。震える指で電源を入れ、通話ボタンを押す。

「……多た田ださん……多田さん、聞こえますか」

『南みなみ方かたか!?　おい、今どこだ、どこにいる！』

　学は荒い息を吐いた。気を抜けば意識が途切れそうになる。彼は最後の力を振り絞って無線機に囁ささやいた。

「聞いてください。水無瀬王おう寺じは死にました。……相あい川かわさんに連絡をとって、居きよ留りゆう区くの自衛隊を止めてください。もう……もう誰にも……戦争する理由は……ないはずです」

　言い切った瞬しゆん間かん、全身から力が抜ける。彼は床に倒れた。冷えた鉄の感触が頰ほおに心ここ地ちよい。手から無線機が離れ床を滑すべっていった。

『おい！　おい南方、返事をしろ！　南方！』

　多田の叫び声が周囲に響き渡る。本当、声の大きい人だな──、学は苦笑した。奇き妙みようなおかしみを感じながら彼は意識を失った。




　テレビのチャンネルはどこも同じ映像を映していた。

　黒髪の童女と初老の紳士が画面を半分に分かっている。画面下にはそれぞれ〈十じゆう字じ架か〉と政府専用機の表示。衛星回線を使った同時中継だった。

　二人ふたりは二十年分の真実を一切の躊ちゆう躇ちよなく明かしていった。与野党中央官庁を蝕むしばむ反動勢力の存在、人知れず続けられていた闘争の歴史、そして議員殺人事件の真相──

「ど、どういうことだ、これは……！」

　和服姿の老人が顔を真っ赤にして怒鳴った。赤坂の料亭は騒然とした雰囲気になっている。座卓を囲む老人達──〈水すい車しや小ご屋や〉の創設メンバーは一いち様ように顔を引きつらせていた。

「なぜあの二人ふたりが共同会見なんてしとるんだ。とっととやめさせろ！　公安は、報道管制はどうなっているんだ!?」

「それより水み無な瀬せ一佐だ！　あの男、あれだけ大口叩たたいて何をやってるんだ。なぜ状況を報告しない、居きよ留りゆう区くの自衛隊はどうなった！」

「──落ち着きたまえ、諸君」

　低い声が室内に響ひびき渡った。最上座の老人が一座を見渡している。猛もう禽きんのような眼まな差ざしに射すくめられ場が沈ちん黙もくする。

　最上座の老人は目をすぼめた。

「何か想定外の事態が起きた。これは間違いない。だがここで原因追及を始めても仕方ないだろう。我々が今すべきことは速すみやかに本件の証拠を抹消、水無瀬一佐との関係を断ち切ることだ。〈水車小屋〉は──ほとぼりがさめてから、また作り直せばいい」

　居並ぶ人々は息を吞のんだあと、おずおずとうなずいた。最上座の老人は鼻から息を抜き背もたれに身体からだを預けた。

「なに、こんなことは初めてでない。十二年前も二十年前も我々は生き残り、次代の可能性を育はぐくんできた。今回も同じようにするだけだ」

　空気がやや落ち着きを取り戻す。最上座の老人は満足そうにうなずき言葉を続けようとした。




「──それは勘弁していただきたいですな」




　張りのある声が周囲に響いた。

「!?」

　室内の老人達が腰を浮かせる。途端、壁の襖ふすまが次々に開き銃身が差し入れられた。銃じゆう床しようの大きいずんぐりとした銃、──特殊部隊用のサブマシンガンだった。黒いアサルトスーツの集団が踏ふみ込んでくる。ヘルメットのバイザーを下ろし顔はよく見えない。だが胸元には白抜きでＰＯＬＩＣＥの文字があった。

　一いつ瞬しゆんの間をおき、老人の一人ひとりが悲鳴のような声を上げる。

「さ、ＳＡＴ……!?」

　ＳＡＴ──警視庁の特殊Ｓｐｅｃｉａｌ急襲Ａｓｓｕｌｔ部隊Ｔｅａｍだった。呆あつ気けにとられる彼らの前で固い靴音が響き渡った。ＳＡＴ隊員の間から骨太の偉丈夫が進み出る。ダークグレーのスーツに革靴、襟えり元を飾るシルバーのタイ。壮そう年ねんの──男性だった。男は室内を見渡し、よく通る声で言った。

「あなた方があれこれ考えるまでもなく次の世代は動き始めています。彼らには彼らのやり方がある。もういい加減横から口を出すのはやめましょう。我々も──そろそろ舞台を下りてよい時期です」

　その顔を見た瞬しゆん間かん、今度こそ老人達は凍りついた。皺しわだらけの顔を引きつらせ、両の目をいっぱいに見開く。

「き……貴様！　貴様、なぜここに！」

　スーツの男性はわずかに顎あごを持ち上げた。赤しやく銅どう色の肌、口元を覆う薄い髭ひげ、鷲わしのように鋭い目が室内の人間を見下ろす。

「四よん・一いち八はちの亡霊がいると聞きましてね。あの世から迎えに上がりました。ご心配なく、足はついてますよ」

「………！」

　声にならない悲鳴を上げて老人の一人ひとりが逃走する。廊下ではない、縁側に向かって。だが障子を開けた瞬間、老人は絶句した。

　庭を防弾盾の列が埋め尽くしていた。黒い盾の間にＳＡＴのアサルトスーツが見える。差し出された銃口に睨ねめつけられ、老人が一歩二歩と後じさった。

　スーツの男性は冷ややかに目を輝かせた。

「大人しく座っていてください。あなた方にはこれから話していただかなければならないことがたくさんあるんです。こんなところで怪け我がされても困る」

　それに──と男性は続けた。口元にふっと優しげな微笑が浮かぶ。

「うちの息子がようやく勝ち取った平和です。これ以上、無む駄だな血は流したくない」







　エピローグ







　目覚めたときにはもう全てが終わっていた。

　〈ながと〉強襲から二日後、学まなぶは都内の総合病院で目を覚ました。包帯とギブス、点滴の管に拘こう束そくされろくに身動きがとれなかったことを覚えている。一体自分がどこにいるのか、何をしているのか、わけが分からないまま半狂乱の葉は桜ざくらにしがみつかれ、それでまた傷口が開いた。その時の痛みを思い出すと今でも身の毛がよだつ。おかげで退院の日が数日のびた。正直、あまりよい記憶ではない。

　昏こん睡すい中の出来事は、主に多た田だから聞かされた。

　海保による〈ながと〉の拿だ捕ほ、茉まつ莉り花か評議長と首相の合同会見、〈水すい車しや小ご屋や〉残党の一斉摘発。──あたかもオセロの石が裏返るように、世界はあっという間に元の姿を取り戻しつつあった。あまりにも順調すぎて疑わしい。そう言うと多田は「もっと驚くことがあるぜ」と微笑した。

　病室の扉が開いた瞬しゆん間かんのことは今でも忘れられない。赤しやく銅どう色の肌と鷲わし鼻、見る者全てを射貫くような鋭い眼光。スーツ姿の男性が扉の向こうに立っていた。

　見間違えようもない、南みなみ方かた恵けい吾ご──彼の父親だった。学はぽかんと口を開け、ついで手に持った水を取り落とした。

　感動の再会──を周囲は期待していたのだろう。だが結果は真逆だった。学は我に返るやベッドの枕を投げつけ、悪あく罵ばの限りを尽くして父親を追い出した。

　今更どの面つら下げて出てきやがった。ふざけるな、出てけ。おまえなんか親じゃない。他人だ。いや他人以下だ。二度と俺の前に現れるな。

　叫さけぶだけ叫んでシーツの中に引きこもった。さすがに見かねたのか多田が叱しつ責せきの声を上げる。だがそれを遮さえぎるように葉桜の声が響ひびいた。

「照れてるんですよ」

　こともなげな口調だった。

　学は鼻をすすり、シーツを頭まですっぽりとかぶった。




　結局、父親の謝罪は相あい川かわ経由で聞かされた。

　二週間前のタンクローリー事故で間一髪逃げ延びたこと。事故後、旧知の警察官を頼り警察病院で療養していたこと。〈水車小屋〉の追及が執しつ拗ようで外部との連絡を取れなかったこと。そうこうしているうちに親しんアポストリ派の一斉放ほう逐ちくが始まり、身動きが取れなくなったことを告げられた。

　どうせ表だって動けないならと警視庁内の味方を搔かき集め、反撃に乗り出したのはさすが彼の父親といったところか。だが学まなぶの心情は複雑だった。せめて自分や茉まつ莉り花かにくらい健在を告げられなかったものかと思う。もし彼の生存を知っていれば、自分はあれほど思い詰め無茶をすることもなかっただろう。いや──だがその場合、制限時間内に水み無な瀬せを追い詰めることはできなかったのか。結局何が幸いだったのかは分からない。どちらにしろ少し気持ちの整理がつくまでは父親と話したくなかった。

　ただ、葉は桜ざくらの助言もありメールでのやりとりは続けている。あと二ヶ月──五月になれば事件の後始末も落ち着くらしい。そうしたら色々話したいことがあると書かれていた。

　───。

　治療は順調に進み、予定より一日早く彼は退院した。

　多た田だや相あい川かわに見送られ居きよ留りゆう区く行きの電車に乗る。

「月つき原はらに俺の活躍、ちゃんと説明しといてくれよ」

　そう真ま面じ目めくさった顔で言う多田が妙みようにおかしかった。




　　　　＊





二〇二×年四月五日

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く駅






　日差しが強い。

　一番線のホームを清涼な風が吹き抜けていく。学は暴れる髪を押えながら周囲を見渡した。

　米まい原ばら方面を望み右手、白壁の向こうに佐さ和わ山の斜面が迫っている。山腹の緑が目に眩まぶしい。わずか二週間で彦根の空気はすっかり春めいていた。気のせいか、空の色さえも鮮やかさを増したように思える。

　背後で靴音が響ひびいた。豪ごう奢しやな金髪を揺ゆらし葉桜が電車から降りてくる。彼女はいつものスカート姿に戻っていた。アイボリー色のスーツが周囲の雰囲気によくマッチしている。細い首が傾かたむき感慨深げに辺りを見渡した。ほうっと溜ため息いき混じりの声が漏もれる。

「帰ってきた──のね」

　彼女はつぶやくように言った。学は無言でうなずいた。

　視線を正面に戻す。広いホームに人の姿は疎まばらだった。自衛隊が撤収して一週間、居留区のインフラは徐々に復旧している。だが避難先から戻ってくる人はまだ少ない。今駅にいるのは公共機関の人間かあるいは復興事業の関係者だろう。ここ一ヶ月の騒ぎを思えば分からなくもないが、それでも少し物寂しい気がした。

　物思いにふけっていると不意に右腕をつかまれた。葉は桜ざくらが身体からだをすり寄せてくる。彼女は両手を学まなぶの二の腕に絡からめ唇くちびるを尖とがらせた。

「な、なんだよ、いきなり」

「なにか難しい顔してる。……せっかく久しぶりの居きよ留りゆう区くなのに」

「難しい顔してると、くっついてくるのかよ」

「だめ？」

「だめじゃないけど──」

　学は周囲を見渡した。声を潜ひそめ囁ささやくような口調になる。

「人目があるだろ」

「人なんて殆ほとんどいないわ」

　確かにその通りだった。学は鼻の頭を搔かき視線を逸そらした。

「じゃあ……まぁ、よし」

　答えた瞬しゆん間かん、ぐっと柔らかな感触が押しつけられる。脇わき腹ばらに、手の甲に、腰に、彼女の細い身体を感じる。鼓こ動どうがどくりと高鳴った。抗議する間もなく葉桜が頭を彼の肩に乗せてくる。

「おまえなぁ……」

　眉まゆ根ねを寄せて睨にらみつける。だが彼女の幸せそうな顔を見ていると、それ以上何も言えなかった。どちらにしろ片手は葉桜につかまれ、もう片方の手はギプスと三角巾で固定されている。このまま歩くより他なかった。

　──まぁ……いいか。駅の中なら知り合いに会うこともないだろうし。──

　そう思ってホーム中程の階段を上った。イミグレーションを抜け駅のコンコースに出る。懐かしい光景に目をすがめながら改札を抜けた時だった。

　案内板の下に──呆あきれ顔の星ほし祭まつりがいた。

「あんたら……」

　凍りつく彼らに、星祭はゆるゆると首を振ってみせた。

「出迎えの一つもなきゃ寂しいだろうと思って待ってたら……、本当にもう、大変ごちそうさまでした。お邪じや魔ま虫ですみません。気が利きかなくてごめんなさい」

　ぺこりと頭を下げ引き返そうとする。学は慌あわてて星祭に駆け寄った。細い肩をつかみふりむかせる。

「ま、待て！　違う！　これは……これはその……」

「その？」

　星祭はアーモンド型の眼を煌きらめかせた。学は口ごもった。

「お、俺が怪け我がしてるからこいつに支えてもらって──」

「……そんな元気に走り回ってるのに？」

「………」

　にっと意地悪い笑えみが星ほし祭まつりの口元に浮かぶ。彼女は生白い肘ひじで学まなぶの腹を小こ突づいた。

「照れんなよ、あんた達二人ふたりともうまくいった。そーいうことだろ」

　学は押し黙だまった。迷った後、こくりとうなずく。星祭の表情が緩ゆるんだ。彼女は優しい笑みをたたえ「そっか」と言った。

「よかったな、お互いきちんと気持ちが伝えられて。──ま、あたしからすると半年は遅いけど。そーいうのも青春っぽくていいのかな。何にしろ、出発前に心残りがなくなってよかった」

「出発……？」

　意外な単語に学は眉まゆ尻じりを持ち上げる。よく見れば星祭は旅装だった。ショルダーバッグをたすきに掛け足下に大きなボストンバッグを置いている。右手には土産みやげ物と思おぼしきビニール袋を提さげていた。

　彼女はこくりとうなずいた。

「うん、東京に帰る」

「帰るって、おまえ……」

　茉まつ莉り花かの退陣表明以降、〈十じゆう字じ架か〉は大騒ぎとなっている。次期政権の主導権を握るためにも〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくがそう簡単に星祭を解放すると思えなかった。だが星祭はふっと肩をすくめた。

「柄じゃねーんだよ、今更アポストリのトップとか言われても。あたしは月つき原はら友とも深み、──ただの人間でただの十七のガキだ」

「だけど」

「心配しなくても〈秋アウトウンノ〉とは話をつけてある。当面は各氏族から評議長代行を出して評議会を運営してくってさ。色々言う連中もいたけど──結局、灯とう籠ろう参事官が説得してくれた」

「灯籠が？」

　学は目をしばたたいた。今回の件で自分達は灯籠に手ひどい損害を負わせている。妨害ならともかく手助けなど考えられなかった。

「なんか……裏があるんじゃないのか」

　声を低くして言うと星祭は小首を傾かしげた。

「さぁな。あたしを外に出して色々報告させるつもりなんじゃねーの？　東京での約束はまだ有効だとか言ってたから。お父さん……南みなみ方かた大使もまだあっちなんだろ？」

　学はうなずいた。南方恵けい吾ごは結局東京に残り各種の後始末に駆け回っている。星祭は思案顔で視線を巡めぐらした。

「茉莉花評議長の退陣後、大使個人に対してホットラインを持つのは参事官だけになるからな。今から関係を強化しておきたいんじゃねーの？　あたしを通じてさ。あの狐きつね目の考えそうなことだ」

「………」

「ま、それはそれとして」

　星ほし祭まつりは口の端はしを持ち上げた。頰ほおにえくぼができ年相応に幼い表情となる。

「どっちにしろ、そろそろ東京に帰らなきゃまずかったしさ。有給もやばいし色々仕事もたまってる」

「仕事って……研究所のか？」

　星祭はこくりとうなずいた。

「うるさいやつがいてさ。ここんとこ毎日メール送ってくるの。いつ戻るんだ、いつから復帰できるんだって、もう喧やかましいのなんの」

「………」

　学まなぶは溜ため息いきをついた。誰のことだかすぐ見当がつく。彼は眉まゆ根ねを寄せ探さぐるような目つきになった。

「……おまえさ、人のこととやかく言うけど自分はどうなんだよ」

「………？　何が？」

「何がって、その……気になる奴やつとかいないのか。壁の外で」

　星祭はぱちぱちと目を瞬またたかせたあと、吹き出した。悪戯いたずらっぽい笑えみが小さな顔に広がる。彼女はすっと肩をすりよせ上目遣いに見上げてきた。

「なんだ？　妬やいてくれてるの？」

「な……！　だ、誰がおまえのことなんか！」

　学は表情を強こわばらせて後じさった。星祭は上体を起こし頰の肉を歪ゆがめた。

「心配しなくてもあたし、まだそーいうの興味ないから。ただでさえやることいっぱいあるし、自分のことだけでも精一杯なのに他人のことなんか考えてられないっての」

　それに──と彼女は続けた。横目で葉は桜ざくらを窺うかがいながら諧かい謔ぎやくを含んだ口調でつぶやく。

「身内に好みのタイプがいると、どうしても周りを見る目が厳しくなってね」

「………!?」

「………！」

　葉桜の顔が真っ赤に染まる。眉まゆ尻じりを吊り上げ混乱も露あらわに声を上げた。

「は……離れて！　学から離れて！」

　これ見よがしにくっつく星祭を葉桜は慌あわてて引き離そうとした。星祭がひらりと身を翻ひるがえす。そのまま鈴を転がすように笑いながら改札に走っていった。

「あんま嫉しつ妬と深いと嫌われんぞ！　南みなみ方かたのこと好きなのはいいけど、程々にしとけよ！」

　言いたいことを言うと、星祭は改札を抜けコンコースの奥に消えていった。

　静寂が訪れた。横で葉桜が全力疾走したあとのように肩を上下させている。目は潤うるみ白い頰ほおは林りん檎ごのように赤くなっていた。考え無しに暴れたためか、金髪がくしゃくしゃに乱れている。

　──これは……えらい奴やつとつきあうことになったかもしれない。

　学は天を仰いだ。天窓から漏もれる光が目に眩まぶしい。彼はほうっと息を吐き、葉桜の頭に手をのせた。




　帰宅前に居きよ留りゆう区くの街並みを歩いて回った。

　市街を進むにつれ、半壊した建物や焼け跡が見えてくる。京きよう橋ばしの商店街は燃え一面の空き地になっていた。道路のそこかしこに瓦が礫れきが集められうずたかく積み上がっている。所々に置かれた小石は墓標だろうか。時折、訪れる人が沈痛な面おも持もちで黙もく礼れいし手を合わせていった。

　湖岸のショッピングセンターも無事ではなかった。砲撃の標的になったのか横長の建物が何ヶ所も陥没している。崩れ落ちたコンクリート壁からアミューズメントスペースの内装が覗のぞいていた。倒れた遊具に黒い煤すすが被かぶさっている。奥に見えるのはプリント写真機の筐きよう体たいだろうか、カラフルな外板がひしゃげ無惨な断面を晒さらしていた。

　ひどく──痛々しい眺ながめだった。だが、だだっ広い駐車場にはもう復興作業の重機が入っている。外壁を足場が覆い入り口脇わきに鉄骨とガラスが積み上げられていた。騒然とした現場を人間とアポストリの作業員が行き交っている。遠からずここは元の姿を取り戻すだろう。その頃には避難した人々も戻って来るはずだ。

　湖岸道路を北上し松まつ原ばらに至る。

　水泳場周辺は、攻撃目標となる人工物もなかったためかほぼ元の姿を留めていた。

　人ひと気けのない砂浜に波の音が響ひびいている。湖からの風が松並木をそよそよと揺ゆらしていた。湖面は凪ないでいる。コバルト色の水面がどこまでも続き広い空に繫つながっていた。そして、蒼あお空ぞらを貫くように屹きつ立りつする虹色の柱──〈十じゆう字じ架か〉。

「二十年前──」

　金髪を風に揺らしながら葉は桜ざくらがつぶやいた。真しん紅くの瞳ひとみに空の青が映り込んでいる。

「私達はこの砂浜に上陸した。あなた達人間と出会って戦争を始めて──和解して居留区を作って、そういうもの全部の始まりとなったのがこの場所。──それからずっと変わってないのね、ここは。今回みたいなことがあっても」

「二十年前だけじゃないだろ」

　学まなぶはポケットに手を入れたまま答えた。

「百年前も千年前もここは同じ景色だった。多分十年先、百年先になっても変わらない。戦争が起きても国や町が潰つぶれても同じ姿であり続ける。──そういうものもあるんだよ。多分、この世界には」

「私達は……？」

　葉桜が問いかけた。

「アポストリと人間は──？　もういがみ合わないでいられるのかしら。〈水すい車しや小ご屋や〉がなくなって〈秋アウトウンノ〉も味方になったら。そうすれば──」

「いや」

　学まなぶは首を振った。人間もアポストリも聖人には程遠い生き物だ。一時の誠意はやがて欲得と感情に押し流され、新たな紛争の火種となるだろう。二つの種族はこれからも平和と緊張の間を絶え間なく行き来していくに違いない。それは生物として文明として、ある意味当然の性さがだ。だが──

「歩み寄ることはできるさ」

　学は葉は桜ざくらに向き直った。金髪に指を絡め白い頰ほおを露あらわにする。葉桜は真っ直すぐに彼の視線を受け止めた。

「私達みたいに？」

「俺達みたいに、他の多くの共きよう棲せい体みたいにだ」

　言いながら彼女の背中を抱き寄せる。葉桜は抗あらがわなかった。すっと磁石が引き合うように身体からだを寄せてくる。

「後悔……しない？」

　彼女は囁ささやくように問いかけてきた。アポストリの寿命は短い。おそらく彼女は学が壮そう年ねん期を終える前に死ぬだろう。二人ふたりの関係が社会的に認められる保証もなく、仮に許されたところで生まれてくる子供はアポストリだ。人間の戸籍は持ち得ない。人という種にとってあまりにも不毛な関係、そういうもの全てをひっくるめて葉桜は学に判断を促す。まだ今なら全てをなかったことにできる、引き返せると。

　だが学は優しく微ほほ笑えみ首を振った。後悔、後悔か。

「その質問は──一年遅い」

　言いながら薄紅色の唇くちびるにそっと口づける。葉桜は静かに目を閉じ彼を受け入れた。




　秋から冬、冬から春、季節は巡り居きよ留りゆう区くにまた夏がやってくる。

　去年の夏、眩まばゆい陽光の下で彼らは出会い、いがみあい、やがて恋をした。

　先のことなど誰にも分からない。遠からずまた二つの種族は対立し、この国に凄せい惨さんな地獄絵図を生み出すかもしれない。だが少なくとも彼ら二人はともに手を携たずさえ歩み続ける。今年の夏も、来年の夏も、そのまた次の夏も。

　湖面に風が吹き抜けていく。終わることのない季節の循環を、〈十じゆう字じ架か〉はただ静かに見守り続ける。







　あとがき




　もう十年以上前、僕はあるベンチャー企業に勤めていました。

　その会社は当時まだ珍しかったあるサービスを提供していたところで、小所帯にもかかわらず業界トップクラスのエンジニアやスタッフを擁ようしていました。

　毎日が大変で、ですがそれだけに学ぶものの多い日々でした。その頃の僕はまだ駆かけ出しの技術者で、雲うん上じよう人びとのような先輩のもと、ただただ夢中で新しい技術を吸収していきました。当時の経験は今も宝石のような記憶として僕の中に残っています。

　その会社も──今はもう存在しません。二〇〇〇年代初めのベンチャーバブル崩壊、それに続く超大企業の市場参入により会社は消滅しました。

　サービスは買収され、先輩社員達は次々と辞やめていきました。いよいよ最後の時になって僕は内装業者によりオフィスが破壊されていくのをただ呆ぼう然ぜんと見守っていました。その時まで僕は自分の所属する組織──会社や学校──がなくなるなど想像もしてみなかったのです。自分の拠よって立つ世界が、社会がガラガラと音を立てて崩れ落ちていく気分でした。

　先日、小用でかつての勤務先の近くを通りがかりました。ビルには別の企業が入り、まだ若い社員達が忙しそうに走り回っていました。もちろん知った顔などありません。ですが僕は彼らを見てなんともいえない既視感にとらわれました。同じオフィスビル──ということもあるのでしょう、忙せわしげに働く彼らがかつての自分に重なって見えたのです。

　今の日本でベンチャー企業の生存率は決して高くありません。おそらく彼らの会社も数年のうちに存続の危機を迎え、その進退について判断を迫られることでしょう。ですがたとえ一つの組織が亡くなっても、すぐまた次の組織が生まれ市場の荒波にこぎ出していく。その力強さがかつての勤め人である僕にはなんとも眩まばゆく、また感慨深く思えました。

　人が去り、組織が消え、町の景色が移ろっても世界は続いていく。そして廃墟の上には新しい花が咲き、次の世代、次の次の世代が生を営んでいくのかもしれません。そう考えれば一つや二つの失敗・つまづきなど、どうということもない気分になってきます。

　最終巻を書くにあたり、右のようなことを少し──ほんの少しだけ考えました。本作の結末が皆様の心に何かを残せれば、作者としてこれに勝る喜びはありません。




　本シリーズの執筆にあたっては大変多くの方にご協力いただきました。自衛隊取材に快く応じてくださった防衛省のＡ様、アポストリ語の翻訳を協力いただいた赤あか松まつ中ちゆう学がく様、編集の湯ゆ浅あさ様、イラストの森もり井いしづき様、そしてもちろん最後まで本作にお付合いいただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。またどこかでお会いしましょう。


二〇〇九年七月　夏なつ海み公こう司じ









夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身、２００７年より東京都在住。『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞の選考委員奨励賞を受賞。作中の舞台を全て現地取材する！　と勢い込んでいたら、取材費用がとんでもないことに。Ｇｏｏｇｌｅストリートビューが全国に広がるのを心から願う毎日。
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森もり井いしづき

毎日大量の牛乳を飲んでます。
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葉は桜ざくらが来きた夏なつ５
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